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俺様社長と〈期間限定〉婚前同居～極上御曹司から溺愛を頂戴しました～










プロローグ




「一カ月後に綾あや花かを抱く」

　そう宣言された私は目をまたたかせた。その言葉の意味を理解すると同時に、一気に頬が熱くなる。

「だ、抱くって……！」

　驚きのあまり一歩後ずさると、背中が玄関の格子戸にぶつかってガシャンと耳障りな音が響いた。その音の大きさが私の動揺を表しているようで、頬がさらに熱を持つ。

　取り乱す私を見た彼――都つ築づき貴たか士しさんは、愉快そうに形のいい唇を引き上げた。

　彫りが深い端整な顔をわずかに傾け、黒い瞳でこちらを見つめる。その表情が色っぽくて、首筋のあたりがぞくぞくと甘く震えた。

　恋愛経験ゼロで、異性と手を繋いだこともデートしたことすらもない私が、一カ月後に目の前にいる彼に抱かれるなんて。想像するだけで、心臓がものすごい勢いで早鐘を打ち出す。

　両手で頬を覆って下を向くと、手入れの行き届いた上品な革靴が一歩前に進んだ。

　貴士さんがうつむいたままの私に近づく。そして私を閉じ込めるように、後ろにある格子戸に腕をついた。

　どうしよう。すごく距離が近い。こんなにそばにいたら、心臓の音が貴士さんにまで聞こえてしまいそうだ。

　震える息を吐き、冷静になろうとしていると、彼が長身をかがめ私の耳元に唇を寄せた。

「これから一カ月、ふたりきりで暮らすのが楽しみだな。俺の花嫁さん」

　低く甘い声で囁かれ、「ひゃっ！」と情けない声をあげてしまった。私は動揺をごまかすために、耳を押さえ涙目で反論する。

「まだ、貴士さんと結婚すると決まったわけじゃありません」

　悪あがきのようにそう言ったけれど、貴士さんは余裕たっぷりに微笑んでいた。

　これから私は一カ月、貴士さんと結婚を前提とした同居をする。

　こんな色気の塊みたいな大人の男の人と、ひとつ屋根の下で暮らすなんて、大丈夫なのだろうか……。

　不安になりながら貴士さんを見上げると、彼は私の反応を楽しむように目を細め、くすりと笑った。










婚前同居の始まり




　チュンチュンという鳥のさえずりと柔らかな朝の光に目を覚ました。

「ん……」

　私は畳の上に敷いた布団の中で少しまどろんだ後、体を起こし伸びをする。

　すると人の気配に気付いたのか、庭にいた小鳥たちが一斉に飛び立った。鳥の羽ばたく音と同時に、窓の内側に貼られた障子紙にその小さな影が映る。

　私は起き上がり布団を押し入れにしまうと、居間に移動し庭に続く格子戸を開けた。ひんやりとした空気が流れ込んできて、思わず首を縮める。

　少し前までは薄暗い中で目を覚ましていたのに、縁側の向こうに広がる庭はもう朝の光で満ちていた。

「すっかり春だなぁ」

　呟きながら夜露で濡れたツツジを眺めていると、庭に縞模様の猫がいるのに気が付いた。

　体勢を低くして、生け垣の下に隠れるようにしながらこちらを見ている。この辺りを縄張りにしている、野良猫のシマノさんだ。

　シマノさんという名前は、尻尾のシマシマが見事だから私が勝手に命名したもの。

　私は小走りで台所へ向かい、出汁取り用の煮干しを持って戻ってきた。

「シマノさん、煮干しだよ」

　声をかけながら小さな煮干しをシマノさんの方へ放ってあげる。

　そして縁側にしゃがみジッと見つめていると、シマノさんは鼻先に落ちた煮干しを冷めた目で一瞥した。

　食べてくれるかな。

　期待をしながら観察していたけれど、シマノさんはぴくりと鼻を動かすこともなく立ち上がった。くるりとこちらに背を向けて、生け垣の向こうに歩いていく。

　……今日もフラれてしまった。

　シマノさんが庭にくるたび仲良くなろうと頑張っているのに、まったく相手にしてもらえない。私は地面に取り残された煮干しを見下ろし、ひとりため息をついた。




　私、葛か西さい綾花は都心から車で三時間ほどの場所にあるのんびりとした田舎町で、ひとり暮らしをしている。

　住んでいるのは古くて趣のある日本家屋だ。

　瓦屋根の平屋に、竹垣に囲まれた和風庭園。昔ながらの格子戸の入り口の横には、檜ひのきの板に凛とした美しい書体で『葛か西さい書しょ道どう教きょう室しつ』と書かれた看板が掲げられている。

　立派な黒松の上がり框かまちが印象的な広い玄関に、寝室や客間など大小合わせて七つの和室。そして、庭に面した広い縁側がある日当たりのいい居間。

　二十四歳の独身女性がひとりで暮らすには、かなり立派すぎるし渋すぎる。

　都心で生まれ育った私がここに引っ越してきたのは二十二歳の時。大学卒業と同時に、祖父の暮らしていたこの家に移り住んだ。

　私の祖父は書道家だった。

　国内外にファンがいて、個展を開けば作品は次々に売れる。国民的な時代劇の題字を手掛けたこともある有名書家。

　しかし本人は地位や名声には興味を持たず、この田舎町でマイペースに作品を手掛ける傍ら、自宅で書道教室を開いていた。

　おじいちゃん子だった私は、夏休みや冬休みになるといつも祖父の家に泊まり込み、書道を習った。引っ込み思案でおとなしく、うまく学校になじめなかった私にとって、静かでのんびりとした祖父の家はとても居心地がよかった。

　そんな私を、祖父はいつも受け入れてくれた。私は大好きな祖父に褒められたくて、のめり込むように書道に夢中になった。

　自宅の近くの書道教室にも通い、十八歳で師範代の免許を取得した。大学生の時には有名な賞をもらった。

　けれど、大学の卒業が近づいた頃、突然祖父が倒れた。

　搬送されたという知らせを受けて病院に駆けつけた私は、ベッドの上で人工呼吸器をつけ、苦しそうに胸を上下させる祖父を見て、取り乱し泣き叫びそうになった。

　そんな私に祖父が視線を向け、か細い声でなにか伝えようとする。

『綾花……』

『なに？　おじいちゃん』

『あの家はすべて、……任せる……』

　しゃべるのすら苦しいのか、途中で言葉に詰まり乾いた咳をした。

　あの家というのは、祖父が住んでいた日本家屋だろう。私は祖父の言いたいことをくみ取り、力強く頷く。

『わかった。大丈夫、あの家は私が守るから』

　泣きながら『約束する』と繰り返す私を見て、祖父は困ったように眉尻を下げる。手のかかる小さな子供を見守るような表情だった。

　それが、祖父との最後の思い出になった。

　大学卒業後、父が代表を務める財団法人の仕事を手伝う予定だった私は両親を説得し、ひとり田舎に引っ越して祖父の家と書道教室を継いだ。

　それから早二年。私なりに頑張ってきたけれど、このご時世、少子化や過疎化もあり書道教室に通う生徒は減る一方だ。

　祖父が講師をしていた時は週四日開いていた教室も、今では週二日になってしまった。あとは、個人レッスンを受けているご年配の生徒が何人かいるだけ。

　居間のレトロな茶箪笥の上には、祖父の写真が飾ってある。仏壇は実家にあるので、祖父を思い出す時、私はひとりこの写真に話しかける。

　いつものように写真の前に水が入ったコップを置いて、「おじいちゃん」と声をかけた。

「おじいちゃん、私はいつまでこの教室とこの家を守っていけるんだろう」

　ぽつりと弱音を吐いたけれど、写真の中の祖父は柔和な笑顔を浮かべるだけでなにも答えてくれなかった。




「綾花先生、こんにちはー！」

　午後になると、しんと静かだった日本家屋に元気な声が響く。書道教室に通う小学生たちが学校を終えてやってきたのだ。

「こんにちは。脱いだ靴は揃えてくださいね」

　私は日本の伝統である書道を教える先生として、子供相手にもきちんとした言葉遣いで接するように心がけている。

　声をかけると、生徒たちは「はぁい」と返事をして自分の靴を綺麗に揃えた。

　玄関を入るとすぐ脇にある六畳二間続きの和室。その襖を取り払い、座卓と長机を並べて書道教室として使っている。

　にぎやかだった小学生たちも、正座をして筆を持つと自然と背筋が伸び口数が少なくなる。和室の中は墨汁の香りと筆が半紙の上を走る音で満たされる。その緊張感が心地いい。

　書道は自分自身と向き合う時間だ。

　ペーパーレス化が進むこの時代。文字を書く機会は減る一方だけど、書道は字を書くだけではなく正しい姿勢や礼儀も学べる素敵な文化だと思う。

　生徒の保護者から、『書道教室に通ってから、子供が落ち着いて集中力が上がりました』と感謝されたりもする。

　できればもっとたくさんの人に、書道の魅力を伝えられたらいいんだけど……。

　なんて思いながら指導をし、一時間半の教室を終え生徒たちを見送った。

　生徒が帰りがらんとした和室。その床の間には『平びょう常じょう心しん是これ道どう』という書が飾ってある。

　力強いけれどしなやかな流麗さも併せ持つ祖父の作品。その五文字の言葉には、『日常の心掛けこそが道である』という意味が込められている。まじめで堅実な祖父らしい書作だ。

　私が書を見上げていると、後ろから服をひっぱられた。振り返ると生徒のひとり、小学五年生の斗とう真まくんが立っていた。

　斗真くんはやんちゃで元気のいい男の子だ。元気が有り余っていて、少し落ち着いてほしいというお母様の希望で、最近書道教室に通いはじめた。

「斗真くん。なにか忘れ物ですか？」

「綾花先生。こんな古くて広い家にひとりぼっちで暮らしてるなんて寂しいだろ」

　斗真くんの言葉に、私は首を傾げ目をまたたかせる。私がぼんやりと祖父の書を眺めていたから、寂しげに見えたのだろうか。

「心配してくれてありがとうございます。私は大人だから、ひとりでも大丈夫ですよ」

「そうやって強がらなくていいって。安心しろよ。俺が大人になったら、綾花先生を嫁にもらってやるから」

「……嫁って、斗真くんと私が結婚するって意味ですか？」

　恋愛経験ゼロの私が、十三歳も年下の男の子からプロポーズされるとは思わなかった。きょとんとする私を見て、斗真くんは唇を尖らせた。

「あ、綾花先生、冗談だと思ってるだろ！　俺は本気だからな！」

「でも、斗真くんが大人になる頃には、先生はもっと大人になっていますから」

「それでも結婚するんだ！」

　無邪気で純粋な真っ直ぐさが微笑ましい。そう思っていると、居間の方からジリリリリとベルの音が聞こえてきた。

「ごめんなさい。電話がかかってきたので、また来週来てくださいね」と斗真くんに言って居間へと急ぐ。

　そこにあるのは日本家屋にぴったりのレトロな黒電話だ。大きくて重い受話器を持ち上げ、耳に当てる。

「はい、葛西です」

　電話口で名乗ると、聞こえてきたのは母の声。

「綾花、元気にしてる？　何度もスマホにメッセージを送ってるのにまったく既読にならないから、じれったくて電話したわよ」

　電話に出た途端苦情を言われ、思わず「ごめんなさい」と頭を下げる。

　一応スマホは持っているけれど、頻繁にメッセージを交わす相手もいないし、普段はあまり持ち歩かない。ついつい充電を忘れ、電源が落ちていることもよくある。

　そう説明すると、受話器の向こうの母が「二十四歳の独身女性とは思えない発言ね」とあきれたようにため息をつく。

「それで、なにか急ぎの用事でもあったの？」

「そうそう。綾花、貴士くんを覚えてる？」

　久しぶりに耳にした懐かしい名前に、心臓がきゅんと苦しくなった。

　覚えているに決まってる。貴士さんは四歳年上の幼馴染で、私の初恋の人だ。

「その貴士くんと綾花の婚約が決まったわよ。おめでとう」

　突然祝福され、混乱のあまり言葉が出なくなる。疑問がたくさんありすぎて、なにから聞けばいいのかわからなかった。

　だって、貴士さんと私が婚約なんて、ありえない。

　私の沈黙を了解だと解釈したのか、母は「じゃあ、そういうことでよろしくね」と言い残し電話を切った。

「よろしくって、なにが……？」

　慌てて受話器に向かって問いかけたけれど、もちろん返事はなかった。




　葛西家と貴士さんの実家である都築家は、それぞれ日本有数の名家だ。

　平安時代の貴族をルーツに持ち、政治家や芸術家、名門大学の教授など著名人を数多く輩出してきた我が葛西家。対して江戸時代末期に貿易会社を興し、車や船などの製造業からエネルギー、インフラ、金融業まで、ありとあらゆる事業を網羅する大財閥の都築家。

　昔から交流はあったそうだけど、父の代からその関係が密になった。私の父と貴士さんのお父様が大学の同期で大親友だったからだ。

　名家で生まれ、似たような境遇で育ったふたりは意気投合し、将来子供が生まれたら結婚させようと約束を交わしたそうだ。

　それから数年後、都築家にはひとりの息子が、葛西家にはふたりの娘が誕生した。

　それが私より四歳年上の貴士さんと、私の姉・渚なぎ沙さ。そして、ふたりから少し年が離れて生まれた私だ。両家の交流はそれからも続き、私たち姉妹と貴士さんは幼馴染として育った。

　貴士さんは、カッコよくて知的で、とても素敵な人だった。男の人だけどその整った横顔や立ち姿は見とれるほど綺麗で、少し近寄りがたい王子様のような人。

　貴士さんは私の初恋の人だった。私は小さな頃からずっと、彼に憧れ続けてきた。

　その想いを彼に伝えたことは一度もなかった。幼い時はよく遊んでもらっていたけれど、引っ込み思案な私は、貴士さんが中学校に入った頃からうまく会話ができなくなったからだ。

　彼に特別な憧れを抱いていると自覚したのは私が小学五年生の時。その頃、姉と同じ中学に通っていた貴士さんは、よく我が家に遊びにきていた。

　私の両親が、成績が振るわない姉に勉強を教えてやってくれと、優秀な貴士さんにお願いしていたらしい。

　貴士さんが隣の部屋で姉と勉強をしていると、私はふたりが気になって落ち着かなくなった。ひと目でも彼の姿が見たくて、用もないのに何度も廊下を歩いたり、壁越しにふたりの会話に耳を澄ませたりしていた。

　誰とでもすぐ友達になれる活発で明るい姉に対し、私は人と話すのが苦手な内向的な性格だった。顔立ちは似ているのに、人に与える印象はまるで違った。

　大人たちから『渚沙ちゃんは愛嬌があってかわいいけれど、綾花ちゃんはおしとやかでお人形さんみたいね』と言われるたびに、自分には人としての魅力がないんだと落ち込み、ますます殻に閉じこもった。

　天真爛漫な性格で人から好かれる姉のようになりたい。だけど決してなれない。劣等感はどんどん強くなっていった。

　ある日、勉強中のふたりが気になって廊下を歩いていた私は、姉の部屋のドアがわずかに開いているのに気が付いた。

　思わずその隙間を覗くと、ローテーブルに頬杖をつく貴士さんと目が合った。

　私の視線に気付いた彼は、少し意地悪な笑みを浮かべる。どうやら姉は一階に行っていて、部屋にいるのは彼ひとりのようだ。

　貴士さんは私を見て、『綾花も一緒に勉強するか？』と声をかけてくれた。

　私も貴士さんと一緒に勉強したい。少しでも彼と親しくなりたい。そう思っているのに、本心とは反対の態度を取ってしまう。

　私は無言のまま、首を横に振る。

　すると貴士さんは立ち上がり、私のいるドアのところまでやってきた。背の高い彼に見下ろされ、鼓動が速くなっていく。

『顔が赤いけど、具合でも悪いのか？』

　その問いに、私はまた無言で首を横に振り否定する。

『本当に？』

　心配するような視線を向けられ、どうしていいのかわからなくて唇を嚙んだ。

　ふたりで勉強しているのに、私がいたら邪魔になるかもしれない。それに、『明るい渚沙と違って、おとなしい綾花と一緒にいてもつまらない』なんて思われたらどうしよう……。

　彼への好意と、嫌われたくないという気持ちの間で揺れていると、貴士さんが『おいで』と私の手を取った。

　長い指の感触に、心臓が飛び跳ねる。男の人と手を繋ぐなんて、生まれて初めてだった。

　貴士さんは、言葉に詰まる私の手を引いて部屋の中へ入る。

　姉の部屋は私の部屋と同じ八畳の洋室だけど、部屋のあちこちに漫画や雑誌が積み重なり雑然としていた。片付いているのは、教科書や参考書が開いて置かれたローテーブルの周りだけ。

　きっと貴士さんがやってきてから、慌てて物をよけたんだろう。大雑把な姉らしい。

　ローテーブルの横には、難しそうな本が置いてあった。どうやら姉に学校の勉強を教える傍ら、貴士さんは自分で持ってきた本を読んでいたようだ。著名人の自伝や英語の本もある。

　貴士さんはその中から一冊の本を取り、私に差し出した。

『これ読むか？』

　重厚感のある表紙には、篆てん書しょ体たいで書かれた漢字が並んでいた。どうやら昔の中国の書家が篆書で書いた作品を復刻しまとめた本のようだ。

　頷いて受け取り本を開く。私はまだ漢文も篆書も読めないけれど、何百年も前に書かれた書家の文字を見ているだけで心が躍る。

『貴士さんは、いつもこんな難しい本を読んでいるの？』

　本から顔を上げてたずねると、貴士さんは『いや』と首を横に振って苦笑した。

『論語を勉強したくて取り寄せたんだけど、篆書は読みづらくて持て余してたから、興味があるなら綾花にあげようと思って持ってきたんだ』

『論語……』

　貴士さんは進学校として名高い私立中学でトップを争うほどの秀才なのに、その上自ら論語を勉強しようと思うなんてすごい。

　思わずため息をつくと、貴士さんは私の気持ちを見透かしたように小さく笑った。

『俺は人より恵まれた環境に生まれたから、その分努力をしないといけないと思ってる』

『将来、都築コーポレーションの社長さんになるために？』

　たずねると、貴士さんは少し考えるように首を傾けてこちらを見る。

『両親はそうなることを望んでいるんだろうけど、正直俺はまだ自分がどんな人生を歩みたいのかわからない。だから、将来どんな選択肢も選べるように、いろんなことを学んで吸収しておきたいんだ』

　貴士さんは大財閥の御曹司に生まれたけれど、その環境に甘えずちゃんと将来を見据えて努力しているんだ。そんな貴士さんはカッコよくて、見ているだけで尊敬と憧れで胸がいっぱいになった。

『貴士さん、すごい……』

　貴士さんとは幼馴染として育ったのに、ものすごく遠い存在に感じた。

　向上心が強く優秀な貴士さんに、たくさんの人に愛される社交的な姉。それに引き換え、気が弱く引っ込み思案な自分がとても情けなく思えてくる。

　本を胸に抱きしめうつむくと、瞳が勝手に潤んでいく。

　すると、貴士さんは私の顔を覗き込んだ。二重の奥にある綺麗な黒い瞳が、真っ直ぐに私を見つめる。

『泣いてるのか？』

　そう問われ、火が付いたように頬が熱くなった。

『ご、ごめんなさい』

　こんなんじゃ、貴士さんに嫌われてしまう。わかっているのに、焦れば焦るほど涙が込み上げてくる。

『どうして謝るんだ』

　貴士さんは不思議そうに首を傾げた。

『泣くと、周りの人に迷惑をかけちゃうから』

『俺は別に迷惑だとは思ってない』

『でも、クラスの男の子たちは私のことを泣き虫だってからかって……』

　私がそう言うと、貴士さんはむっとしたように表情を険しくした。

『学校でからかわれているのか？』

　明らかに不機嫌な低い声に、私は慌てて説明をする。

『わ、私はお姉ちゃんみたいに人と仲良くできないし、しゃべるのが苦手ですぐ言葉に詰まっちゃうし……』

　つっかえながらそう言うと、貴士さんは息を吐き出した。そして手を伸ばし、私の頭を乱暴に撫でる。

『それぞれ違う人間なんだ。他の奴と比べる必要なんてない』

『でも……』

『綾花には、綾花のいいところがあるだろ』

『私のいいところ？』

　驚いて目をまたたかせると、貴士さんはふっと表情をゆるめて笑った。

『俺は、綾花の字が好きだよ。ときどき綾花が部屋で習字をしているところを見かけるけど、背筋を伸ばして筆を持つ後ろ姿は、息を飲むくらい綺麗だと思う』

　予想外の言葉に、心臓が飛び跳ねた。知らぬ間に字を書いているところを見られていたのにも驚いたけれど、その姿を綺麗だと言ってもらえて、喜びで胸がいっぱいになる。

『綾花はそのままで、自分らしく胸を張っていればいい』

　貴士さんは優しい声でそう言った。

　幼い頃からずっと、明るく社交的な姉と自分を比べて劣等感を抱いてきた。人と関わるのが苦手で、外で遊ぶよりも部屋にこもって筆を持つ方が楽しかった。

　同級生たちからはいつも、『ひとりで習字ばかりしてるなんて、変な奴』とからかわれていた。

　そんな私を肯定してくれたのは、祖父以外では貴士さんが初めてだった。

　言葉にならない感情に、また瞳が潤んでしまう。

　貴士さんは頭を撫でていた手を下ろし、長い指で私の目尻をそっとなぞった。

　私は驚いて目を見張る。貴士さんの綺麗な指先が、私の涙で濡れていた。

　それだけのことなのに、ひどく動揺している自分がいた。まるで全身が心臓になってしまったように、鼓動が大きく響いていた。

　言葉も発せずにいると、貴士さんは短く吐息を漏らして笑う。

『でも、そうやって泣くのは、俺の前だけにしておけよ』

　柔らかな声で囁かれた時、遠くから『こらー！』と大きな声が聞こえてきた。

『貴士、私の綾花をいじめるんじゃない！』

　ものすごい勢いで走ってきたのは、姉の渚沙だ。

『いじめてないけど』

『じゃあ、なんで綾花が泣いてるのよ！』

　姉は眉を吊り上げて貴士さんを責める。

　貴士さんは私をいじめていないときちんと説明しなくちゃと思うのに、言葉が出てこず口ごもる。こんなときにも引っ込み思案な自分がイヤになってうつむくと、貴士さんがくすりと微笑む気配がした。

『ただ、綾花は泣き顔もかわいいなって思ってただけ』

　そう言われ、うつむいた頬が熱くなった。きっと私の顔は、茹でたタコみたいに真っ赤になってる。

『だから、そうやって私の大事な綾花をたぶらかすな！』

　大声で怒る姉に対し、貴士さんはくすくすと楽しげに肩を揺らして笑っていた。

　貴士さんの『かわいい』という言葉に、深い意味があるわけない。わかっているけれど、私はどんどん大きくなっていく貴士さんへの憧れを、止めることができなかった。




　そして、その憧れが本当の恋に変わったのは、大学生の時。私は祖父の勧めで参加した大きな書道展で、最高賞を受賞した。

　出席した表彰式で賞状と花束とともに祝福の言葉を贈られた。目立つ場所は苦手だったけれど、和装で壇上に上がった私を見て、祖父や家族たちはとても喜んでくれた。

　けれどステージから下り控室に帰ると、聞こえてきたのは先に戻っていた他の受賞者たちの会話。それは祝福ではなく非難の言葉だった。

『彼女が賞をもらえたのは、名家の葛西家の娘で有名書家の孫だからだ』

『女子大生書家の最年少受賞という話題性が欲しかっただけだろう』

　花束と賞状を抱えた私は、頭から冷水を浴びせられたようにその場から動けなくなってしまった。

　しだいに批判の矛先は、私だけではなく賞や葛西家にも向けられる。

『葛西家も忖そん度たくでもらった賞を喜ぶなんて、随分落ちたものよね』

『それに、あんな小娘に賞を与えるとは、この書道展の格が疑われる』

　と囁き合う声があちこちから聞こえた。さっきまで胸にあふれていた喜びは消え去る。

　いつまでも続く、私や賞の主催者への不満。ひとり廊下で立ち尽くしていると、手足がどんどん冷えていく。

　ぐっと唇を嚙みしめたとき、後ろから腕が伸びてきて誰かが私の肩を抱いた。

『あんな醜い嫉妬は、気にしなくていい』

　低い声で言われ、弾かれたように振り返る。見上げた視界に映ったのは、艶のある黒髪と、男らしい横顔。

　私の肩を抱いていたのは、貴士さんだった。

　貴士さんは実家の『都築コーポレーション』に就職していた。都築コーポレーションは今回の書道展のスポンサーだから、その関係で来場したのかもしれない。

　中学の頃は頻繁に我が家にやってきていた貴士さんだけど、彼が高校に進学してからは顔を合わせることはほとんどなくなった。

　最後に会ったのは、姉と貴士さんの成人のお祝いをしようと都築家と葛西家で食事をした時のはずだから、貴士さんの顔を見るのは五年ぶりだ。

　久しぶりに会った貴士さんは、社会人になったせいか精悍さが増し、さらに魅力的になっていた。

　私は憧れの人との突然の再会と、距離の近さに言葉が出なくなる。動揺のあまり頬が熱くなり瞳が潤む。

　そんな私を見下ろして、貴士さんは『泣いているのか』と眉をひそめた。

『こうやって、俺以外の人間が綾花を泣かせるのは、おもしろくないな』

　と言いながら、長い指で私の目尻をなぞる。

『泣いていません』

　素直じゃない私は、強がって突き放した言い方になってしまった。慌ててうつむき、付け加える。

『あの人たちの言い分も間違ってないと思いますし……』

『話題作りのために綾花を受賞させたって？』

　彼の言葉に首を縦に振ると、大きなため息が降ってきた。

『バカだな。あんなのただの妬みだ。非難するのは一部の人間だけで、みんな綾花の実力に納得してる』

『でも……』

　顔をしかめた私を、貴士さんが身をかがめ覗き込む。言葉の続きを促すように見つめられ、私は口を開いた。

『私のせいでこの賞や葛西家まで悪く言われるのが、すごく悔しいです』

　そう言うと、貴士さんが優しい声で呟く。

『自分が貶められるよりも、他人のことで怒っているのか。おしとやかに見えるのに、相変わらず気が強いんだな』

『相変わらず……？』

　意味がわからず首を傾げると、貴士さんは小さく微笑んだ。ふっとゆるんだ表情に、思わず目を奪われる。

　貴士さんは控室のドアを乱暴に開けた。大きな音に振り返った受賞者たちは、私と貴士さんの姿を見て慌てて口を閉ざした。

『皆様、このたびは受賞おめでとうございます』

　凍りつくその場の空気を楽しむように、冷笑を浮かべ受賞者ひとりひとりを見回す貴士さん。

『賞の選考に問題があったのなら、書道展のスポンサーである都築コーポレーションの責任でもあります。なにかご不満がおありでしたら、私がお聞きしましょうか？』

　長身の彼は、とても謝罪する気があるとは思えない慇懃無礼な態度で、その場にいる人たちを見下ろす。

『いえ、不満なんて』

『若い人が賞をもらうのは書道界にとってもいいことですし』

『とてもすばらしい作品でしたしね』

　とりつくろうように言い合う受賞者たちに、貴士さんは優雅に微笑んだ。

『そうですか。それはよかった。では、人をひがむことでしか自尊心を満たせないようなあなたたちと同じ空気を吸うのも不愉快なので、これで失礼します』

　貴士さんは私の荷物を持つと、踵を返し廊下へ向かう。

『た、貴士さん、なんて言い方を……！』

　またも凍りついた空気にどうしていいのかわからず慌てていると、貴士さんは私の腰を抱いた。そして『行くぞ』と有無を言わさず歩いていく。

『見たか、あの卑屈な笑顔。裏で人の足を引っ張ろうとする醜い人間の言葉なんて、綾花は聞かなくていい』

『貴士さん……』

　廊下を歩きながら貴士さんを見上げると、彼の視線がこちらに向けられた。ふっと表情を和らげて口を開く。

『俺は、真っ直ぐで誠実な人柄が伝わる綾花の字が好きだよ』

　彼が好きと言ったのは私の字なのに、まるで自分自身を好きだと言ってもらえたような気がして心臓が大きく跳ねた。

　そして彼の頼もしさに、どうしようもなく愛おしさが込み上げてきた。

　小学生の頃からずっと彼に憧れてきたけれど、これは恋なんだ。その時私はそう自覚した。

　私はずっと、貴士さんに恋をしていたんだ――。




　けれど、恋を自覚してすぐに、私の初恋は無残に散った。貴士さんと姉の婚約が発表されたのだ。

　その話を聞いた私は、ショックで目の前が真っ暗になった。

『私は結婚になんて興味ないんだけど、父さんたちが昔からお互いの子供を結婚させようって決めてたんだって』

　婚約が発表された夜、姉の渚沙は面倒くさそうに言った。

『葛西家と都築家の結びつきが強くなれば、両家ともメリットが大きいし、いわゆる政略結婚ってやつね』

『でも、好きじゃないのに結婚なんて。お姉ちゃんはそれでいいの？』

　私が声を震わせると、姉は白い歯を見せて笑う。

『こんな古臭い家に生まれたんだもん。しょうがないわよ』

　確かに、両親も祖父母もお見合い結婚だったそうだ。

　姉は、葛西家の長女として生まれた時点で、自由な結婚は無理だと最初から諦めていたのかもしれない。

　それなら、代わりに私が結婚したかった。大好きな貴士さんのお嫁さんになりたかった。そう言いかけて、口を噤む。そんなことを考えてしまう自分に驚いた。

　貴士さんは有能で穏やかで頼りがいがあって、その上思わず息を飲むほどの精悍な美貌の持ち主。

　姉は、今は貴士さんに好意を持っていないと言っているけれど、そんな素敵な人と結婚したら幸せになれるに違いない。

　それなのに私が貴士さんと結婚したいと望むのは、姉の幸せを横取りしようとするのと一緒だ。

『かわいい綾花が政略結婚させられるくらいなら、私がした方がマシだしね』

　姉はそう言って、安心させるように私の髪をくしゃくしゃとかき混ぜる。その少し乱暴な指先から、私への愛情が伝わってきて胸が詰まった。

　私のことを考えてくれている姉に対し、自分の身勝手さに気付く。嫌悪感と罪悪感が同時に込み上げる。

　急に寒気を感じて手で口を押さえた。

『綾花、どうしたの？』

『なんでもない』

　とりつくろうように首を横に振ったけれど、私はそれから高熱を出して寝込んでしまった。

　幼い頃からずっと抱き続けてきた初恋に破れ、体が受け止めきれなかったのかもしれない。

　その夜、私は熱にうなされながらひどく身勝手な夢を見た。

　泣きながら貴士さんに、『姉とじゃなくて私と結婚してください』とせまる夢だった。夢の中の私は、自分の気持ちを押し通し、姉の幸せを奪おうとしていた。

　目が覚めて、自分の傲慢さを思い知った私は、ベッドの中でひとりで泣いた。

　夢の中とはいえ。いや、本心が現れる夢の中だからこそ、大切な姉の幸せを奪おうとした自分が許せなかった。

　ひとしきり泣き、腫れぼったくなった目を冷やそうと廊下を歩いていると、姉の部屋から声が聞こえてきた。

　思わず足を止める。それが、貴士さんの声だったからだ。

『俺は、本気で好きなんだ。なにがあっても、結婚したいと思っている』

　情熱的なプロポーズの言葉を耳にして、心臓が止まるかと思った。いつもより低い声から、彼の真剣さが伝わってきた。

　親同士が決めた政略結婚だと思っていたけれど、貴士さんは本気で姉を愛しているんだ。

　切りつけられるように痛む胸を押さえ、私は必死に涙をこらえた。

　その直後、祖父が亡くなった。息を引き取る直前に、あの家と教室を守ると約束した私は、田舎の祖父の書道教室を継ぎたいと両親に願い出た。

　祖父との約束を守るために、そして貴士さんを忘れるために、実家を出て祖父の家でひとり、真摯に書と向き合おう。そう決意したのだ。




　それから私は実家と距離を置き、貴士さんのことは考えないようにして暮らしてきた。

　平日は週二回の書道教室と個人レッスン。その他に、毎日欠かさず和机に向かい筆を持つ。

　広い部屋を掃除して、庭の手入れをして、ひとり分の食事を作り食べ眠る。そんな静かな日々を繰り返しているうちに、あっという間に二年が過ぎた。

　私が実家を出た後、都築家を継ぐと思われていた貴士さんはなぜか都築コーポレーションを退社し、自ら起業した。対する姉は葛西家が運営する私立美術館のスタッフとして働きながら、長期休暇には世界中を旅行して、自由な独身生活を楽しんでいるようだった。

　貴士さんが都築コーポレーションを継がなかったせいでいったん縁談の話は保留され、その後ふたりの関係が進展したという話は聞かないけれど、破綻したという話も聞いていない。

　それなのに、突然私と貴士さんが婚約なんて。

「理解できない……」

　母から電話で衝撃の報告を受けた翌日。私はひとり呟きながら竹ぼうきで玄関前の掃除をしていた。

　昨夜、詳しい事情を聞くために姉に電話をかけたけれど、タイミングが悪かったのか繋がらなかった。

　代わりに『私と貴士さんが婚約するって、どういうこと？』とメッセージを送ると、夜遅くに返事が届いていた。

　姉からのメッセージは『私、アメリカに行くことにしたから、後はよろしくね』という一文だけ。私は何度もその言葉を読み返し、首を傾げた。

　よろしくって、いったいなにを？

　姉の趣味は海外旅行だから、アメリカに行くのはとくにめずらしいことじゃない。

　だけど、それと私と貴士さんが婚約する理由が繋がらなくて、私は不可解に思いながらも玄関掃除に精を出す。

　ぽかぽか陽気の中、春風が吹くたびに門の脇にある八重咲の桜からピンク色の花びらが舞い散る。

　とても綺麗だけど、八重桜は花びらの量が多い。門から玄関までの敷石の上に積もって、生徒が足を滑らせたら大変だ。

「綾花先生ー！」

　声をかけられ顔を上げると、斗真くんがこちらにかけてくるのが見えた。

　どうしたんだろう。土曜日の今日は書道教室の予定はないのに。

「斗真くん、こんにちは」

「綾花先生、着物だ！」

　挨拶を返した私を、斗真くんは頭のてっぺんからつま先までまじまじと見つめる。今日の私は、若わか葉ば色いろの紬つむぎの着物を着ていた。

「お正月でもないのにどうしたの？　どっかに出かけるの？」

　その質問に、苦笑しながら首を横に振る。

「普段から書道教室のない日は、なるべく着物を着るようにしているんですよ」

　祖父は書家らしく、いつも和装で過ごしていた。

　私も祖父を見習いたかったけれど毎日和装だと大変なので、せめて週一、二回くらいはと、土日は着物を着るようにしていた。

「着物姿の先生、すげぇかわいい！」

　和装が珍しいんだろうなと思いながら「ありがとうございます」とお礼を言う。

「それで、斗真くん。今日はどうしたんですか？」

「昨日は話している途中で電話がきちゃったから、ちゃんと綾花先生と約束しておこうと思ってきたんだ」

「約束？」

「結婚するって約束だよ！」

　私が首を傾げると、斗真くんは唇を尖らせた。

「昨日俺が家で『将来、綾花先生と結婚するんだ』って言ったら、父ちゃん『あんなべっぴんな嫁さんなら大歓迎だ』って大喜びしてたよ」

「ええと……」

「母ちゃんも、『綾花先生は華奢だから、うちに嫁にきたら美味しいものをたくさん食べさせてたっぷり肥やしてあげなきゃ』って張り切ってた」

　斗真くんはいつも元気いっぱいで周りに笑顔を振りまく男の子だけど、ご両親も負けず劣らずユーモアのある人のようだ。

　社交辞令や冗談を理解するのが苦手な私は、こういう時にどんなリアクションをすればいいのかわからない。

「父ちゃんも母ちゃんも、俺たちの結婚に大賛成だから安心して」

　困惑する私に、斗真くんは続ける。

「俺はまだ子供だけど、大人になったら綾花先生を惚れさせるくらい、いい男になるから待ってて」

　その時、車が停まる音がした。お客様かなと思い顔を上げる。

　門の前に停まっているのは、高級そうな白い車だった。そして、ドアが開き誰かが降りてくる。

　ふわりと柔らかな風が吹き、八重桜の花を揺らした。小さな花びらがひらひらと踊るように降ってくる。

　その下に立つ長身の男の人を見て、私は思わず息を飲んだ。

「綾花先生。俺のプロポーズちゃんと聞いてる？」

　立ち尽くす私に、斗真くんがじれたようにそう言う。なにか返事をしなきゃと思うのに、頭が真っ白になって言葉が出てこなかった。

「綾花にプロポーズをしていたのか？」

　甘く低い声がして、斗真くんが驚いたように後ろを振り向く。

「残念だが、綾花と結婚するのは俺だから諦めてくれ」

　斗真くんに向かってそう言ったのは、私の初恋の人。都築貴士さんだった。

「誰だよお前。俺が先にプロポーズしたのに横取りなんてずるい……」

　言い返そうとした斗真くんは貴士さんを見上げ、その姿に圧倒されたように口ごもる。

　なにも言えなくなる斗真くんの気持ちがよくわかる。二年ぶりに見る初恋の人は、精悍さが増しさらに魅力的になっていた。

　艶のある黒髪と、その下にある黒い瞳には大人の余裕と色気が滲んでいて、思わず見とれそうになる。

　グレーの薄手のニットの上に黒いジャケットを羽織った貴士さんは、テレビの中の俳優のように洗練されていた。

　貴士さんは東京で起業して、今は立派な経営者だ。きっと、田舎町でのんびり書道教室をしている私とは、別世界のようなきらびやかな暮らしをしているんだろう。

「横取りじゃなく、俺は綾花の正式な婚約者だ」

　そう言い切った貴士さんは、視線を私に向ける。

「な」と甘い流し目で同意を求められ、頬に熱が集まった。

　戸惑う私をよそに、貴士さんは斗真くんを紳士的に追い返す。そしてふたりきりになると、貴士さんは私に微笑みかけた。

「綾花、久しぶりだな」

　貴士さんの挨拶に、私は無言で頷く。

　ずっと憧れてきた貴士さんを前にすると、幼い子供に戻ったようにうまくしゃべれなくなった。

「婚約の話は聞いたか？」

　その問いに、私はまた首を縦に振る。

「じゃあ、さっそく結婚の準備を始めようか。俺と結婚したら綾花も東京で暮らすだろ？　この家は誰かに管理を頼むか売却するか……」

　瓦屋根を見上げながら一方的に話を進める貴士さん。

　なんだろうこの展開は。初恋の人が私と結婚してくれるなんて、都合のいい夢を見ているみたいだ。

「式はどうする？　俺はウエディングドレス姿の綾花も見たいけど、葛西家の親族は神前式で白無垢の方が喜ぶよな」

　その言葉に、王子様のような純白のタキシードと凛々しい紋付き袴姿の貴士さんが頭に浮かぶ。

　長身で均整の取れた美しい体つきの貴士さんは、間違いなくどちらも似合う。

　どっちも見たいです……！と、前のめりになりそうになって、我に返った。これは夢ではなく現実なんだから、そんなうまい話があるわけない。

　私は慌てて呼吸を整え、きゅっと表情を引きしめる。それに気付いた貴士さんは首を傾げてこちらを見た。

「なにか問題があるか？」

　問題なんてありすぎる。だって、貴士さんは姉を愛していたはずだ。

　二年前に聞いてしまった情熱的なプロポーズを思い出して、胸が痛くなった。

「問題もなにも、貴士さんと私が婚約する理由が理解できません」

「どうして？」

「どうしてって……。貴士さんは私の姉と婚約していたはずですよね？」

「渚沙のことか？」

　不思議そうに問われ、首を縦に振る。

「聞いてないか？　渚沙はアメリカに行くって」

「それは、聞きましたけど」

「渚沙は仕事で出会ったアメリカ在住の芸術家を好きになったから、結婚してアメリカに移住すると言ってるぞ」

「い、移住……？」

　貴士さんから聞かされた姉の近況に衝撃を受けた。

　姉から届いた『アメリカに行く』というメッセージは、ただの旅行の話だと思っていたのに、移住するという意味だったなんて予想外だ。

「まぁ、どこの馬の骨かもわからない芸術家と結婚なんて、葛西家全員反対しているらしいけどな」

　そりゃそうだろう。葛西家は、恋愛結婚すら諦めざるをえないくらい保守的な家だ。結婚して海外で暮らすなどということがすんなり許されるわけがない。

「渚沙は最初から説得するのを諦めて、渡米して既成事実を作ってしまおうと企んでいるらしいぞ」

「既成事実、ですか？」

「頭の固い葛西家の年寄り連中も、かわいい孫の顔を見ればさすがに態度を軟化させるだろうって」

　とんでもない爆弾発言をさらりと口にした貴士さんは「渚沙らしいよな」と肩を上げる。

　つまり姉は、貴士さんとの婚約を一方的に破棄して、他の男の人とアメリカで駆け落ちしようとしているってこと？

　そう理解して、すとんと腑に落ちた。

　なぜこんなに急に貴士さんと私との婚約の話がでてきたのか不思議だったけれど、お互いの子供を結婚させようと約束していた父たちが、姉がダメなら私をと、むりやり話を進めたんだろう。

　政界や財界に大きな影響力を持つ葛西家と、大財閥の都築家の結びつきが強くなれば、お互いに利点は多い。これは政略結婚だ。

　だから彼は、姉を愛しているのに、私と結婚しようとしているんだ。

　鼻の奥がつんと痛くなって、こらえるように唇を嚙んだ。

　私は彼が好きだけど、彼は私に恋愛感情を抱いていない。そんな人と結婚したって、きっと苦しくなるだけだ。

　そう考える私をよそに、貴士さんは目の前にある日本家屋を興味深そうに眺めていた。

「それにしても、ここで綾花はひとりで暮らしているのか」

　そんな感想を漏らしながら、家の周りをゆっくりと歩く。彼が大きな歩幅で進むたびに、敷地内に敷かれた白い玉砂利が音を立てた。

「こんな広い家にひとりきりなんて、寂しくないか？」

「二年間もひとりで暮らしているので、もう慣れました」

　貴士さんの問いかけに静かに答えると、彼は足を止めてこちらを見た。

「慣れたってことは、寂しいってことだろ？」

「そんなことないです。私はひとりの方が気楽ですから」

　そう言い切った私を、貴士さんは黙って見つめる。その視線を感じながら、私は口を開いた。

「貴士さん。申し訳ありませんが、結婚はできません」

「どうして」

　貴士さんはわずかに首を傾け、眉をひそめる。その表情を見て、ぐっと胸に愛おしさが込み上げる。けれど、私は冷静を装って彼を拒絶した。

「貴士さんと私が結婚なんて、ありえません」

「俺が結婚相手じゃ不満か？」

　そう言いながら、貴士さんがこちらに近づいてくる。黒髪の間からこちらを見つめる視線が鋭くて、私は胸の前でギュッと手を握りしめた。

「そういうわけじゃ、ないですけど……」

　緊張で語尾が弱々しくなっていく。

「幼馴染とはいえ、ここ数年ほとんど会っていなくてお互いをよく知らないのに、突然結婚と言われても困ります」

　貴士さんは腕を組み黙ったまま私を見下ろしていた。その視線に気け圧おされながらも、必死に言葉を続ける。

「それに、私は亡くなった祖父に、この家を守ると約束したんです。ですから、結婚して東京で暮らすなんて勝手に決められたくありません」

「……確かに」

　私の言葉に、貴士さんは納得して頷いた。

　拒んだのは私なのに、結婚できないという意見がすんなり受け入れられて驚く。それだけ彼は私との結婚に執着していないんだろう。

　心臓がずきりと痛む。うつむいて胸を押さえた私に、貴士さんは言った。

「じゃあ、ここで一緒に暮らそう」

「え？」

　予想外の提案に意味がわからず顔を上げる。きょとんとする私に、貴士さんは甘く微笑む。

「お互いを知るために、一カ月間俺もここに住む」

「ここにって、この家にですか？」

「部屋ならいくらでも余っているだろ。一カ月一緒に暮らしてみて、綾花が俺を夫にしてもいいと思ったなら、結婚しよう」

「でも、貴士さんのお仕事は」

「仕事はなんとかする。必要のある時だけ会社に顔を出して、あとはパソコンと電話さえ繋がれば大丈夫だ」

「なんとかするって……」

　社長である彼が、そんなに会社を離れても大丈夫なものなのだろうか。そう思いながら、辺りに広がるのどかな景色を見渡す。

　ひらひらと舞い落ちる桜の花びらの向こうには、作付け前の茶色い畑が見えた。細い農道をトラクターがのんびりと進んでいく。

　東京で華やかな生活をしている貴士さんが、こんななんの刺激も娯楽もないのどかな田舎町で、しかも不便な日本家屋で一カ月も暮らすなんて無理だろう。きっとすぐに飽きて、音を上げるに違いない。

　そして、活発で明るい姉とは正反対の、無口でおもしろみのない私にも愛想をつかすに決まっている。

　そう思うと、少し気が楽になる。

「それで貴士さんが納得されるなら」

　頷いた私に、貴士さんが近づいた。

「じゃあこれから俺は、綾花が結婚する気になるようにとことん口説くつもりだけど、なにか見返りがないと張り合いがない」

「見返り？」

「一緒に暮らす間に俺のことを好きになったら、一カ月後に綾花を抱く」

　そう宣言された私は目をまたたかせた。その言葉の意味を理解すると同時に、一気に頬が熱くなる。

「だ、抱くって……！」

　驚きのあまり跳び上がった私に、貴士さんは愉快そうに形のいい唇を引き上げた。

　こんなのただの冗談に決まっている。きっと貴士さんは恋愛経験が少ない私をからかっているんだ。

　なんとか落ち着こうと深呼吸を繰り返していると、貴士さんは長身をかがめ私の耳元に唇を寄せる。

「これから一カ月、ふたりきりで暮らすのが楽しみだな。俺の花嫁さん」

　低く甘い声で囁かれ、「ひゃっ！」と情けない声をあげてしまった。

　こうして、貴士さんと私の一カ月間の同居生活が始まったのだった。










甘すぎる同居生活




　翌朝。私は障子越しに降り注ぐ柔らかな日の光を瞼に感じ、目を覚ました。

「んん……っ」と伸びをすると、庭にいた小鳥たちが一斉に羽ばたく。

　起きあがり布団をしまうところまではいつもの朝と同じ。違うのは、部屋を出る前にパジャマから部屋着に着替えたところ。

　私は最低限の身支度を済ませてから部屋を出る。貴士さんに寝起きのだらしない姿を見られるのは恥ずかしいから。

　昨日突然我が家にやってきた貴士さんは、一カ月間ここで暮らすと決めると、すぐにどこかに電話をかけ、着替えや日用品などの必要なものをあっという間に揃えてしまった。

　そして私の部屋のふたつ隣の部屋を彼が使うことになり、掃除をしたり布団を用意したりしているうちに夜になった。

　軽く食事をしてそれぞれの部屋で眠りについて、今にいたる。

　この同じ屋根の下に、貴士さんがいるんだ……。

　そう思うと、少し緊張する。

　廊下に出て、耳を澄ます。貴士さんの部屋から人の気配はしなかった。

　まだ寝ているのかな？と首を傾げてから、寝てるに決まってるか。とひとり結論を出した。

　貴士さんは、東京で活躍する有能なイケメン社長だ。普段はきらびやかな都会の夜の街で、セレブな友人たちと遅くまでお酒を飲んだり遊んだり……、なんて生活をしているだろうから、きっと夜型に違いない。

　ホッと胸を撫でおろしながら洗面所で顔を洗う。

　まだ彼と同居する心構えができていないから、朝目覚めてすぐに顔を合わせでもしたら緊張してまた言葉が出なくなりそうだ。

　彼が起きるまでに朝食の支度をしながら、心の準備をしておこう。

　居間に入り庭に続く格子戸を開けると、庇の向こうは春の光にあふれていた。

「今日もいいお天気」

　眩しさに目を細めながら呟く。すると外から玉砂利を踏む音が聞こえてきた。

　野良猫のシマノさんにしては、足音が大きい。不思議に思い縁側に出る。外を覗いた私は目を丸くした。

　軽く息を弾ませながら庭に入ってきたのが、貴士さんだったから。

　この辺りを走ってきたんだろうか。シンプルな黒のランニングウエア姿の貴士さんは、縁側にいる私を見つけて表情をゆるめた。

「おはよう、綾花」

「た……っ」

　彼の挨拶に、私はぱくぱくと口を動かす。

　待って。心の準備ができていない。朝からさわやかな笑顔を向けられた私は、心拍数が上がって、頭が真っ白になる。

「こっちは山の中だから、都心より気温が低いな。木陰も多いし、走ってて気持ちがいい」

　貴士さんはそう言いながら、自分が着ているシャツの裾を持ち上げて首元の汗を無造作に拭う。

　たくましい腹筋と引きしまった腰のラインがちらりと覗いて、私の心拍数はさらに急上昇だ。

　不意打ちでこんなカッコいい姿を見せられるなんて、心臓に悪すぎる……！

　心の中で泣き言を漏らしながら、深呼吸を繰り返した。

「随分早起きですね。もしかして、眠れませんでしたか？」

　気を取り直してそうたずねる。

「いや、反対。ぐっすり眠れたから自然と目が覚めた。もともと朝型で、出社前にランニングするのが日課だし」

「出社前にランニング……」

「意外か？」

「東京の社長さんだから、高層ビルのバーで深夜までパーティーをしたり、朝方寝て陽が沈んでから起きたりするような、不健康な生活をしているんだと思っていました」

「どんなイメージだよ」

　私の言葉に貴士さんはぷはっと噴き出す。

　普段は近寄りがたいほど整った顔の貴士さんは、笑うと頬にしわが寄る。その飾らない笑顔に、心臓が止まりそうになった。

　私はそんな本心を悟られないよう貴士さんから顔をそらし、素っ気なく背を向ける。台所でコップに水をつぎ、祖父の写真の前に置いた。

　いつものように写真に朝の挨拶をしていると、貴士さんも隣に並び「これから一カ月、お世話になります」と頭を下げた。

　長身でたくましい外見の彼が、祖父の写真を見つめ優しい表情を浮かべているのを見て、また心臓が跳ねた。

　こっそり深呼吸をしてなんとか動揺を落ち着かせる。

「今から朝食の準備をしますね」

「軽くシャワーを浴びたら、俺も手伝うよ」

「いえ、ひとりで大丈夫です」

　その申し出を断ると、貴士さんは小さく肩を上げた。彼が私の横を通り過ぎる。それだけで鼓動が速くなる。

　貴士さんが居間から出ていったのを確認してから、はぁーっと息を吐き出した。

　初恋の人との同居生活は、予想以上に心臓に悪い。




「うまい」

　そう言って白いご飯を口に運ぶ貴士さんに心臓を撃ち抜かれた私は、ぐっと奥歯を食いしばる。

　私たちは居間の和テーブルの前で正座し、向かい合ってご飯を食べていた。

　居間にはソファは置いてあるものの、ダイニングテーブルはない。私はいつも座布団の上で正座をして食事をしている。

　テーブルの上に並んでいるのは、炊き立ての白いご飯に焼き魚。玉子焼きとほうれん草のおひたし。そしてお漬物とお味噌汁。いつもと変わらない、朝食のメニューだ。

　私が作った素朴な朝ご飯を、貴士さんが美味しそうに食べている。なんだか、ありえない夢を見ているような光景だった。

「綾花？」

　ぼんやりしていると声をかけられ、ハッとする。

「食欲がないのか？」

　貴士さんはさっきから箸が進んでいない私に気付き、心配そうな視線を向けていた。

「あ、いえ、ええと……」

　貴士さんに見とれていました。なんて正直に言えるわけがない。

　動揺で頬が熱くなっていくのを感じる。思わず視線を落とすと、目の前に玉子焼きが差し出された。

　今日は貴士さんがいるからといつもより玉子をたっぷり使った、大きめの厚焼き玉子だ。

「はい」

「え？」

　はいって、なにが？　意味がわからず顔を上げると、貴士さんは私を見て微笑んでいた。

　え。これはもしかして、食べさせてくれるってこと？

「ほら、早くしろ」

「ま、待ってください……」

　彼の差し出した玉子焼きをあーんと口を開けて食べるなんて、ラブラブな恋人同士みたいなこと、できるわけがない。

　どうしていいのかわからなくてうろたえていると、貴士さんはさらに笑みを深くする。その少し意地悪な表情に、鼓動が速くなっていく。

　どうやら彼は、その玉子焼きを引っ込める気はないようだ。ということは、私が食べる以外にこの状況を終わらせるすべはない。

　覚悟を決めてギュッと目をつぶり、口を開ける。厚みがある玉子焼きはひと口では食べきれないから、とりあえず半分だけ嚙み切った。

　私がもぐもぐと口を動かしていると、貴士さんは微笑みこちらに左手を伸ばす。

「ちゃんと食べて、えらいな」

　そう言って、テーブルをはさんで座る私の頭を撫でてくれた。心臓が、ぎゅんっと聞いたこともない音を立てる。

　それだけで息が止まりそうになったのに、彼は箸に残った玉子焼きを当然のように自分の口に運んだ。貴士さんの綺麗な唇が開き、私の食べかけの玉子焼きを口に入れる。

　待って待って待って！　それ私が口をつけたやつ！　というか、間接キス……！

　私は心の中で悲鳴をあげる。

　激しく取り乱す私をよそに貴士さんは小さく首を傾げると、とくになんの疑問も持っていない様子で食事を再開する。

　私はいても立ってもいられなくなり、無言で箸を置き、貴士さんに背を向けた。両手で心臓を押さえ、必死に深呼吸を繰り返す。

　この人は、どうしてこんなに私をドキドキさせるんだろう。このままじゃときめきの過剰摂取で死ぬかもしれない……。

　一カ月、私の心臓は持つだろうか。本気で不安になってくる。

「どうした？」

　貴士さんに不思議そうに問いかけられた。

「なんでもないので、少し放っておいてください」

　私が素っ気なく答えると、背後でくすりと笑う気配がした。

　あなたのせいで心臓が止まりそうなんですと、貴士さんを責めたかったけれど、直接文句を言えるわけがない。

　私は鼓動が落ち着くまで肩を上下させ、深呼吸を繰り返した。

「綾花。今日の午前中、俺が借りてる部屋にパソコンや機材を運び込みたいんだ。業者も入る予定なんだけどいいか？」

　食事を終え食器を片付けていると、そう声をかけられた。

「はい。今日は日曜日で教室もないので大丈夫です」

　返事をしてから、そうだと思い出す。

「ここで暮らすなら、合鍵が必要ですよね」

　居間にある引き出しを開け、中から予備の鍵を出した。

「これを使ってください」と手渡すと、貴士さんは合鍵についたキーホルダーをまじまじと見つめた。

「これは、肉球？」

　鍵についているキーホルダーは、猫の肉球の形の鈴で、揺らすとチリンと小さな音がなる。

「かわいいですよね。自分用の鍵にも同じものをつけているんですよ」

　身を乗り出してそう言うと、貴士さんは目を丸くした後で小さく噴き出した。

「確かにかわいいな」

　貴士さんは、キーホルダーではなく私を見つめながら甘く微笑む。

　冷静に考えてみれば、二十八歳の男の人が使うにはあまりにもかわいすぎる。そう気付いて頬に熱が集まった。

「す、すみません。キーホルダーは外すので、鍵だけ使ってください」

　私が鍵を返してもらおうとすると、貴士さんは「いや、これがいい」と首を横に振る。

「でも」

　戸惑う私に向かって「綾花とお揃いだろ？」とうれしそうに微笑む。それだけでまた鼓動が速くなった。

　男の人への免疫がまったくないせいか、それとも貴士さんがカッコよすぎるせいなのか、いちいちときめいて困る。




　その後、貴士さんに依頼された業者がやってきた。

　手伝うことがあるかもしれないと思い、動きやすい服装で貴士さんの部屋を覗いていたけれど、私の出る幕はなかったようだ。

　貴士さんと業者はあっという間に数台のパソコンや通信機器などを設置して、在宅で仕事をできる設備を整えていく。

　畳の部屋に置かれた大きな和机。その上に設置されたパソコン。それまで我が家には必要最低限の家電しかなかったから、物珍しさにそわそわする。

　業者が帰り、作業がひと段落したのを見計らってお茶を運ぶ。

「問題なくお仕事できそうですか？」

　座椅子に座りパソコンをいじっていた貴士さんは、顔を上げて笑みを浮かべた。

「あぁ。ネットが無事繋がったから、仕事も会議もできるし大丈夫」

「会議も？」

　貴士さんは、首を傾げる私に「おいで」と手招きする。

　和机の向こうに座る彼の方に移動して、パソコンを覗いた。画面には眼鏡をかけた几帳面そうな男の人が映っていた。

　ぱちぱちとまばたきすると、画面の中の男性に『はじめまして』と挨拶されて驚く。

「あ、もしかしてこれ、テレビ電話というやつですか？」

　思わず目を丸くして貴士さんにたずねると、画面の中から笑い声がした。

『今どき、テレビ電話って。随分レトロな言い方ですね』

「す、すみません。世間知らずで」

　スマホは持っているもののほぼ使っていないし、自宅の電話はいまだにアナログな黒電話だ。ネットやパソコンなどの最新技術とは縁遠い生活をしている。

「はじめまして、葛西綾花と申します」

『私は都築の秘書をしております、米よね沢ざわと申します』

　改めて挨拶をすると、画面の向こうの彼も名乗ってくれる。

「すみません、貴士さん。もしかしてお話し中に邪魔をしてしまいましたか？」

「いや、問題なくネットが繋がるか確かめていただけだから、大丈夫だ」

　そう言い合う私たちを画面越しに見ていた米沢さんは、納得したように頷いた。

『社長が突然一カ月も東京を離れるなんてなにごとかと思いましたが、あなたと過ごすためだったんですね』

「あぁ。彼女に結婚を了解してもらうために、これから一カ月同居してとことん口説く予定だ」

「なに言ってるんですか」

　恥ずかしげもなくさらりと宣言する貴士さんに、私は顔をしかめる。私を愛していないくせに、そういうセリフを言わないでほしい。

『綾花さん。わが社のためにもさっさと首を縦に振ってくださいね』

「そう言われましても……」

　困惑して眉尻を下げると、貴士さんはくすくす笑いながら長い指で私の髪を梳く。

「綾花はそんなこと、気にしなくていい」

　私に向かって甘く囁いてから、画面に視線を向ける。

「米沢。そうやって俺の妻を困らせるなよ」

「貴士さん。私はまだ妻になると決まったわけじゃありません」

　私を一番困らせているのは、あなた自身です。と心の中で文句を言うと、貴士さんは楽しげな笑みを浮かべて私を眺めていた。

　きっと、恋愛経験ゼロの私をからかっておもしろがっているんだろう。

「そういえば、貴士さんの会社って、どんなお仕事をしているんですか？」

　気を紛らわせるようにたずねると、画面の向こうの米沢さんが目を丸くした。

『今更そんな質問をするなんて。綾花さんは自分の夫の仕事や収入に無頓着なんですね』

　夫じゃないです、と否定しようとした私の横で、「そういうところもかわいいだろ」と貴士さんが笑う。

　だから、そうやって私の心臓に負荷をかけてくるのはやめてほしい。

『わが社は金融系のベンチャー企業ですよ。フィンテックという言葉を聞いたことはありますか？　金融サービスとＩＴやＡＩなどの技術を結び付けて、従来とは違うサービスを提供するんです。我々は主にキャッシュレス決済のシステム開発やＩｏＴをもとにしたコンサルなどをしています』

　米沢さんの説明を聞いているうちに頭の中は、？マークでいっぱいになった。

　まったく話についていけないけれど、理解できないと言えばせっかく説明をしてくれた米沢さんに失礼だ。なにかリアクションしなくては。

「な、なるほど。フィンテック、ですね」

　私が真顔で頷くと、隣で「くっ」と短く息を吐く音がした。

　横を見ると貴士さんが口元に手の甲を当て、笑いをこらえていた。目元にしわを寄せながら、こちらに流し目を向ける。

　そのちょっと意地悪な表情を見て、心臓が飛び跳ねた。

　米沢さんの説明をまったく理解できなかったのが、貴士さんにはバレバレだったらしい。

　その時、玄関の方から男の人の声がした。さっきまでいた業者が、なにか書類を渡し忘れたようだ。

「悪い、ちょっと行ってくる」

　声に気付いた貴士さんは私に断って立ち上がる。その後ろ姿を見送ってから、画面の中の米沢さんに向き直った。

「なんだか、ご迷惑をかけてしまったみたいで、すみません」

『迷惑、ですか？』

「私が一カ月間の同居に同意したせいで、きっと貴士さんの会社のみなさんは対応に追われて大変ですよね」

　私が頭を下げると、米沢さんは首を横に振って微笑む。

『いえ、決めたのは社長ですから。それに、社長は起業してから今日まで二年間、ほぼ働き詰めで、いい加減息抜きが必要だろうと思っていたので。ちょうどいい機会でした』

「そうなんですか……。それならよかった」

『でも、極力早く首を縦に振ってもらえると助かりますけどね』

　安心したところにしっかりくぎを刺され、言葉に詰まる。画面の中の米沢さんは涼しい表情をしていた。

「私が首を縦に振る前提なんですね」

『だって、あの社長からの求愛を拒否できる女性なんて、そうそういないでしょう』

　確かに米沢さんの言う通りだ。

　都築コーポレーションの御曹司という地位にありながら、自ら起業し成功をおさめた有能な彼。頼りがいがあり気もきいて、その上あの長身と端整な顔。

　そんな彼に口説かれたら、どんな女性だって首を縦に振ってしまうだろう。

　考えているうちに、ふと疑問が湧いてきた。

「あの……。貴士さんは、そうやって何人もの女性を口説いてきたんですか？」

　おそるおそるたずねると、米沢さんがおもしろがるようにくすりと笑った。

『まぁ、社長はあの外見ですから百戦錬磨のもて男に見えますよね。彼から口説かなくても、周りの女性がほうっておかないのも事実ですし』

「ですよね……」

　米沢さんの言葉にうつむくと、『でも』と彼は続ける。

『少なくとも私の知る限り、社長は都築コーポレーションを退社して会社を立ち上げてから、すべての時間を仕事に費やしてこられました』

「そうなんですか？」

『心に決めた女性がいて、その人を手に入れるために会社を軌道に乗せ両親を納得させる必要があったそうです』

　その米沢さんの言葉に、胸が痛くなった。

　心に決めた女性というのは、姉の渚沙のことだろう。ふたりは婚約していたけれど、貴士さんは都築コーポレーションを辞めてしまった。それが理由で婚約の話は一旦保留された。

　それから今まで、貴士さんは姉との結婚を両親に認めてもらうために、必死に頑張ってきたんだろう。

『だから、社長は今回かなりのショックを受けたようですよ』

「ショック？」

『結婚を断られた件です』

　貴士さんと婚約していた姉が、アメリカ在住の芸術家と駆け落ちすると言い出したことを思い出す。

『あの人は強がりですから、あなたにはその動揺を見せたりしないでしょうけど。相当落ち込んでいたんですよ』

　貴士さんは涼しい顔で姉の話をしていたけれど、本当はとても傷ついていたんだ。

　姉と結婚するためにずっと頑張ってきたのに、姉は婚約者の貴士さんを裏切って、他の男の人と……。

「そんなの、ひどすぎる……」

　貴士さんの気持ちを想像すると、切なくて胸が痛んだ。ぐっと唇を噛んでこらえようとしたけれど、瞳が涙で潤んでいく。

『綾花さん？』

　黙り込んだ私に画面の向こうの米沢さんが首を傾げた。

　その時、強く肩を抱かれた。

　驚いて振り返ると、いつの間にか戻ってきた貴士さんが私を抱き寄せ、険しい表情で画面を睨んでいた。

「米沢、綾花になにを言った」

　貴士さんが、聞いたこともない低い声を出す。

『いえ、なにも』

「じゃあ、どうして綾花が泣いてるんだ」

「貴士さん。米沢さんはなにも言っていないです。ちょっと目にゴミが入っただけで……」

　慌てて言い訳をすると、彼の視線がこちらに向いた。腕の中の私を見つめ、軽く首を傾ける。

「本当か？」

　瞳の奥を覗き込まれ、私は頷く。すると、貴士さんの表情が和らいだ。涙が滲む私の目元を、長い指でそっとなぞる。

「よかった」

　よかったって、なにが？

　貴士さんの安堵したような呟きに、私は首を傾げる。

「綾花が他の男に泣かされているのかと思って、嫉妬した」

　耳元で、独占欲全開で囁かれた。声からも視線からも男の色気が駄々洩れで、ぶわっと頬が熱くなった。

　こんなの心臓が止まってしまう。勘弁して……！

　私は心の中で悲鳴をあげる。

『どうでもいいですが、見せられてるこっちは甘ったるくて砂を吐きそうなんですけど』

　冷静な声が響き振り返る。画面の中の米沢さんが、無表情でこちらを見ていた。

　貴士さんに抱き寄せられているのに気付いた私は、慌ててたくましい胸を押しやり腕の中から逃げ出す。

「す、すみません。お見苦しいところを……っ」

　真っ赤になった顔を両手で隠しながら謝ると、貴士さんは「せっかく綾花を抱きしめていたのに、米沢が余計なことを言うから逃げられたじゃないか」と不満を漏らした。

『水を差してすみません。こちらはそろそろ仕事に戻りますので、後はおふたりで存分にいちゃいちゃしてください』

　冷静な口調でそう言われ、羞恥心が頂点に達する。頭から湯気が噴き出しそうだ。

「わかった。明日また連絡する」

　動揺する私とは対照的に、貴士さんは相変わらず余裕の表情だった。

　なにごともなかったかのように通話を終わらせ、ノートパソコンを閉じる。そしてこちらを振り返ると、甘く微笑んだ。

「じゃあ、邪魔者もいなくなったし、さっきの続きでいちゃいちゃするか」

　とんでもない提案をされ、私は畳の上で跳び上がる。

「し、しません……っ!!」

　叫ぶように言うと、貴士さんの部屋から逃げ出した。

「残念。まだまだ警戒されてるな」

　貴士さんはそんな私を眺め、くすくすと笑う。

　勘違いするな。貴士さんは恋愛経験皆無の私をおもしろがってからかっているだけだ。だって彼が本当に想っているのは、私じゃなくて姉なんだから。

　そうわかっているのに、心臓は今にも壊れてしまいそうなくらい、ドキドキと大きな音を立てていた。




　貴士さんと同居を始めて今日で六日目。私が台所で朝食の準備をしていると、外から足音が聞こえてきた。

　貴士さんが戻ってきたんだ。

　包丁を持つ手を止め、縁側の方に視線を向ける。ランニングを終えた貴士さんが庭に入ってくるのが見えた。

「おはよう、綾花」

　さわやかな微笑みに、心臓が跳ねる。

　貴士さんは、東京とは比べ物にならないほどのどかなこの環境を、思いのほか楽しんでいるようだった。

　すぐに飽きて退屈だと音を上げるだろうと思っていたのに、予想外だ。

　すっかりこの家での生活に慣れマイペースに暮らす彼とは反対に、いまだに彼の笑顔を見るたびにときめいてしまう私。

　いつか慣れる日が来るんだろうか。なんて思いながら、縁側から室内に入ってきた彼に、用意していたタオルとスポーツドリンクを手渡す。

「どうぞ」

「ありがとう」

　タオルとペットボトルを受け取った彼は、代わりに私にビニール袋を差し出した。

「いつもの貢ぎ物、ですか？」

　受け取りながらたずねると、彼はくすくす笑い頷いた。

　中に入っているのは野菜だ。新玉ねぎやアスパラ、レタス、菜の花。採れたての野菜は色鮮やかでとても綺麗だ。

　新鮮だから、シンプルな調理法で食べるのが一番美味しいよね。アスパラはさっとゆでて粒マスタードとマヨネーズのソースを添えて、菜の花はおひたしにしよう。

　頭の中でレシピを考えながら貴士さんを見る。

「貴士さんはたった一週間で、すっかりこの辺りの人気者ですね」

「最初はランニングしてると、不審者でも見るような目で警戒されてたけどな」

　小さな町だから、人の出入りはとても少ない。

　よそから人が来るだけで話題になるのどかな田舎町に、こんな見栄えのいい男の人がやってきたら注目が集まってしまうのも無理はない。

　朝から畑仕事をしている近所の人たちは、ランニングをする貴士さんを警戒していたようだけど、彼はあっという間にみんなの心を掴んでしまった。

　一週間経った今では、すっかり町の人たちと親しくなった貴士さん。

　毎朝ランニングに行くと、近所の農家のおばちゃんたちからプレゼントされた野菜を持って帰ってくるようになった。

　ここに住んで二年になるのに、近所の人たちと挨拶をかわす程度の顔見知りにしかなれない内向的な私とは正反対だ。

「みんなにすぐに好かれてしまうなんて。こういうの、人たらしっていうんだよね……」

　野菜を見下ろしながらひとりごとを呟くと、肩に重みを感じた。

「近所の人たちが親切にしてくれるのは、俺が綾花の家に住んでるからだぞ」

　貴士さんが抱きしめるように私の両肩に腕を置き、後ろからのしかかってくる。体が密着して、心臓が跳ねた。

　ランニングを終えたばかりの貴士さんは私よりもずっと体温が高くて、そのたくましい体を余計に意識してしまう。

　動揺する私をよそに、貴士さんは柔らかい声で続ける。

「おじい様が亡くなってからやってきた綾花を、近所の人たちは『きっと寂しい想いをしているだろうな』って気にかけてたって。だけど、綾花が書道の師範としてひとりで頑張ろうとする気持ちもわかるから、心配しながらも見守っていたみたいだぞ」

「そうなんですか……？」

「みんな、『綾花先生に食べさせてあげて』って野菜をくれるんだ。だから、好かれてるのは俺じゃなくて、綾花だよ」

　大きな手が、くしゃくしゃと私の髪をかきまぜた。その少し乱暴な指先から、優しさが伝わってきて胸が詰まる。

　こうやって、さりげなく私をフォローしてくれるなんて。本当に貴士さんは人たらしだ。

　私はドキドキうるさい心臓を、深呼吸をして宥めた。




　その日の午前中、私は自室の和机の前で正座をしていた。

　天然の玄げん昌しょう石せきの形を生かしたしっとりと黒く美しい雄お勝がつ硯すずりに、少しだけ水滴を落とす。手に持った墨を磨すると、水滴と墨がゆっくりと混ざり合っていく。

　それまでさらさらと透明だった水面に七色の光沢が広がり、墨の香りがふっと立つ。その瞬間が、たまらなく好きだ。

　できあがった黒く光る海に筆を落とし、白い半紙に向かう。呼吸を整え、過去の有名書家が残した古典を手本に臨りん書しょしていく。

　師範代の免許を取得して六年。今では教室を持ち生徒に書道を教えているけれど、こうやって毎日修練を重ねる時間はとても重要だ。

　数日さぼればあっという間に腕が衰えてしまうから。

　納得するまで臨書をして、顔を上げる。時計の針はもう十一時半を指していた。

　そろそろお昼の支度をしなきゃ。

　そう思い、手早く筆や硯を片付け居間へ向かった。

　すると、庭に続く縁側の上にもふもふしたなにかが寝転がっているのに気付いた。野良猫のシマノさんだ。

　警戒心が強くいつも庭を通り過ぎるだけの彼女が、縁側で寛いでいるなんて初めてだ。私はそのかわいらしい姿を見て跳び上がった。










臆病な猫の手懐け方――貴士 side




　四歳年下の綾花は、なかなか懐かない臆病な猫のようだった。

　中学時代、姉の渚沙の勉強を見てやってくれと頼まれていた俺が葛西家を訪問すると、二階からパタパタと慌てたような足音と扉が閉まる音がした。

　その音の主は、当時小学五年生だった綾花だ。

　綾花は俺がやってくるといつも慌てて自室に閉じこもる。

『あら、貴士くんいらっしゃい。今日も渚沙をビシバシしごいてやってね』

『お母さん。余計なこと言わないでよ。ただでさえ貴士は鬼なんだから』

『俺がしごかないとお前が真面目にやらないからだろ』

　玄関ホールで俺を出迎えた渚沙とその母と三人で話していると、上から微かに扉が開く気配がした。

　自室に隠れた綾花が、開いた扉の隙間からこっそりこちらをうかがっているのがわかる。

　まるで警戒心の強い猫みたいだ。と心の中で思い、自然と口元がゆるんだ。

『じゃあ、勉強頑張ってね。渚沙、貴士くんにしっかり教えてもらうのよ』

　その言葉に頷いて渚沙と一緒に階段を上がると、綾花は慌てて扉を閉める。

『綾花。貴士と部屋で勉強するからね』

　渚沙が綾花の部屋の前で声をかけると『はぁい』と興味のなさそうな返事が聞こえた。

　そんな澄ました声を出しているけれど、ドアの向こうの彼女はどんな顔をしているんだろう。

　そう想像すると、微笑ましくて小さく笑ってしまう。

『どうしたの？　なにかおもしろいものでもあった？』

　不思議そうにたずねる渚沙に、『なんでもない』とかぶりを振った。

　俺に興味があるのなら、その扉を開いて出てきたらいいのに。そうしたら、思い切りかわいがって甘やかしてあげるのに。なんて心の中で呟く。

　しばらく渚沙の部屋で勉強していると、飽きてきた渚沙が『お腹が空いたね』と言い出した。

『いいから集中しろよ』

　睨む俺を無視して渚沙は立ち上がる。

『でも、空腹だと集中もできなくない？　一階からなにかお菓子持ってくる』

　空腹なんて言い訳で、ただ休憩したいだけだろ。

　部屋にひとり残された俺は、テーブルに頬杖をついてため息を漏らす。すると、わずかに開いた扉の向こうで人の気配がした。

　なんだろうと視線を向ける。廊下から綾花がこちらの様子をうかがっているのがわかった。

　目が合うと、綾花は人間に見つかった猫みたいに身をすくませる。

　こちらに興味津々なのに、気付かれると警戒する。ひねくれた反応に、思わずくすりと笑ってしまった。

『綾花も一緒に勉強するか？』

　俺が問いかけると、綾花は顔を真っ赤にして首を横に振る。緊張で言葉も出ない様子が、かわいくて仕方ない。

『顔が赤いけど、具合でも悪いのか？』

　綾花はまた黙ったままぷるぷると首を振った。その表情を見て、もっとからかってみたい。そんな意地悪な気持ちになる。

『おいで』と手を取り部屋の中に入る。そしてふたりで話をしていると、綾花の表情がかげった。どうやら彼女は、社交的で物怖じしない渚沙に劣等感を抱いているらしかった。

『それぞれ違う人間なんだ。他の奴と比べる必要なんてない。綾花はそのままで、自分らしく胸を張っていればいい』

　そう言うと、綾花は驚いたように目をまたたかせた。俺を見つめる綾花の大きな瞳が潤んでいく。

　黒い瞳のふちに透き通った涙がたまっていく。それがとても綺麗だった。

　俺以外の人間に、この綺麗な瞳を見せたくない。そんな独占欲が湧き上がる。

『そうやって泣くのは、俺の前だけにしておけよ』

　綾花の涙を指で拭い、そう囁いていた。

　引っ込み思案な綾花にかまいたいと思うのは、自分が向ける先のない庇護欲を持て余しているからだ。俺には兄弟はおらず、母が動物アレルギーを持っていたのでペットも飼えなかった。

　その上両親は仕事で忙しく、小学校の高学年になった頃には、広い家でひとりで過ごすのが当たり前になっていた。

　そんな俺にとって、四歳下の幼馴染は自分の妹みたいなものだった。

　その後も葛西家を訪れていたけれど、高校に進学すると次第に足は遠のき、渚沙と綾花とは疎遠になっていた。

　そんなある日、俺と渚沙が成人したお祝いにと、都築家と葛西家で食事会が開かれた。

　高級料亭の個室に集まったのは、両親をはじめ二十人以上の親族たち。

　俺はブラックスーツを身に着け、渚沙と綾花は着物姿だった。

　渚沙が着ていたのは、朱色の地に金きん駒こま刺繍の菊や吉きっ祥しょう文もん様ようがちりばめられた、絢爛豪華な手描き友禅。明るい髪色にゆるくパーマをかけた活発な印象の渚沙に、はっきりとした色合いの振袖はとても似合っていた。

　けれど俺の視線は渚沙の隣にいる妹の綾花に奪われた。

　艶のある黒髪を結い上げ、上品な白地に薄いピンクや紫の牡丹の花があしらわれた着物を着た綾花は、とても清楚で美しかった。

　そして外見だけではなく、表情や仕草ひとつひとつが上品で目が離せなくなる。普段から書道を学び和装に慣れているせいか、彼女の周りだけどこか静かで、空気が澄んでいるような気がした。

　綾花とは五年近く顔を合わせていなかった。自分の中での綾花は、緊張で言葉を発せず猫みたいに警戒する小学生のままだったのに、いつのまにかこんなに綺麗に成長していたんだなと驚く。

　ジッと見つめると、俺の視線に気付いた綾花が目を伏せる。その頬はうっすらと赤らんでいて、昔抱いていた庇護欲がよみがえった。

　引っ込み思案な彼女をもっとかまいたい。独占して俺だけのものにしたい。そんな欲望が込み上げてくる。

　俺は困惑しながらも平静をよそおって食事を続ける。

　成人のお祝いというのは名ばかりで、話題はすぐに最近の経済状況やお互いの事業の情報交換に移り変わった。

　渚沙はそんな会話に興味がないのを隠そうともせず、つまらなそうにあくびをしていた。それに対して綾花は、親族たちの会話に耳を傾け生真面目に相槌をうつ。姉妹なのに、正反対の態度だった。

　そのうち、酔っぱらったひとりの男が綾花に向かって手招きをした。

『いやぁ、綾花ちゃんはかわいいねぇ』

　そう言ってにやにやと笑うのは、都築家の遠縁にあたる人物で、子会社のひとつを任されている男だ。

　本当なら、身内での食事会に呼ぶような間柄ではないが、祝いの席があると聞きつけて自分から参加したいと申し出たらしい。

『ちょっとこっちに来ておじさんと話そうか』

　綾花は素直に頷き移動する。男は自分の隣に座った綾花の膝の上に、ぽんと手を置いた。綾花の華奢な肩が一瞬強張ったのがわかった。

　明らかに嫌悪感を抱いているけれど、ぐっと飲み込んだのは、相手が都築家の親族だったからだろう。

　綾花が言葉に詰まったのをいいことに、男の手がすすっと白い着物の上をすべる。

　それを見て、ものすごい怒りが込み上げてきた。

『綾花ちゃんは今高校生だっけ？　せっかくだから、お酌をしてもらおうかな』

　気付けば俺は立ち上がり、鼻の下を伸ばす男と綾花の間に割り込んでいた。

『お酌なら、自分が』

　そう言ってテーブルの上にあったビール瓶を持ち上げ、男のグラスに注ぐ。

『貴士くんには頼んでないよ。かわいい女の子にお酌をしてもらった方が、お酒が美味しくなるじゃないか』

　酔っぱらった男は俺を見上げ不満を口にした。

　そして、俺の後ろにいる綾花に『ねぇ、綾花ちゃん。お酌してくれるよね？』とねっとりとした視線を向ける。

　綾花はうつむいて、俺のジャケットの裾を指先でそっと掴んだ。たったそれだけの仕草で、俺を信頼して頼ってくれているのが伝わってきた。

　いじらしいほどひかえめな感情表現に、ぐっと言葉に詰まる。ずっと警戒され続けた子猫にすり寄られたような感動が込み上げてきた。

　俺は冷静になろうと一度息を吐き出してから男に向き合う。

『綾花は十六歳です。高校生にお酌をさせるなんて悪趣味ですよ』

　たしなめるようにそう言うと、男はむっとしてから口を開いた。

『貴士くん。こんなことでいちいち目くじらを立てるなんて、君もまだ子供だなぁ。この世の中を渡っていくには、正論ばかり言っていられないってわかるだろ？』

　確かに、都築家の跡取りとして生まれ、幼い頃から人間の裏も表も見せられてきた。この世界が綺麗なものだけでできているわけじゃないことくらい、イヤってほどわかっている。

　けれど、それとこの男が綾花に馴れ馴れしく触るのは、別問題だ。

　俺が綾花を背中にかばったまま冷ややかな視線を向けると、男は笑い声をあげた。

『こんなに融通が利かないなんて、御曹司としてなんの苦労もなくちやほやされて育ったせいだろうね。頭の固い貴士くんに、将来都築コーポレーションを担う素質があるとは思えない。いくら社長の息子だからって、血の繋がりだけで会社を継がせるなんてもう時代錯誤ですよ。貴士くんより私の方がずっとお役に立てると思います。できるなら今任されている子会社じゃなく本社の方に……』

　男はそう言いながら父へ遜へりくだるような笑みを向ける。

　どうやら父に取り入って、なんとか出世したいようだ。そのために今日この場へやってきたんだろう。

　うんざりしてため息を吐き出したとき、背後から息を吸い込む音が聞こえた。

『……そんなことありませんっ』

　その声に振り向くと、それまでずっと黙っていた綾花が、顔を赤くして男を睨んでいた。

『貴士さんは、有能で優しくて思いやりがある人です。私は、彼が努力をし続けてきたのを知っています。人をけなして自分を売り込もうとするあなたより、貴士さんの方がずっとずっと素晴らしい経営者になると思います』

　自分は膝に触れられてもお酌を強要されても黙って耐えていたのに、俺が悪く言われたことにこんなにも怒っている。ひかえめでおとなしいと思っていた彼女の、芯の強い一面を見て驚く。

『綾花……』

　俺が呟くと、綾花がこちらに視線を向けた。

　俺を侮辱されたことが悔しくて仕方ないんだろう。感情がたかぶったせいで、大きな黒い瞳は潤んでいた。

　涙を浮かべる綾花は、ぞくっとするほど綺麗だった。

　綾花が唇を噛んで黙り込んでいると、『その通りだな』という声が聞こえてきた。

『綺麗事だけでは世の中を渡っていけないけれど、他人を思いやれない人間に人の上に立つ資格はない』

　少ししわがれた低い声でそう言ったのは、綾花のおじい様だった。

　年老いてはいるものの堂々とした口調や佇まいには威厳があり、口を開いただけでその場の空気が引きしまる。

　男は酔いがさめたように、一気に青ざめた。

　その男に向かって俺の父が口を開く。

『お前には子会社をひとつ任せていたが、今の言動を見ていると経営者としての資質があるとは思えない。きちんと体制を見直さないといけないな』

『いや、でもあの……。私たちは親戚同士ですし、ねぇ？』

　その言葉に、男は焦り出す。なんとかこの場を収めようと猫撫で声を出した男に父は冷ややかな口調で返した。

『親戚がどうした。血の繋がりだけで会社を継がせるのは時代錯誤だと言ったのは、自分自身だろう？』

　そう言われ、男はぐっと唇を嚙む。自分の発言が自分の首を絞めることになるとは思っていなかったようだ。

『まったくです。未成年の女の子に酌をさせて当然だと思う卑しい感性の持ち主とは、葛西家は一切のお付き合いをお断りさせていただきますよ』

　続けて上品な口調で追い打ちをかけるように言ったのは綾花の父。男が絶望的な表情を浮かべる。経済界にも政界にも強い影響力のある葛西家から睨まれれば、どうなるか想像したんだろう。

　三人から威圧感のある視線を向けられ、男は縮み上がった。

『し、失礼しました』

　冷や汗をかきながら頭を下げた男を、今度は立ち上がった渚沙が見下ろす。

『ていうか、私のかわいい妹に馴れ馴れしく触るなんて、死刑よ死刑！』

　怒り狂った渚沙が男を足蹴にしながら怒鳴る。せっかくの豪華な振袖で着飾っているのに台無しだ。

　男は渚沙に追い立てられ、逃げるように個室を出ていった。

　ようやく静かになった部屋の中で綾花を振り返ると、彼女はまだ感情がたかぶっているのか、目は潤み鼻の頭が赤くなっていた。

　思わず手が動き、涙で濡れた目元を指で拭う。綾花の肩がぴくんと揺れ、潤んだ瞳で俺を見た。

『綾花が怒っているところを、初めて見た』

　そう呟くと、綾花は慌てたようにうつむいた。

『すみません。貴士さんが悪く言われたのが許せなくて……』

　下を向いているから顔は見えないけれど、綺麗なうなじや柔らかそうな耳たぶが赤く染まっていくのがわかった。

　このまま彼女を連れ去って、腕の中に閉じ込めてしまいたいと思った。

　他の誰も彼女を傷つけない場所で、かわいがって甘やかしたい。そんな欲望が湧き上がる。

　けれど綾花は四歳も年下の高校生だ。これは恋じゃなく、妹同然の年下の幼馴染へ向けた家族愛のようなものだと自分に言い聞かせた。




　その気持ちが変化したのは、俺が二十五歳になった時。俺は大学を卒業し、都築コーポレーションで働いていた。

　その頃大学生になった綾花が、都築家がスポンサーになっている書道展で受賞した。艶やかな赤い振袖を身に着け、表彰式の壇上で賞状を受け取る綾花はとても綺麗だった。

　授賞式が終わった後、綾花に直接お祝いの言葉を伝えたいと控室を訪ねると、廊下で綾花が立ち尽くしていた。

　なにがあったんだろうと近づく。控室の中では他の受賞者たちが綾花の批判をしていた。なんの根拠もない妬みや嫉みの言葉が飛び交う。

　それを聞いた綾花は、傷ついた表情を浮かべ手のひらをきつく握りしめていた。

　思わず後ろから肩を抱き、『あんな醜い嫉妬は、気にしなくていい』と声をかけると、綾花は唇を嚙みしめながら『私のせいでこの賞や葛西家まで悪く言われるのが、すごく悔しいです』と呟いた。

　自分のことよりも他者を思いやる彼女らしい言葉に、胸が高鳴った。

　その横顔は高潔で、とても綺麗だった。風に吹かれても咲き続ける一輪の花のような、儚さとしなやかさを併せ持った美しさ。

　それまで俺は何人かの女性と付き合い、それなりに恋をしてきたつもりだった。けれど、どんな女性を抱いてもどこかむなしかった。心を揺さぶられ夢中になるような感覚は一度もなかった。

　それなのに、悔しさを嚙みしめる綾花を見て、どうしようもない愛おしさが込み上げてきた。

　自分のものにして守り抜きたい。そんな独占欲に驚く。

　ずっと綾花を妹のように思ってきた。彼女をかまいたいと思うのは、庇護欲と家族愛のようなものだと言い聞かせてきた。けれど、違ったんだ。

　その時俺は、綾花を好きなんだとようやく自覚した。

　そしてそれからしばらくして、父から婚約の話を聞かされた。その相手は綾花ではなく姉の渚沙だった――。




　そんな過去のやり取りを思い出し、懐かしい気持ちが込み上げてきた。

　俺と渚沙との婚約が発表されてから二年。その間にいろいろなことがあったけれど、俺の覚悟を父親に認めてもらい、ようやく綾花を迎えにきた。

　見事な八重桜が咲き誇る古い日本家屋の前で、若葉色の着物姿で佇む綾花を見た時、一瞬息が止まった。

　二年ぶりに再会した彼女は、さらに美しくなっていた。

　けれど彼女の口から『結婚はできません』という拒絶の言葉を聞いた俺は、頭を殴られたようなショックを受けた。

　そのままおとなしく引き下がる気にはなれず、気付けば強引に同居を持ちかけていた。

　一週間前の自分の必死さを思い出し苦笑する。

　自室での仕事が一段落して居間へ向かうと、綾花の声が聞こえてきた。誰かに話しかけているようだ。

　来客だろうか。そう思いながら居間に入る。

　そこには、床に両手を付き四つん這いになった綾花がいた。その姿を見た俺は、面食らい黙り込む。

「大丈夫だよ。怖くないよ」

　綾花は姿勢を低くしながらそう言っていた。

　いったいなにをしているんだろう。怪訝に思いながら綾花の視線の先を見ると、一匹の縞模様の猫がいた。

　どうやら綾花は縁側にいるその猫に話しかけているようだ。

　綾花は一生懸命猫との距離を縮めようとしているが、どう見ても挙動不審だ。猫は警戒しながら綾花を睨んでいる。

「ほら、煮干しをあげるから」

　綾花が手に持った煮干しを見せ近づこうとすると、猫は「ふーっ！」と背中の毛を逆立てた。

　残念ながら綾花の気持ちは届かず、さらに警戒されてしまったようだ。

「そんなに嫌わないでよ。私は仲良くなりたいだけなのに……」

　しょんぼりと肩を落とし綾花は呟いた。

　猫と仲良くなるために、床に這いつくばって煮干しを差し出すなんて、必死すぎるし怪しすぎるだろ。

　それまで黙って見ていた俺は、思わずぷっと噴き出してしまった。すると、俺の笑い声に気付いた綾花が振り返った。

　まさか見られているとは思っていなかったのか、俺の姿に跳び上がる。まるで猫みたいな反応に、さらに笑いが込み上げてきた。

　まん丸になった目元がじわじわと赤くなっていく。綾花は四つん這いのまましばらく凍りついた後、無言で前を向いた。

　俺に背を向けて何度か深呼吸を繰り返す。そして、すっと立ち上がり、スカートを手で払って乱れた裾を整えた。

「貴士さん、これからお昼ご飯の準備をしますね」

　冷静な声で言ってこちらを振り返った綾花は、なにごともなかったかのような平然とした表情をしていた。

　どうやら今の自分の行動をなかったことにして、ごまかそうと決めたようだ。

　けれど、目元や耳は真っ赤になっていて、動揺がまるわかりだった。素直じゃないのに素直な反応を隠しきれていない彼女が、かわいくてたまらない。

　さすがに笑いがこらえきれなくなって、思い切り噴き出す。

「な、なんで笑うんですか……っ！」

　俺の笑い声に、必死に冷静なふりをしていた綾花が真っ赤になって慌て出した。こらえてきた羞恥心が爆発したんだろう。視線は泳ぎ、肩はぷるぷると震えていた。

「悪い。必死な綾花がかわいすぎて」

　笑いすぎて涙が浮かんだ目元を拭いながら謝る。

　そして俺は立ち尽くす綾花の横を通り過ぎ、迷いなく縁側に向かった。すっかり日に焼けて色褪せた木の床に腰を下ろす。

　突然近づいてきた俺に警戒する猫に向かって微笑み、「おいで」と手を伸ばした。

　縞模様の猫はジッと俺を睨みつける。それでも目をそらさず眺めていると、しなやかな毛皮で覆われた背中からふっと緊張が解けた。

　前足をわずかに浮かし、こちらを見る。指先を柔らかく揺らしてみせると、猫は浮かした足を一歩進めこちらに近づいた。

　確認するように俺の指に鼻を寄せ、くんくんと小さな鼻を動かした。そしてそのまま額をこすりつける。

　柔らかい毛並みと小さな頭の感触に頬をゆるませると、背後で息を飲む気配がした。

「シマノさんが貴士さんに体を触らせている……！」

　振り返ると、綾花がそう呟きながら手で口元を押さえていた。

　どうしてそんなに驚いているんだろうと首を傾げると、綾花はぷるぷると小さく震えながらこちらを睨む。

　どうやら、猫を撫でる俺を羨んでいるようだ。

「……やっぱり貴士さんはものすごいたらしですね」

　綾花は悔しさの滲む声で言って唇を嚙む。

「なんだよ、たらしって」

「ご近所さんだけでなく、野良猫までこんなに簡単に手懐けてしまうなんて」

「手懐けるって大袈裟だな。ただ撫でてるだけだろ」

「だって、私は二年間ずっとシマノさんと仲良くなろうって頑張ってきたのに、まだ一度も触れたことがないんですよ」

　すねた口調で言う綾花がかわいくて、口元がゆるんだ。俺はくすくす笑いながら、視線を綾花から猫へと向ける。

「お前、シマノさんっていうのか。かわいいな」

　のど元を撫でながら、野良猫のシマノさんに顔を寄せ話しかける。シマノさんは気持ちよさそうにのどを伸ばし、うっとりと目を細めていた。

「きっと、シマノさんは女の子で面食いなんですよ」

「面食い？」

「だから、カッコいい貴士さんには簡単に懐いて、私には触らせてくれないんです」

「ふーん。ってことは、綾花は俺をカッコいいと思ってくれてるんだ？」

　意地悪に口端を引き上げてそう言うと、自分の発言を自覚した綾花が慌て出す。

「違います、今のは言葉のあやで……っ！」

　慌てたようにかぶりを振るけれど、白い頬はみるみる赤くなっていった。必死にごまかそうとしているのに、まったく動揺を隠し切れていない。

　どうしていいのかわからず眉を八の字にして黙り込む綾花に、俺は「おいで」と微笑みかけた。

　シマノさんののどを撫でていた手を、今度は綾花の方へ伸ばして誘う。

　綾花は警戒する猫のようにしばらくジッとこちらを見てから、こくりとつばを飲み込んだ。そしておずおずとこちらに近づく。

　綾花の気配にシマノさんは音もなく縁側から庭に下り、生け垣の向こうへ歩いていった。

「あ、行っちゃった……」

　シマノさんの後ろ姿を見て、綾花は残念そうに呟く。

　そんな彼女に、さっきまでシマノさんが座っていた縁側をとんとんと叩き、座るように促す。素直に腰を下ろした綾花に、くすりと笑い話しかけた。

「綾花は臆病でおそるおそる近づこうとするから、緊張が伝わって逃げられるんだ」

「緊張、ですか？」

「猫に対しても俺に対しても、身構えずにもっと素直に自分の気持ちを出せばいい」

　俺の言葉に、綾花は困ったように眉尻を下げる。

「そう言われても、難しいです」

　綾花は小さな頃から気持ちを相手に伝えるのが苦手だった。俺が家を訪ねるとすぐに自室に隠れ、こっそりこちらの様子をうかがっていた小さな綾花の姿を思い出し、懐かしさに口元がゆるむ。

「難しくなんかない。相手に好意が伝わるように、愛情を込めて見つめるだけでいい」

　言いながら綾花の方へ手を伸ばした。白く柔らかい頬をなぞり、そのまま顎をつまみあげる。

　さっきシマノさんにしていたように鼻を寄せ、至近距離でジッと見つめる。

　驚きで綾花が目を見張る。緊張と動揺のせいか、次第にその目元が潤むのがわかった。

　黒い瞳に透明の涙が滲んで揺れる。その様子が綺麗で、目が離せなくなる。

　顎に触れた指先から、彼女の体温が上がっていくのがわかった。震える呼吸を吐き、眉尻を下げ、潤んだ瞳でこちらを見つめ返す。

　そのねだるような視線が色っぽくて、体が震えた。まるで強い酒を飲んだかのように、鼓動が速くなる。

　吸い寄せられるように自然と体が動いた。首をわずかに傾け、顔を近づける。お互いの前髪が触れあうくらいの至近距離で、綾花に微笑みかけた。

　綾花は熱に浮かされたようなとろりとした表情で俺を見つめ返していた。かわいらしいピンク色の唇は、まるで俺を誘うようにわずかに開かれていた。

　その唇を塞いで抱きしめて押し倒したい。そんな欲望が込み上げてくる。

　俺が目を伏せ、顔を傾けると、黒髪がさらりと流れた。その間から、こちらをうっとりとした表情で見つめる綾花が見えた。

　あと数センチで唇が触れる。そう思った時、ざあっと春風が吹いて桜吹雪が舞った。

　柔らかな風に綾花の髪がふわりとそよぐ。その瞬間、綾花が我に返ったのがわかった。

　慌てて視線をそらし、頬を真っ赤にしながら俺の胸を押し返す。

「わ、私、お昼の支度をしないと……っ！」

　綾花はそう叫んで立ち上がった。そんな言い訳をしながらも、激しく動揺しているのがまるわかりだった。

「もう少しでキスができそうだったのに、逃げられた」

　残念な気持ちを押し殺し、からかいを含んだ声で言うと、綾花が跳び上がる。

「な、なにを言ってるんですか！」

　明らかにふたりともキスを意識していたのに、ごまかそうとする綾花をジッと見つめた。

「綾花は、俺とキスしたくない？」

　そう問いかけられた綾花が、俺の唇を見ているのがわかった。赤い頬が、さらに紅潮していく。

　綾花はぐっと言葉に詰まった後、理性をふりしぼるようにして「したくないです」と言い切った。そして俺に背を向け台所へと歩いていく。

「残念。俺はまた綾花とキスをしたかったのに」

　二年前のキスを思い出しそう呟くと、綾花は不思議そうに足を止めた。

「また……？」

　そう呟いた彼女に意地悪に微笑み、視線を庭に向ける。

　二年前に綾花と交わしたキス。初めてのキスに翻弄されながら必死に受け入れる綾花の初う心ぶな反応は、ものすごくかわいかった。あれからずっと俺は彼女を思い続けてきた。

　けれど、同居して一週間。綾花との距離をなかなか縮められずにいる。

　背中の毛を逆立てる猫みたいに俺を警戒して受け入れてくれない綾花を、これからどうやって口説こうか。

　明るい春の庭を眺めながら、俺はそんなことを考えていた。










彼に抱かれるためのレッスン




　午後になると書道教室の生徒たちがやってきて、家の中はにぎやかになる。

　自室で仕事をする貴士さんの邪魔にならないかなと心配していたけれど、『居候は俺だから、気にしなくていい』と言ってくれた。

　今日は小学生の高学年が多いクラス。けれど、いつもよりそわそわと落ち着かない雰囲気に、私はどうしたんだろうと首を傾げる。

　とくに女の子の生徒たちが、ちらちらと廊下の方を気にしているようだ。

　集中するように声をかけつつ、その日の教室を終える。そして帰り支度をする女の子たちに近づいた。

「今日はなんだか落ち着かない様子でしたけど、どうかしましたか？」

　声をかけると、女の子たちは『待ってました』というように目を輝かせる。

「ね、綾花先生。東京からイケメンの婚約者が来たって本当ですか？」

　彼女たちに詰め寄られ、後ずさる。

　イケメンの婚約者って。まさか貴士さんのこと？

「お母さんたちが噂してたんです。イケメンがこの辺りをランニングしてるから話しかけてみたら、綾花先生の婚約者ですって挨拶してくれたって」

「綾花先生に求婚するために、東京からわざわざやってきたんでしょ？」

「ロマンチックー！」

　彼女たちの言葉を聞いているうちに、頬がどんどん火照っていく。

　貴士さんは近所の人たちと親しくなっているなとは思っていたけれど、わざわざ私の婚約者だと宣言していたなんて。

　なんと返事をしていいのかわからず戸惑っていると、後ろからくすくすと笑い声が聞こえてきた。振り返ると、襖の鴨居にゆるく手をかけ廊下からこちらを覗く貴士さんがいた。

「こんにちは」

　甘い微笑みに、女の子たちは「きゃー！」と黄色い声をあげた。

「カッコいい！」

「すごいイケメン！」

　興奮する彼女たちに「落ち着いてください……！」と声をかけるも、まったく耳に届いていないようだ。

「すみません貴士さん。お仕事の邪魔でしたか？」

「いや、にぎやかで楽しそうだったから、覗きにきただけ」

　こっそり耳打ちした私に柔らかく笑い、首を横に振る貴士さん。そして女の子たちに視線を向ける。

「都築貴士です。綾花先生の婚約者で、しばらくここで暮らすのでよろしく」

「た、貴士さん……っ」

　まだ私は結婚すると承諾したわけじゃないのに、そんなにはっきりと婚約者だって言わなくても……。

　苦情の気持ちを込めて彼を睨むと、貴士さんは私の耳に唇を寄せた。

「付き合ってもいない男を家に住まわせてると噂が立てば、書道教室の先生としての信頼に傷がつきかねないだろ。俺は婚約者だってはっきりさせておいた方がいいと思うけど？」

　……確かに。自宅で教室を開き小学生の生徒を預かっているからには、保護者からの信頼がゆらぐのは困る。

　閉鎖的なこの田舎町で変な憶測が流れる前に、自ら近所の人たちと交流し自分の身元を明かした貴士さん。もしかしたら、私のことを考えて行動してくれたのかもしれない。

「俺は認めないからな！」

　その時不機嫌な声が響き、振り返ると肩を怒らせた斗真くんがいた。

「言っておくけど、俺の方が早く綾花先生にプロポーズしたんだからな！」

　鼻息を荒くする斗真くんに、女の子たちは一斉攻撃を始める。

「なに言ってんの斗真。あんたがこのイケメンに勝てるわけがないでしょ」

「身のほどを知れ」

「あと五十センチ身長が伸びてから出直してきな」

「ぐぅ……っ！」

　容赦ない言葉に、斗真くんはなにも言い返せず頬をふくらませる。すると、貴士さんは女の子たちを宥めるように口を開いた。

「彼は将来いい男になると思うよ」

　貴士さんは生徒たちの視線が自分に集まると、表情をゆるめ穏やかに微笑む。

「好きな相手に真っ直ぐに自分の想いを伝えられるんだから、いい男に成長する」

　そう言い切ってからこちらに流し目を向けて「まぁ、綾花は渡さないけどな」と付け加えた。

　その瞬間「きゃー！」と黄色い悲鳴が上がる。同時に私の心臓も、壊れそうなくらい激しく飛び跳ねた。

　斗真くんは唇をとがらせ「ぜったいお前よりいい男になってやる！」と対抗心をむき出しにしたけれど、貴士さんは余裕たっぷりに微笑んでいた。




　翌日の土曜日。

　朝食の片づけを終えた私は、部屋着から淡い黄色の着物に着替えて居間へ行く。

　すると、ソファに座り新聞を読んでいた貴士さんが驚いたようにこちらを見た。そしてそのまま動かなくなってしまった。

　日課のランニングを終え朝食も食べたのに、まだ寝ぼけているのかな。

「どうかしましたか？」

　首を傾げてたずねると、彼は額に手を当て小さなため息をついた。

「いや、綾花が着物姿だったから……」

　そう呟く彼の目元は、少し赤らんでいるように見えた。

「週末は、なるべく和装で過ごすようにしているんです。普段から着物を着ていた祖父の真似ですけど」

「そういえば、俺がここにやってきた日も、着物を着ていたよな」

　貴士さんは思い出したように呟く。

　彼がこの家にやってきたのは、先週の土曜日だ。

　ひとりで暮らしていた時は広くがらんとしていたこの家のあちこちに、今ではすっかり彼の気配が馴染んでいる。それなのに、まだ一週間しか経っていないんだ。なんだか不思議な気分になる。

「あの時、桜が舞い散る古い日本家屋の前で若葉色の着物を着て佇む綾花が綺麗で、息が止まるかと思った」

　真っ直ぐに見つめられ心臓が飛び跳ねたけれど、私は必死に冷静な表情を保つ。

「貴士さんは余裕たっぷりで、驚いているようには見えませんでしたよ」

「余裕なんてなかったよ。二年ぶりの再会なのに、綾花は俺の目の前で他の男にプロポーズされていたし」

　ふっと綺麗な口角を持ち上げ微笑む。

　プロポーズ……？と考えて、斗真くんのことだと思い当たる。

「プロポーズって、小学生の生徒さんですよ」

「それでも、自分の婚約者が男に言い寄られていたら妬くだろ」

　和テーブルに頬杖をつきながらこちらを見つめ、目を細める貴士さん。

　こんなに魅力的な男の人が、私に独占欲を抱いて嫉妬してくれるなんて。冗談だとわかっていても、じわじわと体温が上がっていくのを感じた。

「なに言ってるんですか」

　澄ました表情で彼に背を向け、こほんと咳ばらいをする。そんな私の動揺を感じ取ったのか、ソファに座る貴士さんが小さく笑う気配がした。

　私はなんとかごまかそうと、普段はあまり見ないテレビをつけた。やっていたのは経済番組。

　そこに映っている男の人の姿を見て、リモコンを落としそうになった。

「貴士さん、これ……っ！」

　慌てて後ろを振り返ると、貴士さんはとくに驚いた様子もなく「今日放送だったのか」と画面を眺める。

　テレビ番組の中で有名なキャスターからインタビューを受けているのは、三つ揃えのスーツを着た貴士さんだった。浅く椅子に腰かけ、投げかけられる質問に落ち着いた口調で答えている。

　俳優さんのように端整な外見なのに、受け答えはしっかりと信念を持った経営者の言葉で、そのギャップに心臓が跳ねた。

「カッコいい……」

　思わず呟くと、貴士さんは不機嫌そうな声を出す。

「実物がここにいるのに、テレビの中の姿に見とれられるのはおもしろくないな」

「べ、別に見とれていたわけじゃなくて、驚いていただけです」

　言い訳しながら振り返ると、貴士さんはソファのひじ掛けに頬杖を付き「ふーん」と口端を持ち上げた。

　テレビの中のよそゆきの姿もカッコいいけれど、こうやって意地悪に微笑む貴士さんも魅力的すぎる。

　私はぐっと唇を嚙んでから、気を取り直してたずねる。

「どうして貴士さんがテレビに出ているんですか？」

「今度オープンする商業施設のために、新しいキャッシュレス決済システムを開発したのが話題になって、いろいろなメディアから取材のオファーが来ているんだ」

　貴士さんの言葉の通り、テレビには東京の新しいビルの中にある商業施設が映っていた。

　ＱＲコードを読み込んだり、かざすだけで通信できるＮＦＣを使ったりして、導入コストを抑えながら、数多くの電子マネーやスマホ決済に対応……。なんて新しいシステムを説明するナレーションがつけられているけれど、機械にうとい私にはさっぱり理解できなかった。

　それにしても、こんな大きな商業施設の決済システムを丸々請け負うなんて、ものすごいことなのでは……。

　テレビの中で微笑む貴士さんは、住む世界の違う遠い人のようだ。

　こんな有能でカッコいい経営者が、期間限定とはいえのどかな田舎町にある我が家で暮らしているなんて、信じられない。

　そう思いながらそっと振り返ると、貴士さんはのんびりとソファに座り新聞を読んでいた。

　私の視線を感じたのか、こちらを見て「ん？」と首を傾げる。

　慌てて「なんでもないです」とごまかすと、貴士さんは新聞をたたみ立ち上がった。

「今日は、書道教室はないんだろ。どこかに出かけるなら、車を出そうか」

「ありがとうございます。でも、家でゆっくり書の練習をしようと思っているので大丈夫です」

　貴士さんの気遣いにお礼を言って断ると、彼は興味を持ったように身を乗り出す。

「書の練習？」

「はい」

「邪魔じゃなければ、その様子を見ていてもいいか？」

　ただ文字を書くところを見ていて楽しいのだろうか。私は不思議に思いながら頷いた。

　自室に置いてある和机の前に正座して、まず墨を磨すりはじめる。その様子を、貴士さんは少し離れたところからジッと見つめていた。

　気が散らないようにという配慮か、貴士さんは私の背後に座ってくれたのに、全身で彼の気配を感じ取ろうとしている自分がいる。

　落ち着け、落ち着け。いつも通り、平常心で。

　ゆったりとした静かな呼吸を意識しながら、硯の上で墨を動かした。

　墨を磨り終え、筆を持つ。背筋を伸ばし練習用の料紙と向き合い、古典を手本にしながら臨書をする。

　その間、貴士さんは物音ひとつ立てずに、ずっと私を見ていた。

　私の書の練習はとても地味だ。大筆を振るう大たい書しょ揮き毫ごうのようなダイナミックな動きもないし、ぱっと目を引くようなアート書道でもない。

　ただ黙々と、過去の有名書家が残した揮き毫ごうを手本に料紙の上に文字を写していく。

　白の地に漆黒の墨を落とす瞬間、厳かな空気が部屋中に満ちていく気がする。墨の濃淡、筆の掠れ、あえて残された余白。すべての無駄をそぎ落とした白と黒の世界に没入していく感覚がたまらなく好きだ。

　しばらく臨書を続けハッとした。集中するあまり、自分の世界に入ってしまっていた。

　振り返ると、貴士さんはずっと同じ姿勢で私を見つめ続けていた。

「すみません。退屈ですよね」

　慌てて謝ると、彼は「いや」と首を横に振り微笑む。

「筆を持つ綾花が綺麗で、見とれてた」

　頬が熱くなっていくのを自覚しながら私は眉を寄せた。

　こういうセリフをさらりと言えるのは問題だと思う。きっとこの人はいつもこんな調子で、周りの女性の心を乱してばかりいるんだろう。

「もしよかったら、なにか書きましょうか？」

　思い付きで提案すると、彼の表情が明るくなった。そのうれしそうな様子に、胸がきゅんと飛び跳ねる。

「なんでもいいのか？」

「はい。和歌でも漢詩でも、英文とかも書けますよ」

「じゃあ、俺の名前を」

　そう言われ、言葉に詰まった。彼の名前を書く。ただそれだけなのに、頬が熱くなる。

　彼に片想いをしていた学生の頃。私は部屋でひとり、彼の名前を書いていた。まるで恋文をつづるように、何度も何度も。

　それだけじゃなく、彼のフルネームの横に自分の名前を書いて、『もし貴士さんと結婚できたら、私は都築綾花になるんだ……』なんて想像してドキドキしたりもしていた。まだ子供だったとはいえ、ひとりよがりで恥ずかしすぎる黒歴史だ。

　貴士さんはそんなことを知っているはずがないから他意はないんだろうけど、目の前で彼の名前を書くのは、私にとっては愛の告白をするのと一緒だ。

「どうした？」

　固まった私を見て、貴士さんは不思議そうに首を傾げた。

「な、なんでもないです」

　平静を装い、毛もう氈せんの上に半紙を置き文鎮で押さえる。

　都築貴士、そう心の中で呟いてから筆を持つ。

　楷書で彼の名前を書き終え筆を置くと、私と同じタイミングで貴士さんも息を吐き出した。

「さすがだな」

　熱がこもった呟きに顔を上げると、貴士さんは満足そうに私が書いた文字を見下ろしていた。

「綾花にしか書けない、綺麗で優美な文字だ」

「そんな。ただ名前を書いただけで大袈裟です」

「大袈裟じゃない。たった四文字だけど、今まで何年も研けん鑽さんを積んできた真摯さが、ちゃんと伝わってくる」

　手放しで褒められて、居心地が悪くなる。

「俺は、綾花の書が好きだよ」

　貴士さんは優しい表情で半紙を見下ろしながらそう言った。その横顔が綺麗で、胸が締めつけられる。

　もう十年以上前。小学生だった私にも、貴士さんはそう言ってくれたことがあった。

『綾花はそのままで、自分らしく胸を張っていればいい』という彼の言葉に、私はものすごく救われた。

　それからずっと、貴士さんは憧れの人だった。

　彼が愛しているのは姉の渚沙だ。そうわかっているのに、一緒にいればいるほど、彼への想いが強くなって胸が苦しくなった。




　貴士さんが我が家に来て約二週間。私はすっかり彼がいる生活に慣れつつあった。今日は日曜で書道教室がないので、和装で居間へ行き貴士さんに声をかける。

「お買い物に行くので、午前中は留守にしますね」

　そう言うと、貴士さんは手に持っていたタブレットを置きこちらを見た。

「買い物？」

「はい」

　私は車の運転ができないので、重い食料や飲み物は少し離れたスーパーに宅配を頼んでいる。けれど、ときどき散歩がてら近くの直売所へ買い物に行くのだ。

　春とはいえ風が吹くとまだ肌寒いので、着物の上に深い緑色の羽織を着て、トートバッグを持つ。すると、貴士さんも立ち上がった。

「俺も行く」

　私のバッグを当然のように持ってくれた貴士さんに、驚いて目をまたたかせた。

「歩いていくので、ひとりで大丈夫ですよ？」

　家で書道教室をしている私は普段外に出ることが少ないから、買い物の時はバスを使わず歩くようにしている。

「じゃあ、一緒に歩こう」

　そう言って玄関へと歩き出した貴士さんを、私は慌てて追いかけた。




　道路の脇にあるのは緑の葉を伸ばしはじめたじゃがいも畑。その向こうに広がる山の稜線。青い空を覆う、うっすらと白いおぼろ雲。

　ぽかぽかと心地よい春の陽気の中、車通りの少ない田舎道を貴士さんとふたり並んで歩く。

　和装の私を気遣ってくれているのか、貴士さんはのんびりとした歩調で進んでいた。私はさりげなく隣を歩く貴士さんを盗み見る。

　貴士さんの黒い髪が春の風に吹かれてさらりと流れる。普段は前髪で隠れている形のいい眉が見えた。

　貴士さんは背が高いのもあって男らしい印象なのに、ものすごく整った綺麗な顔をしている。

　改めて彼のカッコよさを実感しながらその横顔に見とれていると、足元にあった段差に躓つまずいた。

「きゃっ」

　バランスを崩し短く悲鳴をあげた私の腕を、大きな手が掴んだ。

「なにやってるんだ」

　貴士さんは転びそうになった私を軽々と抱き寄せ、あきれたように言う。

「す、すみません」

「道の段差にも気付かないくらい、夢中でなにを見ていたんだ？」

「えっと、その」

　あなたの横顔に見とれていました、なんて正直に言えるわけがない。

　私が答えに困っていると、貴士さんはふっと息を吐いた。そして私の腕を掴んでいた手を開き、こちらに差し出す。

　なんだろう。大きな手を前に首を傾げていると、貴士さんは短く笑い私の手を取った。ギュッと手を繋がれ、心臓が跳ねる。

「あの……？」

「俺に見とれて転ばないように手を繋いでおこう」

「えぇっ!?」

　こっそり見とれていたのがバレバレだったことと、手が触れ合う緊張とで、一気に体温が上がった。

　動揺する私を見た貴士さんは、綺麗な唇を引き上げ少し意地悪な笑みを浮かべる。その表情がカッコよくて、私の頬はまた熱くなる。

　なにこの悪循環。もう、勘弁して。

「行こう」

　そう言って、貴士さんはゆっくりとした歩調で進みだした。

　のんびりとした田舎町を、ふたりで手を繋いで歩く。まるで、デートみたいだ。そう思うと、心臓がドキドキと音を立てた。




　目的の直売所に着いた途端、貴士さんに気付いたひとりのおばちゃんが声をかけてきた。

「あら、都築さん！」

　きっとランニングの最中に顔見知りになった農家さんだろう。

　そういえば、手を繋がれたままだ。

　私がさりげなく手を引っ込めようとすると、貴士さんは反対にギュッと力を込めた。人前なのにしっかりと手を繋がれ、頬が熱くなる。

「綾花先生とデート？」

　私たちの手元を見て、おばちゃんがにこにこと笑いながらたずねてきた。

「いえ、あの」

　戸惑う私の横で、貴士さんは穏やかに微笑み「そうです」と頷く。

「あらー、美男美女で羨ましいわ」

「手を繋いでデートなんて、いいわねぇ」

　声を聞きつけたご近所さんが、わらわらと集まり口々にそう言う。

「ほんと、素敵な新婚さんねぇ」

　小柄なおばあちゃんに、笑顔で言われた。

　結婚していないから、私たちは新婚じゃない。それどころか、まだ結婚すると決まったわけでもない。

　そう説明しようとしたけれど、私が口を開く前に貴士さんが「ありがとうございます」と甘い笑みを浮かべてお礼を言った。

「ちが……」

「きゃー！　いいわね、新婚さん！」

「綾花先生、真っ赤になっちゃってかわいいわぁ」

　慌てて否定しようとした私の言葉は、おばちゃんたちの黄色い歓声にかき消されてしまった。

　あああああ、違うのに。

　焦りながら貴士さんを見上げる。彼は私の視線に気付き、くすりと口端を持ち上げた。動揺する私を見ておもしろがっているようだ。

　意地悪。と心の中で文句を言うと、繋いだ手に力が込められた。あやすように私の手の甲を長い指がなぞる。その感触に胸の内側がきゅんと苦しくなった。

「貴士さん、なにか食べたいものはありますか？」

　買い物かごを持ち、直売所の中を見て歩きながらたずねる。すると、貴士さんは地元で採れた野菜が並ぶ棚をジッと見ているところだった。

「貴士さん？」

「これ、綾花の字か？」

　彼の視線の先には、木の札に毛筆で書かれた野菜の名前。町役場の職員さんに頼まれて、私が書いたものだ。

「すごい、よくわかりましたね」

「わかるよ」

　驚く私に、貴士さんは当然だという表情で頷く。

「綾花の字が好きだから」

　甘い視線を向けられて、鼓動が速くなった。

　落ち着け、落ち着け。貴士さんはあくまで私の字が好きだと言っただけで、私を好きなわけじゃない。

　相変わらず人たらしな貴士さんを睨みながら、深呼吸を繰り返す。

「これは、依頼されて書いたのか？」

「そうです。ときどきお願いされるんです。お礼はお菓子とかお野菜ですけど」

「将来有望な若手書家に野菜の札を書かせるなんて、随分贅沢だな」

「そんなこと……」

「謙遜するな。大学在学中に大きな賞を受賞して、十分な実力を持っているのに、書道教室の講師をしているだけなんてもったいないと思わないか？」

　そう問われ、私は唇を噛む。

　書道展の表彰式の控室で、他の受賞者たちがひそひそと囁いていた言葉が耳の奥によみがえる。

　あの時貴士さんはただの妬みだと言ってくれた。あんな中傷は気にしなくていいと言ってくれた。けれど、今でも忘れられないのは、自分に自信がないからだ。

「綾花は書家として、もっとたくさんの人に自分の作品を届けたいんじゃないのか？　今の生活で、本当に満足しているのか？」

　その問いかけに、心が揺らいだ。唇を噛んだまま黙り込んでいると、貴士さんが短く息を吐く。

「……悪い。少し言いすぎた」

　謝罪され、私は首を横に振る。

「綾花の才能を知っているから、はがゆくなった」

　貴士さんが私のことを考えて言ってくれているのはちゃんと伝わってきた。だからこそ、胸が痛くなる。

　そのとき、背後から「綾花さん」と声をかけられた。

　振り返ると、役場の職員さんが立っていた。短髪で日に焼けた彼は、とても親切でいつも私を気にかけてくれる、二十七歳の中なか村むらさんという男性だ。

「あ、中村さんこんにちは」

　そう挨拶をしてから、貴士さんに「お野菜の札を依頼してくれた、中村さんです。町役場の職員さんで、いつもお世話になっているんですよ」と彼を紹介する。

「はじめまして。綾花の婚約者の、都築です」

「お噂は聞いています。中村です」

　お互いに名乗りながら握手を交わす。

「中村さんは小さい頃、祖父の書道教室に通っていたそうなんですよ」

　私が説明すると、貴士さんは中村さんを見据えたまま「へぇ」と相槌をうった。

「おじい様には本当にお世話になって、綾花さんの話もよく聞いていたんです。とても優しいいい子だって」

　中村さんの言葉を聞いて、頬がわずかに熱を持つ。祖父がそんな話をしていたなんて、なんだか照れくさい。

「それに綾花さんは知らないかもしれませんが、夏休みや冬休みになると東京からとても綺麗な女の子が来るって、書道教室に通う子供たちの間で有名だったんですよ」

「そうなんですか？」

　私は驚いて目を丸くする。綺麗なというのはお世辞だろうけど、のどかな田舎町で暮らす小学生にとって、毎年東京から遊びにくる私は物珍しかったのかもしれない。

　すると貴士さんが私の肩を抱き寄せ、「なるほど」と中村さんに微笑みかけた。

「おじい様との縁もあって、綾花に親切にしてくださるんですね。ありがとうございます」

「いえ、私がしたくてしていることなので、都築さんはお気になさらないでください」

　対する中村さんも笑顔でそう言う。一見和やかに見えるけれど、ふたりの視線に一瞬ぴりっと緊張が走ったような気がした。




　家に帰り昼食を食べ終えた私は、縁側に座りぼんやりと庭を眺めていた。

　今日はたくさん歩いたから、気持ちのいい疲労感が体を包んでいた。ぽかぽかと温かい春の日差しが眠気を誘う。

　少しだけお昼寝をしようかな。

　そう思いながらあくびを嚙み殺す。うつらうつらと頭を揺らしながらまぶたを閉じた。

　数分のうたた寝のつもりだったのに、気付けば私は横になり、深い眠りについていたようだ。ぼんやりと目を開けると、もう陽が傾きはじめていた。

　ふわぁとあくびをして不思議に思う。なんだか背中が温かいし、重みを感じる。

　なんだろうと首を傾げ、自分の体の前でゆるく組まれた長い腕を見下ろす。そして状況を理解した私はびくっと体を震わせた。

「た、貴士さん……っ！」

　温かいと思ったら、後ろから貴士さんに抱きしめられていた。どうやら私は貴士さんの腕の中でお昼寝をしていたらしい。

　パニックになった私は心の中で、なにこの状況！と叫ぶ。

　貴士さんは身を固くした私を閉じ込めるように、ギュッと腕に力を込めた。私は小柄だから、彼の胸の中にすっぽりと納まってしまう。まるで抱き枕だ。

　おそるおそる視線を後ろに向けると、すぐそこに甘い微笑みを浮かべる貴士さんの顔があった。

　ひぇ……！と声が出そうになる。寝起きにこんな至近距離で微笑まれたら、心臓が止まる！

「起きたか？」

　そう問われ、私はこくこくと首を縦に振る。

　さりげなく身じろぎして腕の中から脱出を試みるも、貴士さんにさらにきつく抱き寄せられてしまった。

　背中にたくましい体が密着し、一気に血流が早くなる。

「あ、あのっ。なんなんですか、この体勢は」

　上ずった声で問いかけると、彼の笑みが深くなった。

「綾花が縁側でうたた寝をしていたから、体が冷えないようにと思って」

「それなら、抱きしめないで、毛布かなにかをかけてくれれば……」

「しまってある場所がわからなかった」

　毛布やタオルケットは、貴士さんの使っている部屋の押し入れにも入っているんだから、場所がわからないはずがない。

　涼しい顔で嘘をつく貴士さんを涙目で睨み、「からかわないでください」と腕から抜け出そうとする。

　貴士さんは私の抵抗を軽く受け流しながらくすくすと笑った。そして、じたばたと動く私の手首に触れた。

「着物は露出が少ない分、少し肌が見えるだけで妙に色っぽく見えるな」

　そう呟き、私の腕を掴む。着物の袂たもとがするりとすべり、肘の近くまであらわになる。貴士さんの大きな手の中にあるせいか、私の腕はとても細く頼りなく見えた。

「綾花は本当に色が白いな。血管まで透き通って見える」

　長い指が、私の手首の細さを楽しむようになぞる。

「乱暴に力を込めたら、壊してしまいそうだ」

　言いながら、その手を着物の袂の中へ忍び込ませる。

「着物って着ている姿は清楚なのに、すぐに手を入れられるようにできているのは、誘っているみたいだよな」

　ひじの内側や二の腕をそっと撫でられ、背筋がぴくんと跳ねた。

　腕に触れられているだけなのに、袂の中の見えない場所でなぞられると、いけないことをされている気分になる。

「ん……っ」

　勝手に口から吐息が漏れる。貴士さんに触れられると、なぜか体の中心がとろけてしまいそうになる。

「た、貴士さん……っ」

　どうしていいのかわからなくて名前を呼ぶと、背後でふっと息を吐いて笑う気配がした。

「少しずつ、俺に慣れるレッスンをしようか」

「レッスン？」

「二週間後には俺に抱かれるんだから、今から触れられるのに慣れていった方がいいだろ」

「だ、抱かれるって！」

　同居を始めた日に、一カ月後に綾花を抱くと宣言されたけど、ただの冗談だと思ってたのに、まさか本気だったなんて！

「あの約束をちゃんと覚えているだろ？」

　貴士さんは囁きながら私のうなじに唇を押し当てた。それだけで首筋に甘い痺れが走り「ん……っ」と短い声が漏れる。

　この人は、どうしてこうやって私を振り回すんだろう。彼が愛しているのは私じゃないのに。姉への気持ちを振り切るために、好きでもない私を抱こうとしているんだろうか。

　そう考えると、胸が切り裂かれるように痛んだ。

「私が貴士さんを好きになったらという条件なんですから、抱かれると決まったわけじゃありません」

　反論した私に、貴士さんは余裕の表情で微笑む。

「じゃあ、綾花が俺を好きになる可能性はゼロなのか？」

　囁くように問われ、ぐっと言葉に詰まった。

　可能性もなにも、私はずっと前から貴士さんに憧れ、想いを寄せてきた。大好きに決まってる。

　……だけど。

　眉をひそめた私を見て、貴士さんは小さく息を吐いた。そして私の後頭部を大きな手で包むと、自分の方へ引き寄せる。

「余計なことはいいから、俺のことだけ考えてろ」

　そう言って、顔を傾ける。綺麗な顔が近づき、キスをしようとしているんだと気付く。

　無意識に貴士さんの胸を押すと、彼は私の顔を覗き込んだ。

「イヤか？」

　そのねだるような甘い視線に、体の中心が熱くなる。

「あ、あの。私、初めてなので……」

　どうしていいのかわからなくてそう言うと、貴士さんの表情が曇った。

　もしかして、怒らせてしまった？

　私が戸惑っていると、貴士さんはため息をついてこちらを睨む。

「ひどいな。忘れているのか」

「忘れているって……？」

　貴士さんがなんのことを言っているのかわからず首を傾げると、長い指に顎をすくいあげられた。

「じゃあ、もう忘れられないように、しっかり教え込まないとな」

　その言葉とともに、唇を塞がれた。柔らかい感触に、背筋に甘い痺れが走る。

「ん……っ」

　驚いて肩を強張らせた私をあやすように、貴士さんは一度唇を離し、角度を変えて触れ合わせた。

　焦らすような甘やかすような優しいキスに、背筋がうずいてとろけそうになる。

　どうしよう、気持ちいい……。

　私の体から力が抜けると、キスをしながら貴士さんが髪を撫でてくれた。それが心地よくて、自分から貴士さんの肩にギュッとしがみつく。

　必死に彼のキスを受け止めているうちに、時間を忘れそうになる。

　しばらくしてゆっくりと唇が離れ、湿った吐息が漏れた。

「貴士、さん……」

　肩で息をしながら名前を呼ぶと、きつく抱きしめられた。私の心臓は、ものすごい勢いでドキドキと脈を打っていた。




　貴士さんとキスをしてしまった……。

　唇の感触を思い出し、つい料理をする手が止まる。

　柔らかくて、温かくて、すごく気持ちよかった。先ほどのキスを思い出すだけで首筋のあたりに甘いしびれがよみがえり、心臓がきゅんと音を立てる。

　貴士さんと一緒に暮らし始めて二週間。私はますます彼を好きになっている。

　……どんなに好きになったって、彼が想っているのは私じゃないのに。

　彼への好意と切なさで、胸が苦しくなりため息をつくと、「どうした」と声をかけられた。

「ひゃ！」

　おどろいて振り返る。いつの間にか貴士さんが台所に立つ私を覗き込んでいた。

「な、なんでもないです」

　慌てて首を横に振りとりつくろう。

「もうすぐご飯ができるので、居間で待っていてください」

　素っ気なく言って彼から離れた私に、貴士さんは「手伝うよ」と近づいてくる。

「いえ、大丈夫です」

　ぴっと手を伸ばし、それ以上近づかれないように距離をとる。すると、貴士さんはそのまま壁に背中をもたれかけ、食事の支度をする私を眺めていた。

「どうかされましたか？」

　そうやって見つめられると落ち着かない。

　なにか用事だろうかと思ってたずねると、彼は「んー」と呟き意地悪く微笑んだ。

「キスの最中はあんなに素直でかわいい反応をしていたのに、冷静になるとやっぱり壁を作られるんだなと思って」

「な……っ！」

　とんでもない発言に言葉をなくす。

「必死に俺のキスを受け止めながら、ギュッと肩にしがみつく綾花はかわいかったのに」

　羞恥心が爆発して、頭から湯気が出そうだ。

　ぱくぱくと口を動かしていると、貴士さんはこちらに近づく。私の頬をなぞり顎をすくい上げながら、「もう一回キスする？」と甘く囁いた。

　長いまつげをふせてこちらを見つめる視線が色っぽすぎて、血管が破裂しそうになる。

「し、しません……っ！」

「どうして？」

「どうしてって」

　なにか理由を考えないと……！　必死に頭を巡らせて、ほぼ完成した料理が目に入った。

「ご、ご飯が冷めちゃいます！」

　叫ぶように言った私に、貴士さんがぷっと噴き出した。

「なるほど」

　納得したように肩を上げ、私の顎から手を放す。

　助かった……。と胸を撫でおろしていると、貴士さんの顔が私の耳元に近づいた。

「じゃあ、今日は我慢するけど、次はもっと激しいキスをするから覚悟しておけよ」

　その言葉にぶわっと頭に血が上る。真っ赤になった私を見て、貴士さんは意地悪な笑みを浮かべる。

　その時、貴士さんのスマホが震えた。

　誰かから連絡が来たようだ。貴士さんはスマホを取り出し何度かメッセージのやり取りをした後、私に声をかける。

「急で悪いけど、今から一度東京に戻ることになった」

「えっ!?　お仕事ですか？」

「あぁ。二泊して明後日帰ってくる」

「そうですか」

　呟いた私の顔を、貴士さんが覗き込んだ。

「寂しいか？」と問われ、「まさか」と冷静に返す。

「ずっとこの家でひとり暮らしをしていたので、寂しいわけがないです」

　貴士さんの姿を見るたびにドキドキしなくて済むから、安心できるくらいだ。

「むしろ貴士さんがいない方が、のんびりできてうれしいです」

　素直にそう言うと、貴士さんに睨まれてしまった。




　翌朝。私は目を覚まし、庭に続く格子戸を開ける。朝の空気を吸い込んで、伸びをする。そして、いつものように朝食の支度を始める。

　玉子焼きを作っていると、玉砂利を踏む足音が微かに聞こえた。

　あ、ランニングを終えた貴士さんが帰ってきたんだ。反射的にそう思い縁側に出ると、そこにいたのは野良猫のシマノさんだった。

「なんだ、シマノさんか……」

　肩を落とした私を一瞥したシマノさんは、『ふん』と鼻を鳴らすとすぐにそっぽを向き、生け垣の向こうへ歩いていく。

　私の失礼な言葉が聞こえてしまったのかもしれない。

　いつもはシマノさんが我が家の庭にやってくるととてもうれしかったのに、今日はがっかりするなんて。どうかしてる。

　貴士さんは昨日の夜から東京に帰っていた。

　いないとわかっているのに、足音に反応して条件反射のように彼の姿を探してしまった。知らないうちに、ランニングから帰ってくる貴士さんを出迎えるのが朝の習慣になっているようだ。

　そういえば、昨夜の貴士さんはカッコよかったな。

　普段、我が家にいるときはプライベートだから、貴士さんはカジュアルな格好をしている。

　黒いニットにデニムとか、ナチュラルな綿のシャツに細身のパンツとか。ひとつひとつ上質でセンスのいいものを選んでいるのがわかるし、スタイルのいい彼はシンプルな服装でもものすごく素敵だ。

　だけど、昨日の貴士さんは仕事に行くからとスーツを着ていた。

　長身のたくましい体に三つ揃えのスーツを纏まとった彼は一見紳士的なのに、視線や仕草は男っぽくて、そのギャップで、ものすごい色気が漂っていた。

　普段、貴士さんはあんな姿で仕事をしているなんて、反則でしょ。あんなに素敵だったら、すれ違う女性全員が恋に落ちちゃうじゃない。と心の中で文句を言いながら、台所に戻り朝食の準備を再開する。

　昨夜は久しぶりにひとりで夕食を食べた。最近はずっと貴士さんと一緒に食事をしていたせいか少し寂しく感じた。

　そして『いただきます』や『ごちそうさま』『おやすみ』と挨拶をする相手がいないのに気付いて、自分はひとりきりなんだと強く実感してしまった。

　貴士さんと暮らしはじめてたった二週間なのに、すっかり彼がいる生活に慣れている自分に驚く。

「こんなんじゃ、ダメだ」と呟いて手元を見下ろすと、そこにはふたり分の食事があった。

　無意識に貴士さんの朝食まで用意していたことに気付いた私は、大きくため息をついた。




　子供たち向けの書道教室を終え部屋の掃除をしていると、キンコーンとレトロな音が響いた。

　我が家の玄関にはインターホンやモニターはついていない。あるのは押せば音がなる、昔ながらの呼び鈴だけだ。

　誰だろう、と思いながら玄関に向かい引き戸を開ける。

「こんにちは」

　そう言って笑うのは、町役場で働く中村さんだ。

「中村さん、どうされたんですか？」

「今日は綾花さんにお願いがあって来ました」

　中村さんはバッグからＡ４サイズの封筒を取り出す。受け取り、中を見ると数枚の書類が入っていた。

「今、役場の産業振興課と農協とで協力して、町の特産品のパッケージのデザインを統一してブランド化しようと計画しているんです」

「へぇ、素敵ですね」

　相槌をうちながら書類を眺める。

「そのパッケージに入れるロゴを綾花さんに書いていただけないかと思いまして」

　中村さんの予想外の言葉に、書類をめくる手が止まった。

「私がロゴを？」

「はい。綾花さんに毛筆で町名を書いていただいて、それをロゴにして全商品のパッケージに載せられたらと思っています。できたらそれぞれの商品名も。もちろん、きちんと謝礼もお支払いします」

　地元で採れる野菜やお米、お豆腐や梅干しなどの加工食品まで、私が毛筆で書いた町名入りのパッケージやシールをつけて全国に出荷する計画らしい。

「そんな大切なパッケージに私の文字を……？」

　手元の資料を見下ろしてごくりとつばを飲み込む。

　とても光栄だけど、たくさんの人たちが丹精こめて作った商品に、私なんかの文字をつけてもらっていいんだろうか。

　二年前、賞をもらったときに『実力もないのに、家柄と話題性だけで賞を奪った卑怯者だ』と非難されたことを思い出し、怖くなる。

「急で申し訳ないんですが、明日、役場で話し合いがあるので、そこで詳しく説明させてもらえたらと思っています」

「明日、ですか……」

「みんな綾花さんの書を見て、ぜひお願いしたいと言っているんですよ」

　戸惑う私を見た中村さんは、安心させるように微笑む。

「それから、これよかったら」

　言いながら手に持っていた紙袋を差し出した。中には鮮やかな赤色のイチゴ。甘酸っぱい香りに、自然と笑顔になった。

「うちの実家で作っているイチゴなんです」

「ありがとうございます。うれしいです」

　明日の朝食に、貴士さんと一緒にいただこう。そう思ってから、彼は東京に帰っているのを思い出して、肩が落ちる。

「どうしました？」

　そんな私に、中村さんが不思議そうにたずねてきた。慌てて「なんでもないです」とかぶりを振る。

「都築さんはお出かけですか？」

　きっと、いつも停まっている貴士さんの車がないのに気付いたんだろう。

「はい、昨日から一度東京に戻っていて」

　説明していると「綾花さん」とさえぎられた。

「綾花さんは都築さんと結婚したら、ここを出ていくんですか？」

「いえ……。私は祖父にこの家を守ると約束したので」

　唐突な質問に戸惑いながら首を横に振る。

　すると中村さんは「おじい様と約束……」と呟いた。なにかを考え込むようにしばらく黙った後、顔を上げ私を見つめる。

「じゃあ、結婚した後はふたりでここに住むんですか？」

　そう言われ、その可能性を想像してみる。

　今は米沢さんの協力もあって期間限定でこの家にいるけれど、東京で社長をしている貴士さんがそんな生活をずっと続けるのは無理だろう。私と貴士さんの結婚はありえないんだなと実感して胸が痛くなる。

「僕は、綾花さんにこれからもずっとここにいてほしいです」

　そう言った中村さんは真っ赤な顔をしていた。

「あの……？」

　どうしたんだろうと目をまたたかせると、彼は我に返ったようにこちらに背を向けた。

「やっぱり、なんでもないです。すみません突然。では明日お待ちしてます」

　早口で謝り歩いていく。その背中に「中村さん」と声をかけた。

「イチゴ、ありがとうございました。明日の朝ご飯にいただきますね」

　改めてお礼を言うと、振り返った中村さんの顔がまた赤くなった。




　ひとりで食事をし、後片付けをし、お風呂に入る。

　いつもと同じ一日を過ごしたはずなのに、胸にぽっかり穴が開いているみたいでなんだか落ち着かない。

　普段ならそろそろ寝ている時間だ。けれど自分の部屋に戻る気になれなくて、私は居間でぼんやりと時計を眺めていた。

　貴士さんは今頃どうしているだろう。晩ご飯、なに食べたのかな。

　きっと我が家で食べるような地味な和食ではなく、高級なお店で豪華な食事をしたりお酒を飲んだりしているんだろうな。もしかしたら、素敵な女性と一緒に過ごしていたりして。

　たくさんの人に囲まれて楽しそうに過ごす貴士さんの姿を想像すると、なぜか胸が苦しくなった。

　ぼんやりと広い居間を見回す。人の気配がない古い日本家屋に、時計の秒針の音が響いていた。

　私はここで二年間もひとりで暮らしてきたのに、こんな静かな夜には慣れているはずなのに。貴士さんがいないと思うだけで、ものすごい孤独が胸に押し寄せてくる。

　寂しさに耐えきれなくなった私は立ち上がり、台所の戸棚を開けた。

　中から取り出したのは、祖父の写真の前に供えるために買った日本酒。

　普段はお水を置いているけれど、お酒が大好きだった祖父のために月命日だけお酒をあげるようにしていた。

「おじいちゃん、ちょっとだけもらうね」

　祖父の写真に断って、グラスにお酒を注ぐ。

　私は普段まったくお酒を飲まないけれど、今日は少しだけ飲んでみよう。酔ってしまえば、寂しさも紛れるはずだ。

　そう思い、透明の液体に鼻を近づける。強いアルコールの香りをかいだだけで頭がくらりとした。

　おそるおそるグラスに口をつけ、少しだけ飲んでみる。のどの奥がかぁと熱くなり、血流が早くなるのがわかった。

　慌ててグラスをテーブルに置き、手でのどを押さえる。

「お酒ってひと口飲むだけで、こんなに体が熱くなるんだ」

　驚いているうちに、頭がぼんやりしてきた。頬が火照ってなんだか気持ちがふわふわする。

　ガラス戸の向こうの夜の庭は、夕暮れから降り出した雨で濡れていた。

　雨粒がぽつぽつと瓦屋根をたたく音を聞きながら、そういえば雨は久しぶりだなと思う。

　考えてみたら、貴士さんが来てからはずっといいお天気だった。

　静かに降り続ける春の雨は、庭にある八重桜の花びらを散らした。石の上に濡れて張りついたいくつもの花びらは、まるで自分の心模様を表しているようだ。

　庭を眺めながら、もうひと口お酒を飲んでみる。酔いが回ってきたのか、とろりと重たい倦怠感に体が包まれていく。

　雨音を聞きながらぼんやりとしていると、居間から続く和室の鴨居に貴士さんのジャケットがつるされているのに気が付いた。

　私は鴨居に近づきジャケットをハンガーから外す。胸に抱きしめると、微かに彼の香りが残っていた。

「貴士さん……」

　小さく呟いて目を閉じる。

　耳の奥に、二年前に聞いた貴士さんの真剣な声がよみがえった。

『俺は、本気で好きなんだ。なにがあっても、結婚したいと思っている』

　彼は姉の渚沙に、情熱的なプロポーズをしていた。

　私がどんなに貴士さんを好きでも、彼は私じゃなく姉を愛している。結婚したって、きっとつらい想いをするだけだ。

　それなのに、一緒に暮らしはじめてから彼への想いは大きくなる一方だ。好きで好きで、泣きたくなる。

　貴士さんがここで暮らす期限は一カ月間。彼と暮らせるのはあと二週間もない。その期間が終われば、今まで通りの穏やかな生活に戻れる。

　この古い日本家屋で子供たちに書道を教え、ひとり分の食事を作り、つつましく暮らす。そんな毎日を繰り返すのが、当たり前だったはずなのに。

　なのに、彼がいないだけで、どうしてこんなに寂しいんだろう。

　お酒を飲めば紛らわせると思ったのに、なぜだか余計に寂しさが増し、泣きたい気分になった。

　私はがらんと広い居間でひとりうずくまり、貴士さんのジャケットを抱きしめる。

　雨粒が雨あま樋どいを伝って地面に落ちる音を聞いているうちに、ゆっくりと眠気が訪れた。










無防備な彼女と苦悩する俺――貴士 side




　二週間ぶりに東京に戻った俺は、こちらでしかこなせない仕事をまとめて済ませる。社内調整はウェブ会議で十分だけれど、取引先とのやり取りにまったく顔を出さないわけにはいかないからだ。

　打ち合わせを兼ねた会食は、秘書の米沢が店を選びセッティングした。味はもちろん食材や調理法、見た目や食器にまでとことんこだわった料理。上品な雰囲気の店で、談笑しながら食事をする。

　とても美味しいとは思うけれど、心のどこかで綾花のことを考える。彼女とふたりで食べる温かで素朴な料理の方が、ずっと美味しいと感じる自分がいた。

　食事を終え、取引相手と別れ車に乗る。時計を見ると、二十一時を過ぎたあたりだった。

　綾花は今頃あの古い家でひとり、どうしているんだろう。俺がいなくて寂しがっていないだろうか。

　気になって電話をかけようかとスマホを取り出しかけたけれど、綾花に『貴士さんがいない方が、のんびりできてうれしいです』と言われたのを思い出してため息をつく。

　これじゃまるで片想いだ。俺ばかり綾花のことを考えている。そう気付いて苦笑した。それでもすぐに綾花に会いたいと思う。我ながら、重症だ。

　素直じゃないのに、気持ちを隠すのが苦手な綾花。俺のひと言ひと言にいちいち反応して動揺する様子が愛おしくて仕方ない。

　すると、ポケットに入っていたスマホが小さく震えた。

　もしかしたら綾花からの連絡かもしれないと、急いで取り出し画面を見た俺は肩を落とす。

　綾花ではなく、渚沙からのメッセージだった。




「あ、貴士ー！」

　渚沙に呼び出され待ち合わせの小さなバーに入ると、もうすでにできあがった渚沙は俺の姿を見てご機嫌に手を振った。

「いきなり人を呼び出しておいて、もう酔っぱらっているのか」

「いいじゃない。だって、お酒美味しいんだもん」

　俺が険しい表情で文句を言っても、渚沙はまったく気にせずカクテルの入ったグラスを口に運ぶ。

　綾花は酒を飲まないけれど、渚沙は酒豪だ。ふたりは姉妹で顔立ちは似ているのに、その言動や雰囲気は正反対だった。

「貴士はなに飲む？」

「ノンアルコールでいい」

　渚沙の言葉に首を横に振ると、「付き合い悪いなぁ！」と睨まれた。

「酔った渚沙に絡まれるのが面倒だから、早く帰りたいんだよ」

　素っ気なく言って渚沙の隣に座る。

「未来の姉に、随分失礼ね」

「未来の姉って」

「ついに綾花にプロポーズしに行ったんでしょう？」

　からかう気満々の渚沙の口調に、俺は顔をしかめる。

「親から私と婚約しろって言われたのに、『綾花が好きだから無理だ』って反発して会社を辞めて。それから二年、綾花との結婚を認めてもらうために、貴士は必死に頑張ってきたもんねぇ」

　酔っ払いの渚沙はケラケラと笑いながら懐かしそうに言った。その言葉に俺は無言で頷く。

　二年前、父から『近い将来、渚沙ちゃんと結婚しろ』と言われた時は驚いた。

　都築と葛西の両家の結びつきが強くなれば、お互いに利点が多いのもわかっていたが、渚沙とは結婚できないと断った。俺は、綾花が好きだったからだ。

　けれど父は簡単には許してくれなかった。

『渚沙ちゃんとの婚約を破棄して妹の綾花ちゃんと結婚したいなんて、葛西家に失礼だ。そんなお前に家業は継がせられない。それでも綾花ちゃんと結婚したいというなら、誠意と覚悟を見せろ』そう言われた。

『都築家の跡取りではなくひとりの男として自立し成功するまで、綾花ちゃんに会うことは許さない』という父の言葉を守り、俺は会社を辞めた。

　その時俺は、父の後継者として都築コーポレーションに入社して四年が過ぎたところだった。

　国内外で幅広い事業を展開する会社で、いろいろな経験を積む毎日にやりがいはあったけれど、それが本当に自分のやりたいことなのかという疑問も抱いていた。

　もしかしたら父は、そんな俺の気持ちを見抜いていたのかもしれない。

　俺は以前から興味があったＩＴを活用した新しい金融サービスの事業を立ち上げ、その会社を必死に成長させて軌道に乗せ、ようやく認めてもらえた。

　がむしゃらに働いてきた二年間を思い返す。

　きっかけは綾花との結婚を認めてもらうためだったけれど、今では会社が自分の生きがいになっていた。

　会社を通してたくさんの人の役に立ちたい。もっと社会貢献したい。そう強く思うようになった。

　渚沙はカウンターに頬杖をつき、俺を眺めながらグラスを傾ける。

「会社を立ち上げて二年で株式上場の目処が立つところまで持っていっちゃうんだから、貴士は綾花のことになると執着心がすごいわよね」

「俺をからかうのはいいけど、綾花に余計なことを言うなよ」

「なんで？　この二年間の貴士の努力を綾花に知られたら、愛が重すぎるって引かれるから？」

　にやにやと笑う渚沙に図星を指され、顔をしかめる。

「そう言う渚沙はどうなんだ。結婚してアメリカに移住するって聞いて、おじさんは激怒しているんだろ？」

「まぁね。でもなんとかなるでしょ。結婚しちゃえばこっちのもんだし」

　適当な答えを聞いて、俺はさらに眉をひそめる。けれど渚沙はケラケラと笑い俺の肩を叩く。

「貴士は人の心配をするよりも、自分が頑張りなさいよ。どうせ、綾花の家に押しかけて一緒に暮らしているのに、なかなか手を出せずに苦戦してるんでしょ」

「どうしてわかるんだ」

「わかるわよ。綾花は臆病なうえに鈍感で、自分から欲しいって言えない子だから。あの子のペースに合わせていたら、いつまでも進展しないわよ」

　渚沙は空になったグラスをカウンターの上に置く。グラスの側面にはりついた水滴を指でなぞりながら小さく笑った。

「綾花は、本当は寂しがりやなのに、自分はひとりで平気だと思い込んでるのよね」

　彼女は相当酔っているのか、どこか遠くを眺めていた。

「小さい頃から、私と貴士が一緒にいると綾花は羨ましそうに見てた。でも私はあの子は自分から仲間に入れてって言えない子だってわかってて、わざと声をかけなかったんだよね」

「どうして？」

「だって綾花、かわいいんだもん……！」

　渚沙は突如頬を染め、きつくこぶしを握りしめながら呟く。

「私を羨ましそうに見つめながら、瞳をうるうるさせてる綾花がかわいくてかわいくて！　あんな顔で見つめられたら、もっといじめたくなっちゃうじゃない……！」

「お前、性格悪いな」

　渚沙の言葉に思わず身を引いた。こんなやっかいな性格の姉に愛される綾花が、不憫に思えてくる。

「そう言う貴士だって中学生の頃すでに、綾花は泣き顔もかわいいとか変態発言してたくせに！」

「綾花は泣き顔もかわいいのは、事実だろ」

「確かにそうだけど！」

　睨み合って、同時に噴き出した。渚沙ははぁーっと息を吐き出してから、カウンターに頬杖をついてこちらを見る。

「貴士。綾花のこと、ちゃんと幸せにしてあげてね」

　急に静かなトーンで言われ、俺は持っていたグラスを置いた。

「死んだおじいちゃんもあの子を心配してたのよ。書道展に出品して綾花は賞をもらったけど、そのせいで他人からいろいろ言われて自信をなくして。綾花にはもっと自由に書道を楽しんでほしいって言ってた」

　そう言われ、綾花の祖父の姿を思い浮かべる。

　生前何度か顔を合わせただけで、しっかり話をしたことはなかったけれど、書家らしく威厳があり凛としたご老人だった。

　綾花は今でも毎朝茶箪笥の上にかざってある写真の前に水の入ったコップを置いて、話しかけている。それだけ彼女の中でおじい様の存在は大きいんだろう。

　古い日本家屋と書道教室を守り、ひとりでつつましく暮らす綾花を思う。

　人と言葉を交わすのは週数回の書道教室と個人レッスンのみ。近所の住人たちとの交流もあまりなく、あの広い家でひとりきりで過ごす毎日。

　縁側にいる野良猫に、必死に話しかけていた姿を思い出し、笑みと一緒に切なさも込み上げてくる。

　綾花はその生活になんの疑問も持たずに暮らしてきたんだろう。そしてこの先もずっと、続けていこうとしている。

　穏やかで静かで、そして孤独な日々。まるでいばらの森に閉じ込められ、眠り続ける童話の中の王女みたいだ。

　けれどそんな生活が、寂しくないわけがない。

　おじい様との約束だというが、本当に綾花がそんな閉じた世界で生きていくのを、彼女の祖父は望んでいたのだろうか。

「……これからは、貴士が綾花を支えてあげてね」

　俺が眉を寄せていると、渚沙が柔らかい声でそう言った。俺は「わかった」と頷く。

　渚沙と話しているうちに、無性に綾花に会いたくなった。

　時間はもう二十三時を過ぎていた。こちらでの用事は済ませたが、今日は東京に泊まって、明日ゆっくり帰る予定だった。

　今から向かったところで、着く頃には夜中だ。綾花はもう寝ているだろう。それでも彼女のそばにいたくて、いても立ってもいられなくなる。

　スマホを取り出し、米沢に連絡する。これから帰ると伝えると、「今からですか？」と驚きの声をあげた。

「そんなに綾花さんが恋しいんですか？」とからかわれ「そうだ」と素直に認めると、大きなため息が返ってくる。

「社長は本当に、綾花さんのこととなると別人のようですね。わかりました。くれぐれも安全運転で帰ってくださいね」

　もちろんだと頷いて電話を切った。




　車を走らせ綾花のもとへと帰る。着いた頃には真夜中で、町はしんと静まり返っていた。

　東京は晴れていたが、こちらは雨が降っていたようだ。古い瓦や木の壁がしっとりと濡れ、月あかりを反射していた。

　暗闇のせいか、古い日本家屋がいつもより寂しげに感じる。

　俺は音を立てないように気を付けながら玄関のカギを開け、家の中に入る。綾花はとっくに寝ていると思ったのに、居間の電気はついていた。

　いつも早寝早起きの綾花が、こんな時間まで起きているなんてめずらしい。

　そう思いながら居間に入ると、綾花は和テーブルに体を預け眠っていた。

　近づくと、テーブルの上に日本酒の瓶とグラスが置いてあるのが見えた。

　綾花は普段一切酒を飲まないのに、ひとりで飲んでいたんだろうか。

「綾花。こんなところで寝ていたら、風邪引くぞ」

　声をかけると、「ん……」という吐息とともに、長いまつげがわずかに震えた。ぼんやりとした視線が次第に焦点を結び、俺を見上げる。

　綾花は寝ぼけた口調で「貴士さん……？」と呟き、不思議そうに首を傾げた。

「どうして貴士さんがここにいるんですか？」

「綾花がひとりで寂しがっているんじゃないかと思って帰ってきた」

「私のために？」

「それに俺も、少しでも早く綾花に会いたかった」

　俺の言葉を聞いた綾花は、「帰ってきてくれて、うれしいです」と呟いた。

　彼女らしくない反応に、どうしたんだろうと不思議に思い眺めていると、綾花は俺の右手を持ち上げ、とろんとした表情で頬ずりをする。

「あ、綾花？」

　綾花が自分から俺に触れてくるなんて、普段では考えられない。彼女の予想外の行動に「ぐっ」とのどが詰まる。

　手のひらに触れた頬は熱く火照っていた。

「綾花。酔っているのか？」

　俺が問うと、綾花は「酔ってますよー」と頷いてふにゃりと笑う。

　そして両手を伸ばし、俺に抱きついてきた。

　驚いて目を丸くすると、柔らかい髪が頬に触れた。微かにシャンプーの香りがして、どくんと心臓が跳ねる。

「貴士さん、おかえりなさい」

　そう言って、こちらを見上げる。

　俺の腕の中で笑みをこぼす綾花は、ものすごくかわいらしい。なんだ、この無防備な笑顔は。

　俺はなんとか冷静になろうと深呼吸をする。綾花の視線から逃げるように横を向き、手で自分のこめかみを押さえた。

「俺がいない方が、のんびりできてうれしいんじゃないのか？」

　そう問いかけると、綾花は首を横に振る。そして、俺の胸に額をこつんとぶつけて呟いた。

「ひとりでのんびりしようと思っていたのに、きのうから貴士さんのことばかり考えていました」

　綾花の素直な言葉と甘えた仕草に、またものどが「ぐっ」と詰まる。

　普段の、素直じゃないのに気持ちを隠し切れない不器用な綾花もかわいいけれど、まったく警戒心がない今の綾花も、ものすごくかわいい。このまま押し倒してもいいだろうか。

　いや、落ち着け。酔っている綾花を押し倒すなんて、卑怯すぎる。

　必死に欲望と戦っていると、綾花が俺をジッと睨んでいた。なんだろうと首を傾げる。

「スーツ姿の貴士さん、カッコよすぎてずるいです」

　予想外の苦情に、ぷはっと声を出して噴き出した。

　そういえば、普段はカジュアルな格好をしていたけれど、今はスーツを着ていた。どうやら綾花はスーツ姿の俺が好みらしい。

「じゃあ、普段からスーツを着ていようか？」

「そんなことをされたら、毎日心拍数が上がりすぎて早死にします」

　真顔で言う綾花に、俺はくっくっと肩を揺らして笑う。

「その笑い方も、反則です」

「俺は笑わない方がいい？」

「貴士さんは笑っていてもいなくても、どんな時でもカッコよすぎます」

　文句を言う綾花がかわいくてたまらなくなる。

　臆病な彼女は、普段あまり自分の気持ちを言葉にしない。けれど今はアルコールのせいでいつもかけているストッパーが外れているんだろう。言葉はもちろん表情や視線、仕草から俺への好意があふれていた。

「もしかして、綾花はいつも澄ましているけど、心の中ではこんなことを考えていたのか？」

「そうですよ。貴士さんは自分の言動がどれだけ私をドキドキさせて困らせているか、ちゃんと自覚した方がいいです」

　真剣な表情の綾花に説教をされ、心の中で悶絶する。

　いつもはつんとしているのに、実はそんなことを考えていたのか。どうしよう、めちゃくちゃかわいい。

　そう思っていると綾花は俺の手首を掴む。

　きょとんとする俺の手を持ち上げ、自分の左胸に押し当てた。ふにっと柔らかな感触に、手が強張った。

「な……っ」

　なにをしているんだ！と心の中で叫ぶ。

「ほら。こんなに鼓動が速くなってるの、わかります？」

　真剣な訴えに、俺ははぁーっと大きなため息をついた。

「酔っている綾花は無防備すぎて、こっちが困る」

　俺の気持ちが伝わったのか、綾花は掴んでいた手を放した。

　もっとこの胸に触れていたかったけれど、ゆっくりと手を引っ込める。なんとか理性を奮い立たせてこらえた自分を褒めてやりたい。

　気を紛らわすために、「普段は飲まないのに、どうして酒を飲んだんだ？」と問うと、彼女はうつむいた。

「貴士さんは東京で、綺麗な女の人とお酒を飲んでいるかもしれないって想像したら、なんだか胸がもやもやして……」

　その言葉に俺は頭を抱える。

　どうやら俺が他の女と一緒にいるのを想像して嫉妬していたらしい。なんだよそれ、かわいすぎるだろ。

「その気持ちを紛らわすために、酒を飲んだのか？」

　たずねると、綾花は素直に頷く。

「バカだな」

　思わず笑った俺を見て、綾花は不思議そうに首を傾げた。

「そんな嫉妬必要ない。俺が一緒にいたいと思うのは綾花だけだ」

　そう言うと、綾花の頬がじわじわと赤くなっていく。

「貴士さん、カッコよすぎて反則です……っ！」

　綾花は、耐えきれない、というように膝の上にあった黒い服をギュッと抱きしめ、そう呟いた。

　それは、見覚えのあるジャケットだった。

「それ、もしかして、俺のジャケットか？」

　たずねられた綾花は、自分の胸の中にあるジャケットを慌てて広げた。

「ご、ごめんなさい勝手に」

「俺のジャケットを抱きしめて居間でうたた寝をしていたのか？」

　俺の問いかけに、綾花は首を縦に振る。

「どうして？」

「それは、ええと……」

　言葉を濁す彼女をジッと見つめ続けていると、綾花は観念したように口を開いた。

「……寂しかったんです」

　ひとりごとのようにぽつりと呟かれた言葉。それを聞いた途端、ものすごい愛おしさが込み上げてきて胸が苦しくなった。

「二年間もこの家でひとりで暮らしてきて、静かな夜には慣れているはずだったのに、貴士さんがいないとすごく寂しかったんです」

　綾花は俺のジャケットを見下ろし、眉をひそめながら静かに言った。悲しげにうつむく彼女を、力任せに抱きしめたい衝動にかられる。

　綾花が素直に寂しかったと認めたのは、彼女が酔っているからだ。もし俺が予定通り明日の朝に帰っていたら、彼女は口がさけても寂しいなんて言わなかっただろう。

　この古くて広い居間でひとり、俺のジャケットを抱きしめうたた寝をする綾花の不器用さに、胸に苦しいほどの愛情が込み上げてくる。

「まいったな。素直な綾花が愛おしすぎて、理性が壊れそうだ」

「理性？」

　首を傾げた綾花に、顔を近づける。ゆっくりと瞬きをして、綾花の耳元で囁いた。

「このまま押し倒して、すべて奪ってしまいたくなる」

　俺の低い声に、綾花の耳たぶが一気に赤くなった。耳だけではなく、頬も首筋も。色白の彼女の肌が綺麗な桃色に紅潮していく。

　こんなことを囁いたら、いくら酔っていたって彼女は拒絶するだろう。そう思っていたのに、綾花は俺の肩に頬ずりをした。

「……奪ってください」

　とんでもない誘惑に「ぐっ」と言葉に詰まる。

「私を抱いて、貴士さんのものにしてください」

　さらに甘い声でねだられて、のどがごくりと上下した。綾花の肩に手を置いて、葛藤する。

　このまま押し倒してしまおうか。でも酔って理性をなくしている彼女を抱くのは卑怯だ。しかし本人が抱いてくれと言っているし……。

　頭の中で理性と欲望が戦う。これはいったいなんの試練だろう。

　何度か手に力が入りかけ、けれど葛藤の末その手を下ろした。俺の胸の中にいる綾花から体を離し、顔を覗き込む。

「そうやって、人の理性を壊すようなことばかり言うな」

「……貴士さん？」

「綾花のおねだりにはかなりそそられるけど、今は抱かない」

　こうやって綾花が甘えてくるのは、酒に酔っているからだ。普段の彼女だったら、絶対にこんなことは言わない。そうとわかっていて、今の状態で手を出すのはいくらなんでも卑怯すぎる。

　俺の拒絶の言葉に綾花は眉尻を下げる。しょんぼりした表情の彼女をなぐさめるように、額に触れるだけのキスをした。

「酔って意識のはっきりしていない綾花を抱いて、また前みたいに忘れられると困るから、今日は我慢する」

　俺がそう言うと、「前みたいにって、なんですか？」と綾花は首を傾げた。

　その反応に、やっぱり忘れているのかと苦笑する。

　二年前、俺は綾花とキスをしたのに、彼女はキスをしたことがないと言っていた。ふたりで交わした約束も、すっかり忘れているようだった。

　人の気も知らないで、と心の中で苦笑しながら、「もう寝るぞ」とちょっと乱暴に綾花の頭を撫でた。










嫉妬深い彼




　障子越しに降り注ぐ柔らかな陽の光と、庭から聞こえる鳥の声に、朝が来たんだと気付く。

　私は、ふわぁーとあくびをしながら瞼を上げる。視界に映ったのは、畳の上に敷かれた布団と見慣れた砂壁。そして障子がはめこまれた窓。

　いつもと変わらない朝だけど、微かな違和感を覚えた。

　布団に横になったまま視線を移動させる。見えてきたのは和机とその上にあるパソコン。

　あんなパソコンは私の部屋にはない。それに、枕の感触もいつもと違う気がする。

　不思議に思って自分の首元を見下ろすと、そこにあったのは枕ではなく、たくましい腕。

　え……。なにこれ。

　驚きに身を固くした私の体を、後ろから伸びてきたもう一本の腕がゆるく抱きしめる。

「おはよう」

　少し掠れた低い声が耳元で響いた。この声は、間違いなく貴士さんの声だ。私は貴士さんの部屋で、貴士さんの腕枕で寝ていたようだ。

　そう理解して、ますます混乱していく。

　待って待って、少し状況を確認させて。どうして貴士さんがここにいるの？　貴士さんは東京に行っていて、今日のお昼頃に帰ってくる予定だったのに。

　昨夜は久しぶりの雨で少し感傷的になったのか、ひとりの夜が寂しくてお酒を飲んで、いつの間にか居眠りしてしまったんだ。

　そうしたらなぜか真夜中に貴士さんが帰ってきて、酔っぱらった私は貴士さんに甘えて……。

　昨夜の自分の言動を思い出し、私は一気に青ざめる。

　貴士さんの前であんな醜態をさらすなんて嘘でしょ!?　というか、嘘であってほしい！

　そんなことを考えていると、後ろからくすくすと楽しげな笑い声が聞こえてきた。

「目が覚めたか？」

　貴士さんは私を後ろから抱きしめ、うなじにちゅっとキスを落とす。その唇の感触に微かな痺れが走り、肩が飛び跳ねた。

　動揺しながら体をひねり後ろを向くと、貴士さんの綺麗な顔がすぐ近くにあった。

「昨日はかなり酔っていたけど、二日酔いになってないか？」

「き、昨日……？」

「昨日の夜中に俺が帰ってきたら、居間で酔っぱらってうたた寝をしている綾花を見つけて、こんなところで寝ていたら風邪引くぞって肩を叩いたのを覚えてないか？」

　貴士さんの言葉を聞いて心の中で悲鳴をあげる。

　残念ながらすべて現実だった……！

　お酒のせいで記憶が少し曖昧で、会話をすべて覚えているわけじゃないけれど、昨日の私は貴士さんはカッコよすぎると文句を言ったり、抱いてくださいとおねだりしたり、本音が駄々洩れになっていた。

　酔っていたから、普段かけている理性のストッパーが外れてしまっていたんだ。

　じわじわと頬が熱くなる。後悔と自己嫌悪で泣きそうだ。

　両手で顔を覆うと、私の体をゆるく抱きしめる貴士さんが、後ろから「どうした？」とたずねてくる。

「まさか、昨日のやり取りを忘れたって言わないよな？」

　その問いかけに、私はとっさに首を横に振ってしまった。

　昨日貴士さんと交わした会話はぼんやりと覚えている。だけど、ここはすべて忘れたふりをしてごまかそう。

「お、覚えてないです……」

　私がそう言うと、貴士さんの体が一瞬固まった。私を抱きしめたまま、しばらく黙り込む。

「貴士、さん？」

　沈黙に耐え切れなくておそるおそる振り返ると、貴士さんは不満そうな表情でこちらを見つめていた。

「……ふーん。覚えていないんだ？」

　優しかった声が、がらりと低くなる。

　あ。もしかして、怒ってる？

　なんだか不穏な空気だ、と私は内心焦り出す。

　後ろから私を抱きしめていた腕がゆるみ、密着していた体が離れた。私がホッと息を吐いたとき、乱暴に肩を押され景色がぐるりと反転した。

　長い指が私の手首を掴み、布団の上に押し付ける。身動きが取れず驚きで見開いた視界には、貴士さんの綺麗な顔。

　布団の上に私を組み敷いた貴士さんは、目を細めこちらを見下ろしていた。

「俺がいなくて寂しかったって甘えたのも、抱いてくださいって俺の肩にしがみついてきたのも、全部忘れた？」

　貴士さんは言いながら体をかがめ、私の耳元に唇を寄せる。鼓膜を震わせた問いかけに、体の奥がぞくりと震え熱くなった。

　確かに私は昨日、このたくましい肩に顔をうずめて『抱いてください』とお願いした。本当に彼が大好きだから、心も体も全部、彼のものになりたかった。

　だけど、そう思ったのは私が酔っていたからだ。

　彼が愛しているのは、私じゃなくて姉の渚沙だ。どんなに頑張ったって、姉にはなれない。彼に抱かれたって、苦しくなるだけだ。

「お、覚えてません……」

　切なさをこらえながら嘘をつくと、私の手首を掴む指にギュッと力が込められた。わずかな痛みに顔をゆがませる。けれど、貴士さんは私よりももっと苦しそうな表情でこちらを見ていた。

「そうやって、綾花はすぐに俺とのことを忘れるんだな」

「貴士さん……？」

　意味がわからず名前を呼ぶと、乱暴に唇を塞がれた。

　強引にすべてを奪おうとするような、情熱的なキス。

　こんな激しいキスは初めてなのに、どうしよう。すごく気持ちいい……。

　抵抗するのも忘れ、必死に彼の唇を受け止める。

　ようやく唇が離れ、はぁっと息を吐き出した。私は瞳を潤ませ肩を上下させる。

　キスの余韻にぼんやりとしながら視線を上げると、貴士さんは布団に手を付きこちらを見下ろしていた。

「まぁ、忘れているって言い張るならそれでもいいけど」

　濡れた唇を指で拭いながら微笑む。

「酔っていたとはいえ抱いてとおねだりしてきたんだから、綾花は俺を嫌ってはいないんだよな」

「そ、それは……」

　どう言い訳しようか迷い、せわしなく視線が泳ぐ。貴士さんは私の動揺ぶりを見て、くっくっと肩を揺らして笑った。

「綾花が俺に好意を持ってるって確信したから、もう手加減はしないからな」

「手加減って……」

「あと二週間で綾花に俺と結婚したいと言わせるために、とことん口説くから覚悟しろ」

　今でも彼の言動に振り回されてドキドキしっぱなしなのに、これ以上口説かれるなんて、絶対に心臓が持たない……！

　貴士さんの宣戦布告に、私は心の中で悲鳴をあげた。




　いつものように、貴士さんとふたりで朝食を食べる。

　貴士さんの腕の中で目を覚ました私は、冷たい水でじゃぶじゃぶと顔を洗い、いつも通りの冷静な自分を取り戻した。

　いや、必死に仮面をかぶってなんとか平静を装っているだけで、心の中はひどく動揺したままだけど。

「東京は、どうでした？」

　朝食を終え、デザートにと洗ったイチゴがのったお皿を差し出しながらたずねると、貴士さんは頷き説明をしてくれる。

「今、新しい事業を始める準備をしているんだ。その打ち合わせに行ってきた」

「新しい事業、ですか？」

「あぁ。日本の各地で埋もれている伝統工芸品や、すぐれた技術を持っているのにアピールする場を持たない小さな企業にスポットを当てて紹介する、クラウドファンディング事業」

「クラウドファンディング……」

　首を傾げながら繰り返す。

「たとえば書道に使う硯でも、驚くほど高価なものもあれば、大量生産され気軽に買えるものもある。どちらがいいというわけじゃなく、高価なものには昔から守られてきた伝統や技術、そこに込められた職人たちの想いがあるだろ」

　わかりやすいように硯で例えてくれた貴士さんに、私は身を乗り出して頷いた。

　高価な道具を使ったからといって上達するわけではないけれど、職人さんの手で丁寧に作られた道具を使うと、自然と背筋が伸び、一文字一文字丁寧に心を込めて書ける気がする。

「そういう商品に込められた想いやストーリーを世界へ向けて紹介して、たくさんの人に興味を持ってもらう。クラウドファンディングで資金を募って、新たな商品の開発や販売ルートを広げ、貴重な技術や伝統を守っていく手助けをできたらいいなと思ってる」

「すごく、素敵です」

　思わずため息が漏れた。社会的意義の高い、すばらしい事業だ。

　貴士さんは若くして起業し成功をおさめ、世界を相手に仕事をしている。

　それに引き換え、私の世界はとても狭い。毎日書道の練習をして、子供たちに教えるだけ。家の中だけで完結してしまう生活。

「貴士さんはすごいですね。私とは大違い」

　そう呟くと、貴士さんが首を傾げた。

「綾花だって書道を生業にして、きちんと生活しているだろ」

「生業といっていいのか……」

　祖父の家で教室を開いているおかげで、家賃はまったくかからない。それに物価の安い田舎で質素な生活をしているから、なんとかやっていけてるだけだ。

「書道教室の講師だけでは物足りないなら、もっと自分の作品を世に出せばいい」

　そう言われ、私は目をまたたかせた。

「綾花の柔らかくて美しい書は、書道愛好家だけじゃなく、たくさんの人に受け入れられる魅力があると思う」

　ふと、中村さんにパッケージのロゴを依頼されたのを思い出した。あの時は自分には恐れ多いと怖気づいたけれど……。

「そういえば。昨日中村さんが訪ねてきて、お仕事を依頼してくれたんです」

「中村って……、あの男か」

「あ、このイチゴも中村さんにいただいたんですよ」

　私が付け加えると、イチゴののったお皿を見下ろし、眉をひそめる貴士さん。あからさまにむすっとした不機嫌な表情は、大人で余裕のある貴士さんらしくない。

「俺が留守の間に綾花に会いにくるなんて、気に入らない」

「お仕事の話をしにきたんですよ。せっかくなので、イチゴ食べましょう？」

　貴士さんがどうして怒っているのかわからないけれど、一応そう説明しながらイチゴをひと粒つまみ上げ口に運んだ。

　中村さんの実家で作ったというイチゴは少し小粒で、実がぎっちりと詰まっていて美味しかった。思わず頬がゆるむ。

「甘酸っぱくて美味しい」

「綾花はイチゴが好きなのか？」

　不満顔の貴士さんにたずねられ、「果物の中では一番好きです」と頷く。

「じゃあ俺は、町中のイチゴを買い占めて綾花にプレゼントする」

「なに言ってるんですか。そんなの食べきれませんよ」

　困惑しながら言うと、貴士さんはこちらに身を乗り出してきた。和テーブルをはさんで座る私を、端整な顔でジッと見つめる。

　なんだろうと思っていると、「食べさせてくれ」と言われ跳び上がった。

「わ、私がですか？」

「他に誰がいるんだよ」

「確かにそうですけど……」

　戸惑う私を、貴士さんは頬杖をついて眺めていた。おもしろがるような意地悪な視線に、鼓動が速くなっていく。

「早く」

　こういう時の貴士さんは、絶対に引いてくれない。観念した私はお皿の上からイチゴをつまみ上げ、貴士さんの口元に差し出した。

　貴士さんは顔を傾け、口を開く。白い歯が私の持つイチゴをかじる。果汁があふれ形のいい唇をわずかに濡らす。

　その間も、黒い瞳はずっと私を見つめたままだった。

　ただイチゴを食べているだけなのに、色っぽすぎる……！

　私は心の中で勘弁して、と悲鳴をあげる。

　貴士さんは濡れた唇を舌で舐めるとくすりと笑った。私の動揺を見透かすような意地悪な表情だった。

「綾花」

　貴士さんに名前を呼ばれた私は、冷静な表情を作りながら「……はい」と返事をする。

「キスしたい」

　そう言われ、動揺を隠しきれずにまた跳び上がった。

「キ、キスって……！」

「ダメか？」

　ねだるような視線が甘すぎて、心臓が止まりそうだ。

「ダメというわけじゃないですけど……っ」

「おいで」

　彼の言葉に逆らえなくて、おずおずと移動する。素直に近づきそばに座った私に貴士さんは小さく微笑み、長い指で頬を撫でた。

　その手はそのまま後頭部に回り、私の顔を引き寄せる。

　唇を押し当て、焦らすように離す。ゆるやかに体温を交じり合わせるように、触れて、優しく食はんで、舐めて。じわじわとキスの密度が濃くなっていく。

　唇の間を割って、舌が入ってきた。私が背筋を固くすると、貴士さんはキスをしたまま目を細めた。

　あやすように口内を舌でなぞりながら、後頭部を包んでいた手で私の髪を撫でる。

　甘やかされているのがわかって、体が熱くなっていく。私は貴士さんの肩にしがみつきながら必死にキスを受け入れる。

「ん……っ、ふ……」

　私の唇からとぎれとぎれに漏れる甘い声を聞いて、貴士さんが機嫌よく微笑む気配がした。

　ゆっくりと唇が離れたときには、私の息はすっかり上がっていた。はぁはぁと肩を上下させていると、貴士さんはくすりと笑い額を合わせる。

「イチゴの味がした」

「そ、そうですか？」

「気付かなかった？」

「だって、必死だったから、考える余裕はなかったです」

「じゃあ、もう一回」

　もう一度顔を近づけてきた貴士さんに、私は悲鳴をあげそうになる。

「ま、待ってください」

　まだ心拍数が上昇したままなのに、またキスしたら血管が破裂する……！

　私が胸を押して拒絶すると、貴士さんが悲しそうに眉を寄せた。

「イヤか？」

「イヤではないですけど……！」

　その表情に罪悪感を覚え、慌てて首を横に振る。すると私の言葉を聞いた途端、にやりと意地悪な笑みを浮かべる貴士さん。

　その顔、カッコよすぎてずるい……！

　貴士さんは笑いながら、私を抱き寄せた。彼の腕の中で身を固くすると、甘酸っぱいキスが降ってきた。




　私は恋愛経験がないから他の人と比べられないけど、貴士さんのキスは気持ちよすぎると思う。

　心の中で文句を言いながら、私は朝食で使ったお皿を洗っていた。貴士さんは私の横で、洗った食器を拭いてくれている。

「そういえば、どういう仕事を依頼されたんだ？」

　貴士さんにたずねられ、私は手を動かしながら説明する。すると、彼はその内容に興味を持ったようだった。

「特産品をブランド化するのはいいアイデアだな」

「昨日お話を聞いた時は、本当に自分の文字でいいのか不安だったんですけど、前向きに考えてみようかなって……」

「綾花の字がたくさんの人に見てもらえるのは俺もうれしい」

　私が言うと、貴士さんは優しく微笑んだ。けれどすぐに表情を険しくする。

「ただ、依頼してきたのがあの男っていうのがおもしろくないけどな」

「そんな」

「そもそも、俺の留守中を狙ってやってくるのが気に入らない。もしまた来たら、カギを開けずにドア越しに対応しろ」

　不満たっぷりの視線に、私は思わず噴き出した。

「どうして笑う？」

「だって、貴士さんがむきになっているから。貴士さんが留守の時に来たのは、たまたまだと思いますよ」

　こんなことで不機嫌になるなんて、まるで子供みたいだ。

　私が肩を揺らしていると、貴士さんは拭いていた食器を置き、こちらに手を伸ばした。優しく髪を撫で、そのまま私の頭を引き寄せる。

　こつんと額がぶつかった。

「一度拒絶されてるんだ。むきにもなる」

「拒絶？」

「俺は一度、結婚を断られているから」

　貴士さんは額を合わせたまま眉をひそめ、低い声でそう言った。その言葉に胸がずきんと痛くなる。

　彼の言う『拒絶』は、姉のことだろう。貴士さんは姉を愛していたのに、姉は違う男の人と結婚しようとしている。

　婚約者に裏切られた心の傷は、今でも彼を苦しめているんだ……。

「綾花？」

　瞳が潤んでいるのに気付いた貴士さんが、私の名前を呼びながら顔を覗き込む。

　長い指が私の髪をすくいあげ、耳にかけてくれた。その優しい仕草にぐっと愛おしさが込み上げてくる。

　私は慌てて息を飲み込み、「なんでもないです」と首を横に振った。

「今日、話し合いがあるそうなので、詳しい内容を聞いてこようと思います」

　気を取り直してそう言うと、貴士さんが「俺も行く」と言い出した。

「なに言ってるんですか」

　驚いて目を丸くすると、「あの男も来るんだろ」と貴士さんは不満そうな顔をする。

「お仕事ですから、私ひとりで行ってきます」

　苦笑いしながらそう言った。

　けれど、彼のこの独占欲は、私への愛情ではなく姉に裏切られた反動なんだと思うと、ずきりと胸が痛んだ。




　特産品のブランド化計画の話し合いは、役場の中にある会議室で行われた。

　人と話すのが苦手な私は、少しでも落ち着いていられるようにと、お気に入りの灰はい桜ざくら色いろの結ゆう城き紬つむぎを着て役場へ向かった。

　初めての場所に初対面の人たちだらけの会議。最初は緊張したけれど、中村さんをはじめ今回の企画に携わる職員さんたちはのんびりとした田舎町らしく、おおらかで優しい人ばかりだった。

　過疎化や後継者不足、商店街の衰退。町が抱える問題を打開するには、地元の産業を活性化させるしかないと、特産品をブランド化して全国に売り出す計画を熱く説明される。

　話を聞くうちに、やってみたいという思いが強くなってきた。

　私の書が少しでも町のみなさんのお役に立てるなら、チャレンジしてみたい。

　自室で書の練習をして、子供たちに書道を教えて、部屋を掃除し庭の手入れをする。二年間そんな日々を繰り返してきたけれど、この狭い世界から一歩踏み出してみたいと思った。

　そう考えられるようになったのは、貴士さんの影響かもしれない。

「私でよければ、喜んでお受けします」

　そう言うと、関係者の皆さんは拍手をしてくれた。

　詳しい納期や料金など具体的な話を終え、「よろしくお願いいたします」と頭を下げる。

　私が会議室を出ようとすると、中村さんが立ち上がり一緒に廊下についてきた。

「綾花さん。玄関までお送りします」

「あ、わざわざありがとうございます」

「少しふたりで話したかったので」

　そう言われ、ふたりで並んで廊下を歩く。

「会議、緊張しました？」

「最初は緊張していたんですけど、みなさん優しくて安心しました」

「よかった。実は職員たちも緊張していたんですよ」

　中村さんの言葉に、私は首を傾げる。

「綾花さんが入ってきた途端、職員みんな『こんな美人の先生が来るなんて聞いてないぞ』って慌ててそわそわしはじめたの、気付きませんでした？」

「まさか」

　目を丸くする私を見て、中村さんはくすりと笑った。

「みんな綾花さんに見とれていて、なんだか自分まで誇らしかったです。『知り合いにとても素敵な書道の先生がいるんだ』って紹介したのは僕なので」

「中村さんの推薦だったんですね。ありがとうございます」

　お礼を言うと、中村さんは笑顔で首を横に振る。

「いえいえ。急なご依頼の上に、納期もタイトで申し訳ないです」

　町名と数種類の商品名を来週中にとお願いされている。

　期限は短いけれど、デザイン性の高いアート作品ではなく、あくまで楷書でわかりやすくとの注文なので問題ないだろう。

「大丈夫ですよ。精一杯頑張ります」

　そう言って微笑むと、中村さんの頬が赤くなった。そのまま言葉に詰まってしまった彼に首を傾げながら、無言で役場の廊下を歩く。

　改めてスケジュールを頭に思い浮かべ、「来週中……」と呟いた。

　パッケージの納期と同じく来週いっぱいで、貴士さんが言っていた一カ月間の同居期限になる。

　まだ貴士さんがいつ東京に帰るのかはっきり聞いていないけれど、一緒に暮らせるのもあと少しなんだと実感して、寂しさが押し寄せてきた。

　思わずうつむくと、隣を歩く中村さんが立ち止まった。どうしたんだろうと思い、後ろを振り返る。

　中村さんは真剣な表情で私を見つめていた。

「綾花さんは、幸せですか？」

　唐突な質問に戸惑い、私は首を傾げる。

「婚約者の都築さんが来てから、綾花さんはどこか悲しそうに見えます。昨日も都築さんが東京に行っている間、ひとり家に残されて寂しそうにしていましたよね」

「そんなことは……」

「都築さんと結婚して、綾花さんは幸せになれるんですか？　本当に、ふたりは愛し合っているんですか？」

　その言葉が、胸に深く刺さった。

　貴士さんが私と結婚するのは、親同士の約束を果たすためだ。そこに愛はない。だって彼は、私じゃなく姉の渚沙を愛しているんだから。

「それに綾花さんがおじい様の家を守るなら、結婚したって都築さんと一緒にはいられませんよね。そんな生活が本当に幸せなんですか？」

　中村さんは私に向かって一歩踏み出しながら続ける。

「俺なら、綾花さんに寂しい思いなんてさせません。悲しませたりもしません。ずっとそばにいて幸せにしますから……」

　中村さんがそう言ったとき、後ろから手が伸びてきた。誰かが私の肩を抱き、強引に引き寄せる。

「誰が誰を幸せにするって？」

　低い声に驚いて振り向くと、貴士さんの横顔があった。ぞくっとするほど鋭い視線が中村さんに向けられていた。

「た、貴士さん……」

「綾花を泣かせるのも幸せにするのも、俺だけだ」

　威圧感のある声でそう言って、中村さんを見下ろす。中村さんは驚いた表情をしていたけれど、ぐっと唇を噛み貴士さんを見つめ返した。

　ふたりの間に冷たい火花が散った気がした。

「綾花。今回の話は断るぞ」

　その言葉に私は驚いて目を丸くする。

「でも、みなさんすごく熱心に町のことを考えていて……」

「熱意があろうがなかろうが、仕事のオファーで呼び出しておいて言い寄る男を信頼できるわけがない。しかも婚約者がいると知っていて口説くなんて、仕事相手として問題外だ」

　貴士さんが冷たく切り捨てると、中村さんがハッとしたように顔色を変えた。

「失礼しました。確かに個人的な想いを伝えるのは、不適切でした」

　硬い表情で深く頭を下げる中村さんに、私は首を横に振る。

「いえ。お受けしたお仕事は、心を込めて書かせていただきます」

「綾花」

　私の言葉を聞いて、貴士さんは表情を険しくした。私が中村さんの仕事を引き受けたのが不満なんだろう。だけど……。

　私はきゅっと背筋を伸ばし、貴士さんの顔を見上げる。

「やってみたいんです。自分の書を、たくさんの人に見てもらえるチャンスなので」

　私がそう言うと、貴士さんはため息をついた。




　貴士さんとふたりで玄関から外に出る。駐車場の端に貴士さんの白い車が停まっているのが見えた。

　わざわざ私を迎えにきてくれたんだろうか。

　そう思いながら貴士さんを見上げると、彼は「雨が降り出しそうだったから」と短く答える。

　確かに、鉛色の空からは今にも雨が落ちてきそうだった。

「ありがとうございます。でも、天気予報を見たので、傘はちゃんと持ってましたよ」

　折り畳み傘を出して見せたけれど、彼は一瞥しただけで私の腰を抱いて車へと進む。どうやらまだご機嫌斜めのようだ。

　車の助手席に座りドアを閉める。運転席に座った貴士さんに睨まれ、緊張で背筋が伸びた。

「念のために、迎えにきてよかった」

「貴士さん……？」

「綾花があの男に口説かれているのを見て、嫉妬で狂うかと思った」

　低い声で言われ、心臓が跳ねる。苛立っている彼の横顔は、迫力があるのに色っぽい。

「中村さんはきっと、私が頼りないので気にかけてくれているだけで……」

　そう言いかけると、貴士さんの手がこちらに伸びてきた。肩をシートに押し付けられ、身動きが取れなくなる。

　驚いて見開いた視界には、険しい表情でこちらを見下ろす貴士さん。その男の色気に、鼓動が速くなる。

「綾花は、無防備すぎる」

「そんなこと……」

「自分が誰のものなのか、きちんと自覚しろ」

　低い声で鼓膜を震わせると同時に、唇が重なった。噛みつくような乱暴なキスに、一瞬息が止まる。

　苦しくて唇を開くと、貴士さんの舌が入ってくる。

　柔らかい舌先で歯列や上あごをなぞられる。そのたびに快感が込み上げてきて、腰がぴくんと跳ねる。

「た、貴士さん……。車の中……っ」

　私はなんとか理性を奮い立たせ、キスの合間に必死にそう訴える。

　駐車場に停めた車の中でこんなキスをするなんて。誰が見ているかわからないのに。

　貴士さんは助手席側の窓にダン！と手を付きこちらを見下ろした。

「こんなに広い駐車場の端に、わざわざ来るやつなんていない」

「でも……」

「それとも、綾花の婚約者は俺だってわかるように、みんなに見せつけてやろうか」

　貴士さんはそう言って挑戦的に微笑む。

　大きな手に顎を掴まれ、また唇を塞がれた。激しいキスに翻弄されるうち、気持ちがよすぎて体から力が抜けた。

　ふわふわと浮かんでいるような浅い眠りから覚める。

　目を閉じたまま小さく身じろぐと、誰かがギュッと私を抱きしめた。私はこの感覚を何度も体験しているからわかる。貴士さんの腕の中だ。

　そう思いながらゆっくりとまぶたを上げる。視界に映ったのは見慣れた居間の景色。天気予報通り雨が降り出したようで、縁側に続くガラス戸の向こうから雨粒が庭の木々を叩く音が聞こえてきた。

　どうやら私は居間に置かれたソファの上で寝ていたらしい。

　身をよじって振り向くと、予想通り貴士さんが私を抱きしめていた。

「目が覚めたか？」

「貴士さん。私……」

　ぼんやりしながらたずねると、貴士さんは「覚えてないか？」と小さく笑った。

「車の中で貴士さんにキスをされたのは覚えていますけど……」

　呟きながら、一生懸命思い出す。

　貴士さんの情熱的なキスが気持ちよくて、どんどん体から力がぬけて、頭の中がとろんとして……。

　腰が砕けたように全身からくたりと力が抜けた私を、貴士さんは優しく抱きしめてくれた。その温もりが心地よくて、そのまま眠ってしまったようだ。

　そう自覚してぶわっと頬が熱くなる。すると、その動揺を感じ取った貴士さんが、私の耳元でくすりと笑った。

「気を失うほど、俺のキスは気持ちよかったか？」

　甘い声で囁かれ、私は悲鳴をあげそうになる。

「ち、違います！　昨日は寝不足だったから寝てしまっただけです！」

「へぇ。寝不足だったんだ？」

「そうです。ほら、貴士さんがいないのが寂しくて、なかなか寝る気になれなくてお酒を飲んだから……」

　慌てて言いつくろうと、貴士さんの笑みが深くなった。にやりと上がった口角を見て、今のは失言だったと気付いた。

　昨夜のやり取りは酔っぱらっていて覚えていないとごまかしたのに、自分から貴士さんがいなくて寂しかったと暴露してどうする。

　なんとかして言い訳しようと頭を悩ませていると、貴士さんの腕が私をギュッと抱きしめた。

「あー、もうほんと……」

　貴士さんは疲れた口調でそう言った。

　もしかして、あきれられた？　不安になって振り返る。目が合うと、貴士さんはため息をついた。

「本当に、綾花は行動も発言も表情も。いちいちかわいすぎる」

　真顔で言われ、一気に頭に血が上った。

「そ、そうやって、からかわないでください」

「からかってない。綾花はこんなにかわいいのに、無自覚だから困る」

　そう言われると、こっちがリアクションに困る。

　言葉が出なくて口をパクパクさせていると、貴士さんははぁーっと息を吐いてから「さっきは悪かった」と呟いた。

「綾花が他の男に口説かれているのを見て、頭に血が上った」

「そんな……」

　貴士さんの謝罪に、戸惑いながら首を横に振る。

「もしあの時俺が迎えに行かなかったら、あの男の言葉に綾花の心が揺らいでいたかもしれないと思うと、焦りと嫉妬が抑えられなくなった」

　そう呟いた貴士さんの表情は、とても切なげだった。

　もしかしたら貴士さんは、婚約していたのに違う男の人との駆け落ちを決めた姉を思い出しているのかもしれない。そう思うと、胸が痛くなる。

　こうやって私に執着するのは、姉に裏切られた傷がまだ癒えてないからだろう。

「私は、揺らいだりしません！」

　むきになって宣言すると、貴士さんは目を丸くした。

「貴士さん以外の誰に口説かれたって、好きになったりしませんから」

「本当に？」

「本当です」

　後ろから私を抱きしめていた貴士さんは、体を起こしながらこちらを見つめる。

「そうやって断言できるのは、俺を好きだから？」

　問いかける声色は、確信に満ちていた。

「それは、その……」

　なんて答えればいいのか戸惑い視線を泳がせる。

　貴士さんは私の肩を掴むと、ソファの上に押し倒した。

　ぎしりとスプリングがきしむ音がして目を見開く。視界には、背もたれに手を置いてこちらを見下ろす貴士さん。

　彼は私の帯締めに手を伸ばし、長い指で器用に結び目を解く。しゅるりと音を立て組み紐が抜き取られた。

「な、なんで紐を解いているんですかっ！」

「着物がどういう風になっているのか興味があるから」

　慌てる私を楽しむように、貴士さんは唇の端を引き上げる。その間も、指は帯揚げの結び目を解いていた。

「着物の仕組みが気になるなら、いくらでも説明してあげますから、勝手に脱がせないでください！」

　じたばたと暴れる私に、貴士さんはくっくっと楽しげに肩を揺らしながら「冗談だよ」と短く笑った。

　よかった。冗談だったのか。ホッと胸を撫でおろした隙に、貴士さんは私の背中に手を回し帯までほどく。

　床の上に帯が落とされた。灰桜色の着物が大きくはだけ、中に着ている長なが襦じゅ袢ばんがさらされる。

　このままじゃ、全部脱がされてしまう……！

　着物を脱がせていく貴士さんに、私は焦る。慌てて着物の前をかき合わせて長襦袢を隠そうとすると、その手を掴まれた。

「興味があるのは、着物じゃなくて中身だ」

　耳元で囁いた貴士さんは、長襦袢の衿に手をかけ袷あわせを左右に開く。鎖骨や肩、胸元まであらわになった。彼に見られていると思うと、肌が赤く染まる。

　恥ずかしさと緊張で瞳が潤んでいく。すると彼がため息をついた。

「綺麗だな」

「そんなこと……」

　彼の呟きに首を左右に振る。こんな乱れた姿が綺麗なわけない。

「艶やかって、こういうことを言うんだろうな」

　欲の滲む声で熱っぽく囁かれ、私の体も熱くなった。

　貴士さんは私の首元に唇を落とす。その柔らかな感触に、勝手に体がソファの上で跳ねる。

「ま、待ってください……」

　肩を押し返そうとすると、貴士さんは私の鎖骨を甘噛みしながら視線だけ上げて、にやりと笑った。

「キスだけで失神してしまうんだから、もう少し俺に慣れてもらわないと困る」

「慣れるって……、んんっ」

「こんなに長い間我慢しているのに、いざ抱こうとした時にまた気を失われでもしたら、いい加減理性が持たない」

「まだ、抱かれるって決まったわけじゃ……」

　なんとか抵抗しようと両手で胸元を隠すと、今度は足に触れられた。じたばたと暴れたせいで襦袢の裾が乱れていた。

　大きな手が裾の間から忍び込み、私の足を柔らかく撫で上げる。ふくらはぎ、膝裏、ふとももと、どんどん移動していく手に、どうしていいのかわからなくなる。

「た、貴士さんっ、ダメです……っ」

「そんなに緊張するな。大丈夫だから」

「大丈夫、ですか……？」

「あぁ。気持ちいいことしかしないから、素直に感じてろ」

　熱っぽい視線と声に、体の中心がとろりととけていくような気がした。




　私は台所で頬をふくらませながら夕食の支度をしていた。

「怒ってるのか？」

　冷蔵庫に背をあずけ私を観察する貴士さんに問われ、無言で首を縦に振る。

「あんなに気持ちよさそうにしてたのに？」

　貴士さんが言うと同時に、がちゃんと大きな音が響いた。動揺しすぎた私がお玉を落としたのだ。

「そういうこと、さらっと言わないでください！」

　ソファの上で貴士さんにされたことを思い出し、頬が発火しそうなほど熱くなる。

「私は、ダメだって言ったのに……」

　抵抗したけれど、貴士さんの甘いキスで宥められているうちに、体のあちこちに触られ、いろいろされてしまった。恋愛経験ゼロの私にとってあんな感覚は初めてで、どうしていいのかわからず、ただあえぐしかできなかった。

　涙目で貴士さんを睨んだけれど、彼は悪びれるどころか涼しい顔だ。

「あんな声でダメと言われて、止められるわけがないだろ。むしろ、あれだけで我慢した俺の理性を褒めてもらいたいくらいだ」

「理不尽……！」

　唇をとがらせて抗議すると、貴士さんはくっくっと楽しそうに笑う。その余裕が憎らしくて、私は顔をしかめた。

「貴士さんがいる時は、着物を着るのはやめようと思います」

「俺が脱がせるから？」

　彼の質問に無言で頷く。

　ちなみに今は洋服だ。スタンドカラーのブラウスに、ひざ丈のスカートという露出の少ない服装に着替えた。

　すると貴士さんは冷蔵庫にもたれていた体を起こし、こちらに近づいた。そして私の背後に立つ。

「言っておくけど、洋服の方がもっと簡単に脱がせられるぞ」

「え……？」

　貴士さんの手が私の胸元に伸びた。片手で器用にブラウスのボタンをはずす。はだけた胸元から中に着ているキャミソールが覗いていた。

「ほらな」

　にやりと笑われ、頭に血が上る。

「なにするんですか！」

　慌てて胸元をかき合わせながら叫ぶと、貴士さんは楽しそうに声をあげて笑った。

　もう本当に、心臓が持たないから、勘弁して……！




　その夜、家に電話がかかってきた。レトロな呼び出し音を響かせる黒電話の受話器を持ち上げる。

「もしもし。葛西です」

『あ、綾花？』

　電話の向こうから響いたのは、明るい声。

「お姉ちゃん……？」

　慌てて周りを見回す。

　貴士さんはちょうどお風呂に入っているはずだ。電話がかかってきたのが、彼がいないタイミングでよかったと胸を撫でおろす。

『久しぶりね。元気にしてた？』

「元気にしてた？じゃないよ。お姉ちゃんは貴士さんと婚約していたのに、他の人と結婚するって、どういうこと？」

『そうそう。来月にはアメリカに行こうと思ってるんだよね。落ち着いたら綾花も遊びにおいで』

　姉の楽しそうな口調に唖然とした。

「なにのん気なことを言ってるの。お姉ちゃんのせいで、貴士さんは私と婚約するんだよ」

『お父さん、『絶対に貴士くんとうちの娘を結婚させる』って昔からうるさかったから、綾花が都築家に嫁いでくれて本当に助かるわ』

「助かるって……」

　姉は自分の都合しか考えておらず、自分の行動がどれだけ深く貴士さんを傷つけたのか、わかっていないようだ。

　二年前に姉の部屋の前で聞いてしまった貴士さんの言葉が耳の奥によみがえる。

『俺は、本気で好きなんだ。なにがあっても、結婚したいと思っている』

　彼は姉に向かって、真剣にそう言っていた。

　ドア越しに聞いたから彼の表情はわからなかったけれど、声だけでも十分、貴士さんが姉を愛しているのが伝わってきた。

　それなのに……。

　貴士さんの気持ちを考えると、胸が引き裂かれるように痛む。

　彼が私に対して見せる独占欲も嫉妬も、すべて姉に裏切られた心の傷が根本にあるんだと知っているから、なおさら切なくてどうしていいのかわからなくなる。

『そういえば、貴士と一緒に暮らしてるんだってね』

「知ってるの？」

『うん。昨日、東京で貴士に会ったし』

「え……」

『貴士が綾花の家に押しかけたって聞いて、詳しく事情を説明しなさいってメッセージを送って呼び出したのよ』

　貴士さんは仕事で東京に戻っていたけど、姉に会ったんだ……。

　心の奥がしんと冷えた。受話器を持つ手が震える。

　もしかして、仕事だって言ったのは嘘で、本当は姉に会うために東京に行ったの？　そんな疑念が湧き上がる。

　いや、姉と貴士さんは幼馴染なんだから、ふたりで会っていたって別に不思議じゃない。けれど、それを秘密にされていたのが悲しかった。

『もし貴士が綾花になにか意地悪をしたら、私がとっちめにいくからいつでも連絡するのよ』

「大丈夫だよ。貴士さんは、優しいから」

　動揺が声に出ないように、必死に平静を装いながらそう言った。

『それならよかった』

　なんの疑問も持たず明るく言った姉に、うまくごまかせたとホッとする。

『アメリカに行く前に、一度そっちに遊びに行くわ』

「え、この家に？」

『なにか問題ある？』

　不思議そうに聞かれ、慌てて「そういうわけじゃないけど」ととりつくろう。だけど、心の中は複雑だった。

　貴士さんはまだ姉を愛している。だから、姉と一緒にいる貴士さんを見るのが怖い。

　私に向けるものとは違う、もっと愛情のこもった視線で姉を見つめる貴士さんを想像するだけで、引き裂かれるように胸が痛んだ。

『それじゃあまたね』

　明るく言って電話は切れた。のろのろと受話器を電話に戻すと、チン、という金属音が静かな居間に響く。

　私は電話に手を置いたまましゃがみ込み、しばらく床を見つめていた。込み上げてくる涙を、必死にこらえながら。










同居のリミット




　翌日。私は自室にひとり閉じこもり、黙々と墨を磨っていた。

　依頼されたロゴの作成のために、膨大な量の習作を重ねる。そのためには、墨を磨る作業だけで軽く一、二時間はかかる。

　電動の墨磨り機もあるけれど、私は自分の手でゆっくりと墨を磨るのが好きだ。

　しんと静まった和室に響く微かな摩擦の音。ふわりと漂う墨の香り。次第に粘度を増し黒く染まっていく水。

　単純な作業を丁寧に繰り返していくうちに、心のたかぶりが落ち着き、呼吸が深くなる。集中力が高まり、余計なことが頭から抜け落ちる。

　書に向き合っているときだけは、貴士さんや姉のことを考えずにすんだ。

　私は現実から逃げるように、書に没頭していく。

「――綾花」

　名前を呼ばれ、ハッとして顔を上げる。和室の入り口を振り返ると、険しい表情の貴士さんが立っていた。

「綾花の仕事の邪魔はしたくないけど。いくらなんでも熱中しすぎだ」

　言われて辺りを見回す。窓の外はもう暗くなっていた。いったい何時間机に向かっていたんだろう。

「すみません……、急いで食事の準備を」

　慌てて立ち上がろうとした私に、貴士さんはため息をつく。

「そんなことはいい」

「でも」

「食事の支度は俺がやるから、綾花はゆっくり風呂に浸かって体を休めろ」

　ぎろりと睨まれ跳び上がった。

　あ、これは怒ってる。素直に貴士さんの言うことを聞いた方がいいと、本能で危険を察知した。

　浴室に向かうと、たっぷりのお湯が張ってあった。しかも、私が好きな入浴剤まで入っている。

　貴士さんが、私のためにわざわざ準備してくれたのかなと思うと、申し訳なさとうれしさが同じくらい込み上げてくる。

　体をざっと洗い、乳白色のお湯に体を鎮める。温かいお湯に包まれて、自然と長いため息が漏れた。

　知らないうちに背中や腕が凝っていたようだ。お湯の中で手足を伸ばすと、バキバキと音が鳴った。

　私は夢中になると周りが見えなくなるタイプだから、ひとりだったら食事やお風呂はもちろん、寝る時間まで惜しんで机に向かっていたかもしれない。そんな風にがむしゃらに打ち込んで、いい書ができあがるわけがない。

「貴士さんの優しさに感謝しないと……」

　そう呟くと、「そんなの気にしなくていい」と返事が返ってきた。

「えっ！」

　驚いてお湯の中で跳び上がる。

　脱衣所を仕切るドアを見ると、ガラス窓の向こうに長身の人影。しかも断りもなくドアが開かれる。

「貴士さん、なんで入ってくるんですか！」

「髪を洗ってやろうと思って」

「結構です！」

　叫ぶように言って、お湯に顎まで浸かり腕で体を隠す。

「俺の優しさに感謝していたんじゃないのか？」

　人の入浴中に勝手に乗り込んでくるという暴挙を働いているくせに、意地悪な笑みが様になっていて、心臓がきゅんと飛び跳ねる。

　いやいや、ときめいている場合じゃない！

「誰もここまでの親切は望んでいません！」

「お湯に浸かったままでいいから、頭をこっちに出せ」

「だから、人の話を聞いてください！」

　動揺しまくる私を見下ろし、楽しげに微笑む貴士さん。こういう表情の貴士さんが絶対に引いてくれないのは、経験上わかっている。

「もうーーーーっ」

　私は思い切り顔をしかめながら、浴槽のふちに手を置いて頭を出した。

「真下を見てると顔が濡れるから、少し横を向いた方がいい」と言われ、素直に貴士さんとは反対の壁に顔を向ける。

「いい子だな」

　貴士さんはご機嫌に言って、私の髪にシャワーでお湯をかける。

「人の髪を洗って楽しいんですか？」

「楽しいよ。なんなら髪だけじゃなく、体中すみずみまで洗ってやろうか」

「結構です！」

　慌てて首を横に振ると、頭上でくすくすと笑い声がした。

　貴士さんはシャンプーを手に取り泡立てる。優しくマッサージするように触れる指の感触が気持ちよくて、自然と吐息が漏れた。

　トリートメントを丁寧にもみ込み、お湯で流してくれる。ようやく終わったとホッとすると、長い指が今度は私の肩に触れた。

「それにしても、細い首だな」

　貴士さんが肩から首へと指をすべらせながら、しみじみと呟く。

　横を向いているけれど、お湯から出ているうなじや肩は見られている。そう気付いて、緊張と恥ずかしさで体が熱くなった。

「白くて華奢で綺麗で、陶器でできた美術品みたいだ」

　貴士さんは呟きながら、私の肩に触れた指にぐっと力を込めた。

「あ……」と思わず吐息が漏れる。

「綾花はこのところ無理をしているように見えたから心配していたけど、やっぱり凝ってるな」

「そんなこと、ないです」

「強がるな。気持ちいいだろ？」

　貴士さんは言いながら、私の首から肩をマッサージする。

　とくに疲労がたまっている右肩を指圧され、「んっ」と短い声が出た。

「ここか？」

「んんっ、そこ……です」

　浴槽のふちにしがみつきながら、こくこくと頷く。

「じゃあこっちは？」

「あ……、そこも、気持ちいい……」

　素直に呟くと、貴士さんの手が止まった。どうしたんだろうと顔を上げると、彼は苦笑いを浮かべていた。

「そうやって、色っぽい声を出されると、変な気分になる」

「色っぽい声なんて出してません！」

　慌てて体を起こし否定した私に、貴士さんはいたずらっぽく口の端を引き上げた。

「随分気持ちよさそうだったから、これからは俺が髪を洗ってやるよ」

「なんでそうなるんですか！」

「綾花は書道に没頭しすぎているから、なるべく腕に負担をかけない方がいい。しばらくは家事も全部俺がやる」

　貴士さんの過保護すぎる宣言に、私は目を丸くした。




　それから一週間が過ぎ、貴士さんは宣言通りすべての家事をやってくれるようになった。

　私が起きるともうすでに朝食の準備は済んでいるし、お皿を洗おうとすると横からスポンジを奪い取られ『綾花は休んでろ』と説教される。

　しかも浴室での洗髪とマッサージも彼の仕事になってしまった。ちなみにドライヤーで私の髪を乾かすのも貴士さんだ。

　思い切り甘やかされているなぁと、しみじみ思う。

　そしてなにより問題なのが、その過保護すぎる気遣いを心地いいと感じている自分だ。

　貴士さんとの同居期限は、あと一週間しかないのに……。

　彼が出ていき、ひとりきりでこの家にいる自分を想像するだけで寂しくなる。

　もとの暮らしに戻るだけなんだと自分に言い聞かせても、胸の痛みは強くなる一方だった。

　その日も私は自室にこもり和机に向かっていた。仕事をひと段落させて部屋を出ると、居間の縁側に腰かける貴士さんを見つけた。

　私の足音に気付いた彼がこちらを振り返る。そして口元に人差し指を当て「しー」と微笑んだ。

　どうしたんだろう。

　首を傾げた私は、彼の膝の上にもふもふの生き物がいるのに気付いた。

　え、シマノさんが、貴士さんの膝の上で寝ている……！

　衝撃で目を見開くと、彼はくすくす笑いながら手招きをした。

　足音を忍ばせそっと近づく。シマノさんは安心しきっているのか、貴士さんの膝の上でごろりとお腹を見せて転がっていた。

　かわいい……っ！

　感激した私は、心の中で叫び声をあげる。シマノさんと出会ってから二年。こんな無防備な姿を見たのは初めてだ。

　貴士さんはいつの間にこんなにシマノさんとの距離を縮めていたんだろう。

「綾花も撫でてみるか？」

「だ、ダメです。私が触ったら逃げちゃいます」

　私がひそひそ声で言うと、貴士さんは見本を見せるようにシマノさんののどを撫でる。

「大丈夫だよ。シマノさんも撫でられるのが好きだから」

　長い指に顎の下を撫でられたシマノさんは、目を閉じたまま気持ちよさそうにぴくぴくと前足を震わせた。

「ほら綾花。肩の力を抜いて、リラックスして」

　耳元で囁かれ、頷いてからおずおずと手を伸ばす。私の指がシマノさんに触れると、ぴくんと三角の耳が動いた。

　緑がかった大きな目が開き、私を見る。思わず跳び上がりそうになったけれど、なんとかこらえて見つめ返す。

　シマノさんはジッと私を観察した後、『仕方ないから少しだけ撫でさせてやる』と言いたげな表情でまた目をつぶった。

「よかったな。撫でてもいいってお許しが出た」

「うわぁ、うれしいです……」

　柔らかな手触りに感激しながら綺麗な毛並みを撫でる。

　彼女はしばらく険しい表情をしていたけれど、次第に慣れてきたのかゴロゴロとのどを鳴らしはじめた。

　信じられない。ここに来てから二年間、シマノさんは私と目が合うだけで警戒して逃げ出していたのに。

　日当たりのいい縁側に貴士さんとふたり並んで座り、シマノさんを見下ろす。とても穏やかで静かだった。

　この時間が、永遠に続けばいいのにと心の中でひそかに願う。

　すると、目の前に影が落ちた。なんだろうと視線を上げると、貴士さんが縁側に手を付き、こちらに体を寄せていた。

「貴士さん……？」

　顔が近づく。恥ずかしくて私が体を引こうとすると、「動くとシマノさんが起きるぞ」と囁かれた。

　彼の膝の上には気持ちよさそうに眠るシマノさん。隣に座る私が動けば、彼女の眠りの邪魔をしてしまうだろう。

　私が素直に動きを止めると、貴士さんは微笑んでキスをした。唇が触れるだけの優しいキスだった。

　愛おしさが込み上げてきて、私は泣きたくなる。

　どうしようもないくらい、貴士さんのことが、好きで好きで仕方ない。




　翌朝、目を覚ました私はいつものように居間に行く。台所にはすでに朝食の準備がされていた。

　貴士さんの姿がないのは、毎朝の日課のランニングに行っているからだろう。

　彼にばかり家事をしてもらうのは申し訳なくて、もっと早く起きようとした日もあった。

　けれど、物音で貴士さんに気付かれ、お互いにどんどん起きる時間が早くなるという意地の張り合いになってしまったので、諦めて素直に好意に甘えるようにしている。

　台所にあるのはお鍋の中の野菜がたっぷり入ったミネストローネスープと、グレープフルーツやレタスをドレッシングであえたフルーツサラダ。それからふわふわのロールパン。

　今日の朝ご飯も、とても美味しそうだ。

　男っぽくてカッコよくて、家事なんてやらなさそうな外見なのに、貴士さんはすごく料理上手だ。昼食や夕食には、プロ顔負けの手の込んだ美味しい食事を手際よく作ってくれる。

　貴士さんは、いったいどこで料理を覚えたんだろう。

　そう思いながら縁側に続く引き戸を開け、朝の空気を吸い込みながら伸びをする。青い空に白く眩しい太陽が光っている。今日もいい天気だ。

　ランニングから帰ってきた貴士さんと、向かい合って朝ご飯を食べる。

「貴士さんって、ちょっと完璧すぎませんか？」

　私がため息をつくと、彼は首を傾げてこちらを見た。

「完璧？」

「社長さんで有能で見た目もよくて、その上料理もできちゃうなんて……」

　彼が用意してくれた朝食は、スープもサラダもものすごく美味しかった。

　ランニングから帰ってきてから作ってくれたオムレツはとろとろの半熟だ。手慣れた様子でフライパンを振る姿がカッコよくて、見とれそうになった。

「そんなことない。ちょっと前まで料理はまったくやらなかった」

「そうなんですか？」

「でも、結婚したいなら料理くらいやれと言われて、厳しく鍛えられたんだ」

　なんでもないことのように口にした貴士さんの言葉に、一瞬手が止まった。

　いったい誰に言われたんですか？なんて聞くまでもない。

　考えてみれば、貴士さんが作ってくれる料理は洋食やイタリアンが多い。私の実家では和食ばかり出ていたけれど、小さな頃から姉は洋食が好きだった。

　彼は、婚約者だった姉のために料理をするようになったんだろう。

　きゅっと唇を噛むと、私の表情に気付いた貴士さんが「どうした？」と聞いてくる。

「なんでもないです」

　かぶりを振って、食事を再開する。

　食べ終えた食器を台所に運ぶと、貴士さんが「今日もまた仕事をするのか？」と聞いてきた。

「はい」

　私がここまで必死になっているのは、依頼されたからにはいい作品を作りたいという思いがあるから。

　それに、納得のいく書ができれば、少しは自分に自信が持てるんじゃないかと思ったからだ。

　自ら起業し成功を収めた有能な貴士さん。そして、世界を飛び回る自由な姉。

　それに比べて私の世界は本当に狭い。いろんなものから逃げてばかりで、外へ目を向けようとしていなかった。

　貴士さんと暮らしているうちに、そんな自分が恥ずかしいと思うようになった。

　だから、頑張りたいんだ。少しでも、自分に自信が持てるように。

「無理するなよ」

　その言葉に「はい」と頷いて、私は部屋に戻った。










ふたりで過ごす最後の夜




「できた……」

　私は完成した書を持ち上げ、ため息を吐き出す。部屋の畳の上は、いくつもの色紙で埋め尽くされていた。

　これで中村さんから依頼されたものはすべて完成した。

　いくつもの習作を重ね、役場の人たちやデザイナーさんと相談しながら、ようやく納得のいく字を書きあげた。

　二週間弱の納期で慣れない仕事をやり遂げるのは大変だったけれど、胸の中は充実感と達成感でいっぱいだ。

　墨がしっかり乾いたのを確認してから、慎重に色紙をファイルにしまう。

　約束の期限は明日だけど、高揚感でジッとしていられない。今から届けにいこうと立ち上がった。

「貴士さん。私、ちょっと出てきます」

　とんとん、と引き戸をノックして、自室で仕事をしている貴士さんに廊下から声をかける。すると部屋の中から立ち上がる気配がして引き戸が開いた。

「出かけるなら、車で送っていく」

「ありがとうございます。でも、天気がいいので歩きます。最近ずっと机に向かっていたので体を動かしたい気分なんです」

　私がそう言うと、貴士さんが「もしかして、仕事が無事終わったのか？」とたずねてきた。

「はい、ようやく。今まで私が仕事に集中できるように、気を遣ってくださってありがとうございました」

「頑張ったな」

　明るい表情の私を見て、貴士さんはふっと口元をほころばせる。優しいねぎらいの言葉とともに、頭を撫でてくれた。

　ちょっと乱暴に髪をかき混ぜる指先に、ドキドキしてしまう。

「これから納品に行ってきますね」

「じゃあ、やっぱり送っていく」

「大丈夫ですよ？」

　かたくなな彼に首を傾げると、「だって、あの男がいるだろ」と不機嫌な声で言う。その見事なまでの仏頂面に、思わず噴き出した。

「農協に納品に行くので、役場に勤める中村さんとは会いませんよ」

「本当に？」

「本当です。それに、貴士さんはしっかりお仕事をしないと、米沢さんに怒られちゃいますよ」

　そう言って彼の背を押すと、貴士さんはしぶしぶ頷いた。

　バッグを持ち、玄関を出る。

　貴士さんが来た頃は満開だった八重桜はもうすっかり花びらを落とし、緑の葉ばかりになっていた。

　空に昇った太陽も、少し前まではうっすらと霞がかったような柔らかな春の日差しだったのに、今は初夏の訪れを予感させるように強く輝いている。

　私は青々とした新葉が茂る枝と、眩しい太陽を見上げてから、歩き出した。




　農協に着き、担当の課長さんに書き上げた色紙を渡す。すると、その場にいた職員さんが集まってきて、一枚一枚確認しては歓声をあげた。

「葛西先生、いいですね！　この文字が大きく入ったパッケージの商品がスーパーに並んだら、絶対に目を引きますよ」

「うん、本当に素敵です」

　口々に褒められ、うれしくなる。

「ありがとうございます」

　私が深く頭を下げると、課長さんが「そうだ」と手を打った。

「ちょうど農家さんが来ていたんですよ。見てもらいましょう」

　そう言って、壮年のご夫婦を連れてきた。彼らは小松菜を作っている農家さんだという。

「わぁ……」

　ふたりは色紙を手に取り呟くと、私の書いた小松菜という文字をジッと見つめた。そのまましばらく沈黙が訪れる。

　色紙と私を何度か見比べた後、ふっと表情を柔らげた。

「すごく、素敵ですね。文字から温かさや人柄が伝わってくる気がします」

　気に入ってもらえてよかった。ホッとして肩から力が抜けた。

「そうでしょう？　依頼してから二週間って無茶ぶりでお願いしてしまったんですが、さすが書道の先生。短期間でもしっかり完成させてくれて……」

　明るく言った課長さんに、農家の奥さんが「二週間じゃないですよね」と呟いた。

「え？」

「実際に書いたのは二週間だったとしても、今まで気の遠くなるくらい長い時間、真摯に筆を持ってきたから、こんな素敵な字が書けるんですよね」

　ひとりごとのような呟きに、なにかが胸にせまってきた。ぐっと呼吸が苦しくなる。

「私たち、結婚してからこちらに移住してきたんです。知識ゼロの状態から農業を始めて、土づくりに種の選び方に水のやり方。すべて試行錯誤の繰り返しで、安定して納得のいくものが作れるようになるまで、何年もかかりました」

　奥さんの言葉に旦那さんも深く頷く。

「実際に種を植えて収穫するまでの時間はほんの数カ月ですけど、そこに至るまでには、途方もない努力と時間が隠されているんです」

　その言葉を聞いて、職員さんたちの表情が引きしまった。私の書いた色紙を眺め、ため息をつく。

「本当ですね。葛西先生にも農家のみなさんにも、もっと感謝しないと。改めて、素敵な文字をありがとうございます」

　深く頭を下げられ、私は慌てて首を横に振った。

「いえ、こちらこそ。こんな素敵な機会をいただけて、本当に光栄です。ありがとうございます」

「そんなそんな、こちらこそ」とみんなで頭を下げ、顔を見合わせてぷっと噴き出した。

　依頼された時は私でいいのかと不安だったけれど、勇気を出してチャレンジしてよかった。感激で、胸が熱くなった。

　喜びと一緒に、もっと書きたいという欲が湧いてくる。

　もっとたくさんの人に、私の書を見てもらいたい。高揚感に胸が湧き立つ。そんなことを思うのは、生まれて初めてだった。

　この気持ちを貴士さんに伝えたい。そう思い、私は急いで家へ向かう。

　ガラガラと引き戸を開け玄関に入り靴を脱ぐと、貴士さんの部屋から話し声が聞こえてきた。

『帰りました』と言いかけた唇を慌てて閉じる。どうやら電話中のようだ。

　邪魔をしないように足音を忍ばせながら廊下を歩いていると、部屋の前を通り過ぎる時に会話が耳に入った。

「わかってる。予定通り、明日には戻る」

　その言葉を聞いて、胸の奥が一気に冷えた。

　貴士さん、明日にはここを出ていくんだ……。

　最初から、この生活は期間限定だってわかっていた。だけど、明日でお別れなんだと思うと、寂しさが込み上げてくる。

　貴士さんとふたりでご飯を食べたり、一緒に縁側で昼寝をしたり、お散歩しながらお買い物に行ったり。一カ月の間に当たり前になっていたことすべてが、もうできなくなってしまうんだ。

　さっきまでのうれしかった気持ちがどんどんしぼんでいく。貴士さんのいない生活を想像すると、勝手に涙が込み上げてきそうになる。

　私はとてもわがままだ。この家と書道教室を守ると決めたのは自分なのに、それが私の使命だと思っていたのに、いつの間にかひとりの生活を寂しいと感じるようになっていた。

　私が居間に入ると、縁側でシマノさんが寝ていた。私の気配に気付いたシマノさんは、ぴくんと片耳を震わせこちらを見る。

　そのまま庭に下りて去っていくかと思ったけれど、シマノさんは自分の毛に鼻先をうずめお昼寝を再開した。

　その姿を見て苦笑する。

　以前はこんな風に縁側で寛いだりしなかったのに。猫の扱いがうまい貴士さんにかわいがられている間に、シマノさんもほだされてしまったようだ。

「私と一緒で、貴士さんと過ごすうちに、すっかり警戒心がなくなっちゃったね……」

　そう話しかけながら縁側に出てシマノさんの隣に腰を下ろす。シマノさんは迷惑そうにこちらを見上げたけれど、逃げ出しはしなかった。

「シマノさん。貴士さん、明日東京に帰っちゃうんだって」

　言葉にすると、彼との別れを実感する。込み上げてきた涙を必死にこらえていると、シマノさんが起き上がった。

　一歩こちらに近づき、私の腕にこつんと頭突きをした。そして、そのまま額をこすりつける。

　まるで私をなぐさめるようなその仕草に、驚いて瞬きをした。

　その拍子にぽろりと涙が一粒こぼれ落ちる。堰を切ったように涙があふれだし、こらえきれなくなってしまった。

「シマノさんも、寂しいよね。貴士さんがいなくなったら……」

　呟きながら両手で顔を覆うと、シマノさんが急に後ろを振り返った。そのまま縁側から庭に下り、あっという間に生け垣の向こうに消えていく。

　どうしたんだろうと不思議に思って振り返ると、そこには貴士さんが立っていた。

「貴士さん……」

　こちらを見つめる険しい視線に、戸惑いながら名前を呼ぶ。

「綾花。どうして泣いてるんだ」

「ええと、これは。ご、ゴミが目に入って」

　苦しい言い訳をして背を向けると、貴士さんは広い歩幅でこちらにやってきた。私の肩を掴み、強引に自分の方を向かせる。

「本当に、素直じゃないな」

　貴士さんは苛立った口調で言って、私を抱きしめた。

「電話の会話を聞いていたのか？」

「ええと……」

「俺がいなくなるのが寂しくて、泣いていたんだろ」

　シマノさんとの会話を聞かれていたんだ。ぶわっと頬が熱くなる。

『違います』と首を横に振ろうとしたけれど、たくましい胸に顔を押し付けられ言葉が出なくなる。貴士さんは私を囲い込むように胸の中に抱きしめながらため息をついた。

「本当に意地っ張りだな。俺はそんなに頼りないか？」

「頼りないなんて、そんなこと……」

「じゃあ。綾花は俺を好きなのに、どうして結婚を拒むんだ」

　そう言われた瞬間、頭が真っ白になった。

「ど、どうして私が貴士さんを好きだって知ってるんですか……っ」

　一緒に暮らしはじめてから今日までの一カ月間。私は彼への想いがばれないように必死に隠してきたのに。

　真っ赤な顔で貴士さんを見上げる。彼ははぁーっと大きなため息をついた。

「そんなの、綾花の表情や態度を見ていたらわかる。俺も強引だったけど、真面目で臆病な綾花が、好きでもない男と同居したりキスを許したりしないだろ」

　そう断言され、ぐっと言葉に詰まった。

　確かにそうだ。強引な彼に流された部分もあるけれど、私が拒めなかったのはどうしようもなく貴士さんを好きだったからだ。

「それに、多少でも好かれている自覚がなかったら、強引に同居を持ちかけたりしない」

　同居前からバレていたなんて。今まで必死に隠してきた私の努力はなんだったんだろうと頭を抱えたくなる。

「じゃあ、私が貴士さんを好きだってわかっていて、からかって振り回していたんですね」

　ひどい、と呟くと、貴士さんが首を傾げた。抱きしめていた腕をゆるめ、私の顔を覗き込む。

「からかうって、どういう意味だ」

「だって、好きでもない相手をあんなに甘く誘惑したり、優しくはげましたりするのはずるいです。ダメだってわかっているのに、どんどん貴士さんを好きになって苦しかった。どんなに好きになっても、貴士さんが愛しているのは私ではなく姉なのに……」

　言いながら胸が引き裂かれるように痛んだ。顔をしかめうつむくと、頭上から「はぁ？」と間の抜けた声が聞こえた。

「なんの話だ」

「だから、貴士さんは元婚約者の姉を愛しているのに、政略結婚をしろとお父様から命令されたから私に求婚したんですよね？」

　私の問いかけに、貴士さんが眉を寄せた。

「違う。俺が好きなのは綾花だ。好きでもない相手と結婚しようとするわけがない」

　貴士さんが私を好き……？

　そう心の中で呟くと、頭に血が上って頬がぶわっと熱くなる。一瞬言葉に詰まってから、慌てて疑問を口にした。

「でも、米沢さんも言ってました。貴士さんは結婚を断られてものすごく落ち込んでいたって。姉に婚約破棄されて傷ついていたんじゃないんですか？」

「結婚を断ったのは、綾花だろ」

「私……？」

「ようやく綾花と結婚できると思って迎えにいったら、『結婚はできません』と拒絶された時の俺の気持ちがわかるか？　ものすごくショックだったんだぞ」

　確かに『貴士さんとは結婚できない』と言ったけど……。

「でも貴士さんは余裕の表情で、一緒に住もうって言ってきたじゃないですか。ショックを受けているようには見えませんでした」

　一カ月前の再会を思い返してみても、桜の花びらが散る中で挑戦的に微笑む彼からは、動揺は感じ取れなかった。

「余裕なんて少しもなかった。どうしたら綾花に俺と結婚すると言ってもらえるだろうかと、必死に考えていた。あのままおとなしく帰るわけにはいかないと思って、とっさに同居しようと提案したんだ」

　あの意地悪な笑みの下では、そんなに必死になっていたの？

　信じられなくて目をまたたかせると、貴士さんはため息をついて小さく笑った。

「で、でも。この前東京に帰った時だって、貴士さんは仕事だって言っていたけど、本当は姉に会いにいったんですよね？」

「まさか」

　私の言葉をはっきりと否定する。

「あっちにいる時に急に渚沙に呼び出されて、少し話しただけだ。わざわざ渚沙に会いにいくわけがない」

「でも、ふたりで会ったのを私に内緒にしていたじゃないですか」

「別に内緒にしていたわけじゃない。渚沙と話しているうちに綾花に会いたくなって真夜中に車を走らせて帰ってきた。そうしたら酔っぱらった綾花にかわいく甘えられて、渚沙と会ったことなんて記憶の中から吹き飛んだ」

　貴士さんに、姉と会っていたことを秘密にされて、寂しさと嫉妬を感じていたのに、貴士さんにとっては忘れてしまうほどささいなことだったんだ。

「頼むから、あんまり情けないことを言わせないでくれ。二年前から、綾花と結婚できると思い込んで必死に頑張ってきた俺が、バカみたいだろ」

「二年前からって、嘘をつかないでください。貴士さんは姉を愛していたじゃないですか」

「なんのことだ」

「二年前。実家の廊下を歩いていたら、姉の部屋から貴士さんの声がしたんです。貴士さんが姉に『本気で好きなんだ』って。『なにがあっても、結婚したいと思っている』って言っていたのを聞きました」

　二年前の失恋の痛みがよみがえり、顔をしかめながら言う。貴士さんは納得したように「あれを聞いていたのか」と呟いた。

「やっぱり、『好きなんだ』って言っていましたよね？」

「確かに言ったけど。それは、渚沙に向けて言った言葉じゃなかった」

　混乱して必死に考える。姉に向けてじゃなかったってことは……。

「その場に他にも人がいたんですか？」

「そうじゃない」

　貴士さんは苦笑して首を振る。そして眉にかかる髪をかきあげながら、真っ直ぐな視線をこちらに向けた。

「渚沙との婚約が発表された日の夜のことは、覚えているか？」

「ええと、貴士さんと姉との婚約にショックを受けて、私は熱を出して寝込んで……」

「それで？」

「それだけです」

　熱にうなされた私は、貴士さんに『姉とじゃなく私と結婚してくれ』と言い寄る夢を見て、自分の身勝手さを思い知ったんだ。

「じゃあ、俺が綾花にプロポーズしたことは、まったく覚えていないんだな」

「えぇ？」

　意味がわからず、口から気の抜けた声が出た。

　プロポーズって、貴士さんが私に？

「親から渚沙と結婚しろと言われたけど、俺は綾花が好きだった。だから渚沙とは結婚できないと葛西家に謝罪に行ったんだ。そうしたら、綾花が熱を出して寝込んでると聞いて、部屋に様子を見にいった」

　待って待って。あの夜、私が熱にうなされているところに貴士さんがやってきた？

　でも、貴士さんが私の部屋に来たことなんてなかったから、私は夢だと思っていたのに……。

　私は混乱しながらあの時見た夢を思い返す。




　あの日、貴士さんと姉の婚約にショックを受け私は熱を出した。

『――綾花』

　私が部屋で寝ていると、低く甘い声がした。うっすらと目を開くと貴士さんが長身をかがめ、ベッドで眠る私を覗き込んでいた。

『貴士さん……？』

　どうして彼がここにいるんだろう。

　私は不思議に思いながら、熱のせいでぼんやりした視線を貴士さんの整った顔に向ける。そして、私は夢を見ているんだと気付いた。

　これは自分に都合のいい、身勝手な夢だ。だってそうじゃなかったら、貴士さんが私の部屋にやってくるはずがない。

　貴士さんは、汗ばんだ肌にはりついた私の前髪を長い指でそっと払い額に触れた。ひんやりとした感触が気持ちよくて、私は思わず吐息を漏らす。

『かなり熱が高いな。苦しくないか？』

　貴士さんはわずかに眉をひそめたずねる。

『カッコいい……』

　心配そうな表情が魅力的すぎて、私はそう呟いていた。

『は？』

『そんなにカッコいい顔で、至近距離で見つめられたら、ドキドキしすぎてもっと熱が上がっちゃいます』

　私にとって貴士さんは近寄りがたいほどの憧れの人で、今まで一度もこんな風に好意を口にしたことはなかった。

　けれど今は熱で頭がぼんやりしているのと、これは夢だという気安さから、理性の箍たがが外れて素直な想いが口からこぼれる。

　貴士さんは少し驚いたように目を丸くした後、形のいい唇を引き上げくすりと笑った。

『じゃあ、俺はもう出ていった方がいい？』

　首をわずかに傾けてこちらを見つめる。部屋にふたりきりだからか、それとも私の夢の中だからか、もともと端整な貴士さんの顔がさらに魅力的に見える。

　できるならもう少し、貴士さんを見つめていたい。

『イヤだ。行かないで』

　気付けば舌たらずな口調でそんなわがままを言っていた。

　普段引っ込み思案な私は、家族にすらこうやって甘えたりはしないのに、夢の中だとこんなにも素直になれるんだと自分でも驚いた。

『もう少し、そばにいてください』

　身勝手な私に、貴士さんは気を悪くする様子もなく『いいよ』と微笑んでベッドの端に腰を下ろす。

　さすが夢だ。私の望みがなんでもかなっちゃうなんて、都合がよすぎる。

『他に、俺にしてほしいことはあるか？』

　貴士さんにしてほしいこと……。

　そう考えた私は、一番強い願いを口にしていた。

『お姉ちゃんと、結婚しないでください……』

　言いながら視界が涙で滲んでいく。

『綾花？』

『貴士さんが好きです。ずっと想い続けてきたんです。だから、お姉ちゃんと結婚しないで……』

『渚沙とじゃなく、自分と結婚してほしいって意味か？』

　貴士さんにたずねられ、自分の身勝手さを実感する。まるで駄々をこねる子供みたいだ。

　そんな自分が恥ずかしくなって毛布を引き上げ顔を隠すと、頭上でくすりと笑う声がした。

『いいよ。結婚しよう』

　わがまますぎる願いにだって、夢の中の貴士さんは簡単に了解してくれる。

『きちんと周りを説得するから、その間待てるか？』

　貴士さんと結婚できるなら、何年だって待てる。顔を隠したまま何度も首を縦に振ると、大きな手が伸びてきて頭を撫でてくれた。

　そしてかぶっていた毛布をそっとめくり、真っ赤な顔をした私を覗き込む。

『結婚を認めてもらったら、綾花を迎えにいく。だから俺を待ってる間、他の男のものになるなよ』

　そう言うと、貴士さんは身をかがめた。唇に温かいものが触れて、キスをされているんだと気付く。

　貴士さんが私にキスしてくれるなんて、夢みたいだ。そう思ってから、これは夢だったと思い出す。

　戸惑う私に付け込むように、貴士さんは角度を変えて唇を軽く合わせる。

『ん……』

　思わず吐息が漏れると、至近距離で貴士さんが微笑む気配がした。わずかに開いた私の唇の内側を、柔らかい舌がそっとなぞる。

　どうしよう。なんだか耳の後ろがぞくぞくして、体が熱くなる。

　生まれてから十八年間、一度もキスの経験はなかったのに。とてもリアルな感触に驚きながらも、気持ちよくてずっとキスをしていたくなる。

　無意識に手を伸ばし、たくましい肩に縋ると、貴士さんがキスをほどいた。

　私はゆっくりと目を開く。キスの余韻にうっとりしながら貴士さんを見上げると、整った顔には苦笑が浮かんでいた。

『これくらいにしないと、理性がもたなくなりそうだ』

『理性……？』

　意味がわからず首を傾げた私に、貴士さんはもう一度苦笑して、額に短いキスをしてくれる。

『綾花。俺が迎えにいくまで、おりこうにして待っているんだぞ』

　その囁きに、私は素直に『うん』と頷いた。




「あれは、夢じゃなかったんですか……っ!?」

　二年前の記憶を思い出した私は、両手で口を覆い悲鳴をあげる。

「夢じゃない。俺は綾花にプロポーズして、自分の家族にも葛西家にも結婚するつもりだと話したのに、おじい様の葬儀があってどたばたしているうちに、綾花は逃げるように東京を離れてしまって驚いた」

「私は、夢の中で姉の婚約者の貴士さんにせまって、姉の幸せを横取りしようとしたわがままな自分が許せなかったんです。貴士さんを忘れるためにも、祖父の約束を守ってひとりで生きようと思って……」

「だからあの後すぐ、家を出たのか」

「それに、貴士さんが姉に告白しているのを聞いてしまったから、幸せなふたりのそばにいるのがつらくて、逃げたんです」

「あれは、渚沙に『ずっと綾花が好きだったから、お前とは結婚できない』と説明していたんだ」

　その会話を断片的に聞いて、勘違いしてしまったんだ……。

「俺たちは、すれ違ってばかりだな」

「すみません。早とちりして逃げ出した私が悪かったんですね」

　羞恥心と申し訳なさとで頭を抱えると、貴士さんは短く笑った。

「俺も父から、『渚沙ちゃんとの婚約を破棄して妹の綾花ちゃんと結婚したいと言うなら、それなりの誠意と覚悟を見せるべきだ』と言われて、都築コーポレーションから離れたんだ。ひとりで起業して認めてもらえるまで二年もかかった。迎えにくるのが遅くなって悪かった」

　今度は反対に貴士さんに頭を下げられ、慌てて首を横に振る。

「そんな、謝らないでください。むしろ、その約束を夢だと思い込んで忘れていた私の方が謝らないと」

　お互いに謝罪しあい、目が合って小さく笑う。

　くすくす笑っていると、貴士さんの視線から笑みが消えた。黙ったまま見つめ合う。自然に顔が近づき、唇が重なった。触れるだけの、優しいキスだった。

　貴士さんはキスをほどくと、こつんと額を合わせてこちらを見る。

「明日一度東京に戻るが、用事を済ませて一週間ほどでまたこっちに帰ってくる」

「そうなんですか……？　ここに住むのは一カ月と言っていたから、もう戻ってこないのかと思いました」

「俺が綾花との結婚を諦めて、そのまま東京に帰るわけがないだろ」

　そう言って、貴士さんは部屋の中に視線を向ける。

　縁側や引き戸、瓦屋根の庇、レトロな革のソファや和テーブルが置かれた居間。一カ月一緒に暮らした古い日本家屋を優しい表情で眺めていた。

「最初は綾花を強引に東京に連れて帰ろうと思っていた。だけど綾花がおじい様との約束を守ってこの家を大切にしているのを見て、考えが変わった。綾花を妻にできるなら、別居婚でも週末だけ俺がここに帰るようにしてもいい」

「そんな。週末にあの距離を往復するなんて。それじゃあ貴士さんの負担が大きすぎます」

「でも、綾花はおじい様が残したこの家を守りたいんだろ？」

　古い家を見上げながら、祖父と最後に交わした会話を思い出す。

　祖父は苦しそうに胸を上下させながら、『あの家はすべて、任せる』と私に言った。その約束を、簡単にやぶることはできない。

　そう考えていると、貴士さんが私を見つめてたずねてきた。

「他に、俺との結婚をためらう理由はあるか？」

「他には……、んっ」

　考えようとしたけれど、貴士さんにキスをされてそれどころじゃなくなってしまう。

「まっ、待ってください……。こんなにキスをされたら、考えられなくなっちゃう……っ」

　私の苦情に、貴士さんはにやりと唇を持ち上げた。そしてキスが深くなる。

　柔らかい舌に上あごをそっとなぞられると、体から力が抜けていった。

　もう何度もキスをしているから、貴士さんは私の弱点を見抜いてる。気持ちいいところを絶妙にくすぐり、ゆるんだ私の舌を甘噛みする。

「や……。んっ」

　鼻から抜けるような甘い声とともに、体がぴくんと跳ねる。

　どうしよう。貴士さんも私を好きなんだとわかったからか、キスが今まで以上に気持ちいい……。

　濃厚なキスに酔わされて、頭がぼうっとしてくる。

　ゆっくりとキスがほどかれる。いつの間にか私は、貴士さんに押し倒されていた。瞳を潤ませて呼吸をあえがせる私を、頭の横に両腕をついた貴士さんが見下ろす。

　私を組み敷く貴士さんは、獲物をみつめる獣みたいに野性的なのに、どこか優雅にも見える。

　貴士さんはキスだけでとろんとしている私を見下ろし、満足げな笑みを浮かべる。

「綾花。俺と結婚してくれるか？」

　低い問いかけに、私は考えるよりも前に頷いていた。それを見て、貴士さんの表情がふっとゆるむ。

「よかった」

　幸せを嚙みしめるようなその声に、心臓が締めつけられた。私は両手を伸ばし、貴士さんの首に抱きつく。

「貴士さん、大好きです」

「俺も、綾花が好きだよ」

　何度もキスを交わしながら、想いを伝えあった。幸せで、夢を見ているみたいだった。

　けれど、貴士さんの手が不穏な動きをしはじめ、私は身を固くする。

「あ、あの……。貴士さん？」

　私が着ている服の中に忍び込んできた貴士さんの手。戸惑いながら名前を呼ぶと、彼は「ん？」と甘く微笑みながら私をキスで宥める。

　貴士さんのキスは気持ちがよくて、ついつい頭がぼうっとしてしまう。そのうちに、服は私の胸元までめくりあげられ、下着と肌があらわになっていた。

「あ……。待って……んん」

　キスの合間に抗議しようとしたけれど、長い指に肌をなぞられうまく言葉が出なくなる。縁側の木の板の上で、ぴくんと腰が跳ねた。

　貴士さんに触れられると、どんどん理性が崩れていく。そのすきに貴士さんの指が下着の中にもぐった。

　指先が敏感な頂を一瞬かすめ、「あ……っ」と甘い声が漏れた。

　その声を聞いて貴士さんは笑みを深くする。こちらを見据える瞳が熱を帯びる。それを見て、私の体の中心はとろけてしまいそうなほど熱くなった。

「綾花。抱いていいか？」

　貴士さんは熱っぽい吐息とともに囁く。

「だ、抱くって……っ」

　私が悲鳴に近い声をあげると、貴士さんがいたずらっぽく微笑んだ。

「一カ月後に綾花を抱くって約束していただろ？」

　確かに言っていたけれど、心の準備が……！

　なんとか時間を稼ごうと、私は必死に言い訳を探す。

「ま、まだ明るいですし！」

「一カ月もお預けしてたのに、さらに夜まで待てって？　さすがに理性が持たない」

　その言葉は冗談ではないんだろう。いつもの余裕の笑みが嘘のように、貴士さんは整った顔にわずかな苦悩を浮かべてこちらを見つめる。

「で、でも、こんな場所で……？」

　ためらいがちに言った私の言葉に、貴士さんは顔を上げ辺りを見回した。

　私たちがいるのは庭に面した縁側だ。いくら庭は生け垣で囲まれていて他の人に見られる心配はないとはいえ、開放的すぎる。

　それに気付いた貴士さんは、自分を落ち着かせるように長く息を吐き出した。

「わかった。じゃあ、場所を変えよう」

　そう言うと、返事を待たずに私を抱き上げる。軽々とお姫様抱っこをされ、驚いて貴士さんの肩にしがみついた。

　私を抱き上げたまま向かったのは、貴士さんの部屋。畳の上に下ろされた私は、ドキドキしながら彼を見上げる。

　すると、貴士さんは私の緊張を柔らげるように、額にそっとキスをしてくれた。

「愛してるよ、綾花」

「……私もです」

　照れくさくてうつむきながら答えると、畳の上に押し倒された。貴士さんの手が背中に回り、下着のホックを外す。そして、ニットと一緒にめくりあげられ、羞恥心で頬が熱くなった。

　彼の真剣な視線が私の体に向けられていた。それだけで、心臓が爆発してしまいそうになる。

　恥ずかしくて腕で胸を隠そうとすると、手首を掴まれた。そのまま両手をひとまとめにして畳の上に押し付けられ、自由を奪われる。

　男の人に胸を見られるのは初めてだ。しかもこんな明るい部屋で。

　私はどうしていいのかわからなくなる。

「た、貴士さん。恥ずかしいから、見ないで……」

　涙声で懇願すると、貴士さんの視線が熱を帯びていく。

「ずっと我慢し続けて、ようやく綾花を俺のものにできるんだ。じっくり見たい」

「我慢って……」

「一緒に暮らしている間、何度襲ってしまいたいという衝動にかられたかわからない。酔っぱらった綾花に甘えられた時も、着物姿の綾花をソファに押し倒した時も、風呂で髪を洗っている時も、いつも理性が崩壊する寸前だったんだからな」

「そうなんですか……？　貴士さんはいつも余裕だったから、動揺する私を見てからかっているんだろうなって思っていました」

「余裕なんてみじんもない」

　貴士さんは少し怒った口調で言った。

「ずっと綾花を抱きたくて仕方なかった」

　そして私を見つめながら体をかがめ胸に唇を近づける。そのまま頂にキスをされ、「あ……っ」と濡れた声が漏れた。

　舌先でなぞられると、気持ちがよくて腰が跳ねる。じわじわと体の中心が熱を持っていくのがわかった。

　無意識に膝をすり合わせると、畳の上をストッキングを穿いた足先がすべる。それに気付いた貴士さんが小さく笑い、私の足に手を伸ばした。

　貴士さんは私の胸を唇と舌で愛撫しながら、スカートの中の足をそっと撫で上げる。膝裏から太ももへと移動していく手の感触に、「あ……っ」とのどがのけぞった。

　長い指が、ストッキングの上から私の足の付け根をなぞる。触れられた部分がどんどん熱を持ち濡れていく。

　お互いの呼吸が次第に早くなり、吐き出す息が湿り気を帯びていくのがわかった。

「綾花はどこもかしこも敏感だな。布越しでもわかるくらい、熱くなってる」

　貴士さんは欲情を帯びた視線を私に向けながらそう囁く。

　恋愛経験がゼロなのにいやらしいと言われているようで、羞恥心で瞳が潤んだ。私は畳に後頭部をこすりつけるようにして首を左右に振る。

「や……。敏感なんかじゃないです……っ」

「敏感だよ。どこを触っても反応がかわいい」

　漏れそうになる嬌声を必死にこらえ否定する私に、貴士さんはひどく甘い笑みを向ける。

「こんなに感じるのは、触っているのが俺だから？」

　指先をじらすように動かしながら、私に問いかける。私は肩を上下させて呼吸をあえがせながらなんとかかぶりをふった。

「わ、わからないです……」

　だって、こんな風に私に触れるのは、貴士さんが初めてだから。

「そこは、俺だからって答えろよ」

　私の正直な返答に、貴士さんは頬にしわを寄せて笑った。その表情が魅力的で、体の奥がきゅんきゅんと締めつけられる。

「まぁいいか。これまでもこれからも、綾花に触れるのは俺だけだから」

　端整な顔に好戦的な微笑みを浮かべてこちらを見下ろす貴士さん。

　どんな男が現れようと、絶対に私を手放さないと宣言するような言葉に、心臓を撃ち抜かれる。

　彼の独占欲が、うれしくてしかたなかった。

「貴士さん。私が愛するのは一生貴士さんだけだから……」

　私は声を潤ませながら呟く。

「心も体も全部、あなたのものにしてください」

　そう言うと、貴士さんは一瞬動きを止めた。目を見張り、私を見つめる。そして顔をしかめ、ため息をつくと乱暴に私を抱きしめた。

「……そうやって煽るな、バカ」

「貴士さん？」

「こっちはなるべく優しくしてやりたいと思って必死に理性を保っているのに、我慢できなくなるだろ」

「我慢なんてしなくていいです。貴士さんの好きなように抱いてほしいです」

「だから、お前は……」

　貴士さんは私を胸の中に抱きしめながら、はぁーっと大きく息を吐き出す。

「そんなことを言って、後悔しても知らないからな」

　貴士さんに睨まれ、頬を熱くしながら頷く。

　大好きな貴士さんに抱いてもらえるんだから、後悔なんてするわけがない。早く彼とひとつになりたい。

　貴士さんが私を見つめながら顔を傾けた。私も顎を上げ目を閉じる。そして唇が触れる寸前で――。

　キンコン、キンコン、キンコーン！

　突然家の中にレトロなチャイムが響いた。玄関の呼び鈴の音だ。誰かがやってきたらしい。

　体を起こし、貴士さんと顔を見合わせる。胸の上までめくられた服を慌てて引き下ろそうとすると、大きな手にはばまれた。

「無視しよう」

　貴士さんはそう言うと、私をまた畳の上に押し倒す。

　じたばたする私と、続行しようとする貴士さん。その間も、チャイムは鳴り続けていた。

「た、貴士さん……っ！　チャイムが……」

「無視していれば、諦めるだろ」

「で、でも……。んんっ！」

「あまり大きな声を出すと、外まで聞こえるぞ」

　意地悪な笑みで言われ、私は慌てて手で自分の口を押さえる。すると貴士さんは無防備になった胸にご機嫌な表情で唇を寄せた。

「あ……っ」

　頂をぺろりと舐められ体が跳ねる。どうしよう。気持ちがよくて、理性が溶けていく。

　貴士さんはとろけた表情の私を見下ろしながら、ストッキングに手をかけた。けれど……。

「おーい！　いないのー？」

　玄関から聞こえてきた大きな声に、私たちは再び動きを止める。

　この明るくはつらつとした声は、もしかして……。とふたりで顔を見合わせた。

「綾花ー？　私だよ、渚沙だよー！」

　まさかの姉の突然の訪問に、私は驚いて跳び上がった。




「久しぶりね」

　居間の和テーブルの前に座る姉に、お茶とお菓子を出す。姉は部屋を見回しながら、にこにこと笑っていた。

　それとは対照的に、貴士さんはものすごい仏頂面だ。背後から黒いオーラが漂っているように見える。

「チャイムを鳴らしてから出てくるまで随分時間がかかったけど、もしかして取り込み中だった？」

「あぁ。ものすごく取り込み中だった。いいところを邪魔しやがって」

　不機嫌な表情で頷く貴士さんに、私は慌ててフォローをいれた。

「そ、そうなの。ちょっとお仕事をしてて。ですよね、貴士さん」

　冷や汗をかきながらそう言うと、貴士さんもしぶしぶ頷いてくれた。

「それにしても、来るなら前もって連絡を入れてくれ。よりによってこのタイミングで押しかけてくるなんて、どれだけ間が悪いんだ」

「あら。綾花にはそのうち行くって電話で言ってあったわよ」

「そのうちじゃなくて、具体的な日時を伝えるのが普通だろ」

「そう言う貴士だって、綾花の家に突然やってきてそのままここに居座っているくせに」

　姉に指摘された貴士さんは、「ぐ……っ」と黙り込んだ。

「確かに……」

　私も納得して呟くと、貴士さんに睨まれた。その表情がかわいく見えて、思わず噴き出す。

「なんだか貴士さん、私とふたりの時は大人の余裕があるのに、姉と一緒だと子供っぽく見えます」

「そりゃ、貴士は私にあれこれ弱みを握られているから、余裕なんてなくなるわよね」

「弱み？」

「聞きたい？」

　いたずらっぽく笑った姉に私が真顔で頷くと、見ていた貴士さんは額に手を当て「勘弁してくれ」とため息をつく。それを見て姉は声をあげて笑った。

　貴士さんと姉はとても仲がいいけれど、ふたりの間に漂うのは兄妹や友人のような気安い雰囲気だ。

　お互いに恋愛感情はなかったんだと改めて実感した。胸のつかえがとれ、心が軽くなる。

「そうだ。今日は泊まっていってもいい？」

　姉の問いかけに「もちろん」と頷く。その横で貴士さんが「えぇ？」と思い切りイヤそうに顔をゆがめた。

「なにその顔。私が泊まるとなにか問題でもあるの？」

「問題しかない。ようやく綾花を抱けると……」

「貴士さん！　姉が泊まってくれてうれしいですね！　晩ご飯はご馳走を作らないとですねっ！」

　私は慌てて大きな声で貴士さんの苦情をかき消した。




　三人で買い物に行き、にぎやかに話しながら夕食を作った。

　貴士さんのリクエストの煮物は私が、姉のリクエストのパスタは貴士さんが担当。姉は台所に椅子を持ってきて腰かけ、ワインの瓶とグラスを持って手酌でお酒を飲みながら楽しげに私たちを眺めていた。

「それにしても、貴士は本当に料理がうまくなったわね。二年前はお米すら研げなかったのに」

　料理をする貴士さんに姉がそんな感想を漏らすと、「だから、そういうことを言うな」と彼は顔をしかめる。

「もしかして、貴士さんに料理を教えたのは、お姉ちゃんなの？」

「ちがうわよ。二年前、貴士が綾花と結婚したいって頭を下げるから、『料理のひとつやふたつできる男じゃないと、かわいい妹を任せられない』って言ってやったの」

　姉はにやにや笑いながら、からかうような視線を貴士さんに向ける。彼は黙ったまま手を動かしていた。

「そうしたら貴士は、超有名レストランのシェフのところに弟子入りしたのよ」

「レストランのシェフに……？」

「料理を厳しく仕込まれて、プロの料理人並みに上達して。誰もそこまでの完璧さを求めてないのに、綾花が絡むとほんと必死になるのよね」

　私は驚いて隣に立つ貴士さんの顔を見上げる。確かに貴士さんは料理上手だなぁと思っていたけれど、まさかそこまで……。

「黙っていたらこんなに俺様に見えるのに、意外と尽くす男なのよねぇ」

「だから、余計なことばかり言うな」

　低い声で言って姉を睨む貴士さん。動揺しているのかその横顔がわずかに赤らんでいて、心臓がきゅんと跳ねる。

「綾花。渚沙の話は真に受けなくていいからな」

　貴士さんの言葉をさえぎって、私は「うれしいです」と素直な気持ちを伝える。

「うれしい？」

「はい。貴士さんが私のために料理を覚えてくれたなんて、すごくうれしいです」

「必死になって情けないって、幻滅しないのか？」

「するわけないです。ずっと貴士さんは姉が好きなんだと思い込んでいたから、お料理も姉に教えてもらったのかなって、ちょっと嫉妬していたんです」

「綾花が嫉妬していたのか」

「してました。すごく」

　頷くと、貴士さんは「あー……、もう」とため息をつく。

「ふたりきりじゃない時に、そういうかわいいことを言うな」

　貴士さんは体をかがめると、私の耳元でとがめるようにそう囁いた。私は驚いて目を見開く。

　彼はくすりと微笑み、顔を傾けた。私も目を閉じようとすると、コルクが飛んできた。

「こら、姉の前でイチャイチャするな！」

　姉からの苦情に、貴士さんの色気に流されてしまった自分に気付き頬が熱くなる。貴士さんは動揺する私の肩を抱き寄せながら、「むしろお前が邪魔するな」と言い返した。

　私は貴士さんの腕の中で目を丸くしてから、ぷっと噴き出してしまう。

　とても楽しくて、幸せな時間だった。




　食事を終え、順番にお風呂に入る。私がお風呂から上がり、貴士さんに声をかけてから居間に行く。

　すると、最初に入浴を終えた姉が縁側に座っていた。その横にビールの缶があるのを見て苦笑する。

「あんまり飲みすぎちゃダメだよ」

　声をかけると、姉はこちらを振り返り「綾花、おいで」と手招きした。頷いて隣に座った私を、ギュッと抱きしめる。

「私のかわいい綾花ー」

　そう言いながら、ぐりぐりと頬ずりする。ずっとお酒を飲んでいたからか、姉の体温は高くて気持ちいい。

「お姉ちゃん、酔っぱらってる？」

「酔っぱらってるよぉ」

　こてんと私の肩に頭を預け、ご機嫌な様子で足をぶらぶらと揺らす。まるで無邪気な子供みたいな仕草だ。

「綾花は、結婚するんだね」

　暗くなった庭を眺めながら、姉はそう言った。急にしんと静かになった気がした。

　私は「うん」と頷いてその横顔を見る。

「寂しいなぁ……」

　姉は視線を真っ直ぐ前に向けたままぽつりと呟いた。

「寂しいって。お姉ちゃんも結婚するんでしょう？」

「まぁね」

「アメリカに住んでいる人なんだよね。どんな人？」

「いい男よ。貴士よりずっと」

「貴士さんより!?」

　驚いて声をあげると、姉はぷっと噴き出した。

「なにそのリアクション。貴士よりもいい男なんているわけないって言いたいの？」

「そ、そういうわけじゃないけど、貴士さんは本当に素敵な人だから……」

　言い訳しながら頬がじわじわと熱くなる。そんな私を見て、姉は「くそー！」と叫び私を抱きしめた。

　その勢いで、私の体は後ろに傾く。姉と一緒に縁側の床の上に倒れこんだ。

　酔っ払いの姉は、仰向けに倒れた私の肩に顔をうずめながら、「こんなにかわいい綾花を貴士に奪われるなんて、悔しすぎる！」と文句を言う。

「奪われるって……。結婚しても、私はずっとお姉ちゃんの妹だよ」

「そうなんだけどぉ！」

　不服そうな姉の背中に手を回し、私もギュッと抱きしめた。

「私、ずっとお姉ちゃんが羨ましかった」

　そう呟くと、姉が「ん？」と顔を上げる。

「明るくて活発で、誰からも好かれるお姉ちゃんに憧れてた。それに比べて、おとなしくて引っ込み思案な自分が大嫌いだった」

「そんなことないでしょ。誰からも好かれていたのは綾花だよ。おしとやかで女の子らしくて、私の方こそ綾花が羨ましかった」

「まさか」

　姉の言葉に目を丸くする。姉が私を羨ましく思っていたなんて、信じられない。

「それに、綾花はあの厳しいおじいちゃんからもかわいがられていたし」

「私がかわいがられてたっていうか、お姉ちゃんがおじいちゃんから逃げてばかりいたんでしょ？　この家にも来たくないって子供の頃から寄りつかなかったじゃない」

「だっておじいちゃんの家に来たら、正座させられるんだもん。足がしびれるからイヤ」

　子供のようなことを言う酔っ払いの姉に、あきれながら笑ってしまう。

「お姉ちゃんが来てくれなくて寂しいから、余計に私の書道の指導に熱が入ったんだと思うよ。お姉ちゃんも一緒に来たら、きっとおじいちゃんは喜んで書道を教えてくれたのに」

「え、あの厳しいおじいちゃんから書道を習うとか、絶対無理」

「そんなこと言ったら、空の上にいるおじいちゃんが泣いちゃうよ」

「泣いてるかなぁ。ごめんねおじいちゃん。でもちゃんと幸せになるから、許してー！」

　姉は空を見上げ、大きな声で謝った。

「届いたかな」

「きっと届いたよ」

　縁側の上で転がったままそう言って笑い合う。

「綾花はこの家をどうするの？　貴士と結婚したら、東京に引っ越すんでしょ？」

「ううん。おじいちゃんが息を引き取る前に私に言ったの。この家を任せるって」

「あのおじいちゃんが、綾花にそんなことを言うかなぁ」

　その時、がたんと物音がした。なんだろうと姉とふたりで振り向く。

　居間の入り口で、お風呂から上がってきた貴士さんが、困惑した表情でこちらを見ていた。

「ふたりでなにやってるんだ」

　貴士さんは縁側で転がり抱き合う私たちを見て、整った眉の間にしわを寄せる。

「なにって、見ればわかるでしょ。かわいい妹といちゃいちゃしてたのよ」

　姉はそう言いながら、貴士さんに見せつけるように私の胸元に頬ずりをする。

「ちょっと、お姉ちゃん！」

「綾花って、清楚な見た目なのに意外と胸が大きいよね」

「いや、冷静に人の胸をもまないで……っ」

　そんなやり取りをしていると、貴士さんが大きな歩幅でこちらに歩いてきた。

　姉の下敷きになっていた私を起き上がらせ、奪い返すように自分の腕の中に抱きしめる。

「綾花は俺のだ」

　そう言い放った貴士さんに、姉は目を丸くしてから噴き出した。

「姉妹でじゃれてただけで不機嫌になるなんて、どれだけ嫉妬深いのよ。綾花、こんな独占欲の強い男と結婚したらきっと大変よ。やめておけば？」

　そんな皮肉を言う姉に、私は「貴士さんが大好きだから、大丈夫」と答える。すると、貴士さんはよくできましたというように、私の頭を撫でてくれた。

「渚沙に結婚を反対されても、綾花は絶対に手放さないからな」

　貴士さんは私を腕の中に閉じ込めながらそう宣言する。

「本当に、腹が立つくらいラブラブね。見てるだけで虫歯になりそう」

　私たちとは対照的に、姉は思い切り顔をしかめた。

　姉のために玄関のすぐ隣にある客室に布団を敷いた。寝る準備を終え、「おやすみなさい」と姉に声をかける。

「おやふみ～」

　すっかり酔っぱらった姉から呂律の回らない返事が返ってきた。私はくすくすと笑いながら襖を閉める。

　それから向かったのは、貴士さんの部屋。引き戸をそっとノックして、「貴士さん、いいですか？」と小さな声で呼びかけた。

「どうした？」

　すぐに戸を開けてくれた貴士さんに「少しお話がしたくて」と言うと、彼は微笑んで部屋に入れてくれた。

　和机の上に置かれたパソコンやプリンター、通信機器やいろいろな書類。この一室が、すっかり貴士さんの居場所になっていた。

　彼ももう寝る支度を済ませていて、部屋には布団が敷いてある。

「今日はすみませんでした。突然姉がやってきて、さわがしくして」

「綾花が謝ることじゃないだろ」

「そうなんですけど、なんだかいろいろ中途半端になってしまったので」

　そう言うと貴士さんは苦笑する。

「確かに。ようやく綾花を抱けると思ったのに、まさか邪魔が入るとは思わなかった。しかも明日からしばらく東京に戻らないといけないし……」

「そのことを話したくて」

　私の言葉に、貴士さんは視線を上げ首を傾げた。

「今から抱いてくれって？」

「違います！」

　いたずらっぽく微笑まれ、慌てて否定する。

　姉は酔っぱらってもう寝ているとはいえ、同じ屋根の下にいるのに、そんなことできるわけがない。

「貴士さんは東京でお仕事があるのに、これからもここに通ってくれるんですか？」

　気を取り直したずねると、貴士さんは優しく微笑んだ。

「綾花はここを守りたいんだろう？」

　確かに、この家を私に任せるという祖父の最後の言葉は守りたい。だけど、それじゃあ貴士さんばかり負担が大きくなってしまって申し訳ない。

　その迷いを感じ取ったのか、貴士さんは黙り込んだ私を抱き寄せた。

「いいよ。綾花を幸せにできるなら、なんだってする」

　愛おしさが込み上げてきて、貴士さんの肩にしがみつく。すると視界がくるりと反転した。いつのまにか私は布団の上に押し倒されていた。

「貴士さん……？」

「今日は一緒に寝ようか」

　こちらを見下ろす貴士さんにそう言われ、ぶわっと頬が熱くなった。

「一緒に寝るって……っ」

「明日からしばらく会えないから、少しくらいご褒美をもらってもいいだろ」

　そう言いながら貴士さんの手が私のパジャマの中に忍び込んできた。ふにふにと私の胸をもむ。

　次第に指の動きがいやらしくなってきて、「ん……っ」と甘い声が漏れた。

「あ、あの、これは貴士さんにとってご褒美なんですか？」

　これじゃあ、私が気持ちよくなっているだけのような気がする。

　涙目で見上げると、貴士さんは形のいい唇の端を引き上げて笑った。

「ご褒美だよ。俺の手で気持ちよくなっている綾花を見るのは楽しい」

「なんだか貴士さん、意地悪です」

　私だけこうやって乱されて、貴士さんは冷静なままなんて、観察されているようで恥ずかしい。

「少しくらいの意地悪は許してくれ」

　色っぽいため息をつかれ体温が上がる。その間も私のパジャマの中で動き続ける貴士さんの手。

「あ……、ダメ……」

　私が貴士さんの手を止めようとすると、逆に左手で両手を捕まえられ自由を奪われた。

「安心しろ。最後まではしない。だけど、二年前のプロポーズを忘れられてショックだったから、もう忘れられないようにしっかり体に教え込んでおく」

　意地悪に動く指に反応して、「んん……」と甘い声が漏れる。私が必死に声をこらえていると、にやりと笑った貴士さんに唇を塞がれた。










甘く幸せな新しい日々




　翌朝、貴士さんの腕の中で目を覚ました私は、彼が起きる前に慌てて部屋を出た。そして洗面所で顔を洗い身支度を整える。

　居間に向かうとちょうど貴士さんも起きてきた。

「おはよう綾花」

「お、おはようございます」

　昨日の布団の中でのやり取りを思い出すと、貴士さんと顔を合わせるのが恥ずかしい。視線を落としたまま挨拶を返すと、頭上でくすりと笑い声がした。

「どうした？　顔が赤いけど熱でもあるのか？」

　私の顔が赤いのは、熱ではなく貴士さんのせいだってわかっているくせに。頬をふくらませると、貴士さんは私を抱き寄せ、額にキスを落とした。

「一週間で仕事を片付けて帰ってくる。その後ゆっくり抱くからな」

　そう宣言され、心臓が破裂しそうになる。もう本当に勘弁して、と心の中で苦情を言った。

　寝ぼけ顔で起きてきた姉と一緒に朝食を食べ、貴士さんと姉は東京に帰る支度を始めた。

「渚沙も帰るなら俺の車に乗っていくか？」

　貴士さんが声をかけると、姉は「駅弁とビールを買って、のんびり電車で帰るからいいわ」と首を横に振る。

　タクシーを呼び到着するまでの間、姉は古い家を見て回る。そして、廊下に飾られた書の前で足を止めた。

「これ、いい書よね」

　姉は『行こう雲うん流りゅう水すい』と書かれた掛け軸を眺めながら微笑む。

　それは、私が高校生の時に書いたものだ。長ちょう鋒ほうの羊毛筆を使い、一気に書き上げた。

　生前、祖父はこの書がとてもお気に入りで、掛け軸にして玄関から入ってすぐのところに飾ってくれていた。

「ありがとう」と少し照れながらお礼を言う。

「久しぶりに来たけど、ここは本当に居心地のいい家ね」

　姉は廊下から続く居間と明るい庭を眺め、目を細める。

「この広い家に二年間も綾花がひとりきりで住んでいたなんて、なんだかもったいないわね。素敵な家だから、もっとたくさんの人が集うような場所になったらいいのに」

「もっとたくさんの人……？」

「そう。自由に人が集ってのんびりできる、居心地のいい陽だまりみたいな」

　姉の言葉に私は目をまたたかせる。

　一瞬、縁側や居間にこの町の人が集う場面が頭の中に浮かんだ。祖父の書を飾り、自由に見て回れるような、そんな場所。

　胸がふわっと温かくなった気がした。

　それからタクシーが到着し、姉は笑顔で乗り込む。家の前で貴士さんと一緒にタクシーを見送ってから顔を見合わせる。

「じゃあ、俺もそろそろ行くかな」

「はい。安全運転で、気を付けて帰ってくださいね」

　そう言うと、唇を塞がれた。

　家の前なのに、と胸を押し返したけれど、貴士さんは両手で私の後頭部を包んだ。別れを惜しむように何度もキスをされて、自然に口元がほころぶ。

「貴士さん、きりがないです」

　私がくすくすと笑うと「じゃあ、もう一回だけ」と抱き寄せられた。頷いて目を閉じる。甘いキスが落ちてきて、愛おしさが込み上げた。

「綾花を抱けるのは、一週間後か。本当に焦らされてばかりだな」

　キスをほどいた貴士さんが、額をこつんとぶつけて文句を言う。その表情はものすごく不満そうだ。

「私も早く、貴士さんのものになりたいです」

　素直な気持ちを伝えると、貴士さんは肩を落とし、はぁーっと長いため息をつく。

「手を出せない状況でそういうことを言われるのは、拷問だな」

「でも、お仕事頑張ってくださいね」

「わかってる。一週間後に帰ってくるけど、それまでひとりで寂しくないか？」

　その問いかけに、私は微笑んで頷く。

「今まで二年間、ずっとひとりで暮らしてきたんですから、寂しいわけがないです」

　この一カ月で貴士さんとの生活に慣れてしまった私は、ひとりの時間が寂しくてたまらない。本当は私も貴士さんについていきたい。だけど、私は祖父にこの家を守ると約束をしたんだ。

　貴士さんは私の強がりに気付いたのか、少しあきれたように小さく笑った。そして私を抱く腕に力をこめた。一瞬息が止まるほど強く抱きしめ、腕をほどく。

「じゃあ、行ってくる」

「はい、いってらっしゃい」

　彼の車を見送り、ひとりで家の中に戻った。しんと静まり返った廊下は、いつもよりも広く長く感じた。

　気を紛らわせるように掃除をしていると、中村さんが訪ねてきた。私が納品した書を見て、お礼を言いに来てくれたらしい。

「とても素敵な書をありがとうございました。役場の職員もデザイナーも、みんな喜んでいました」

「こちらこそ、素敵な機会をありがとうございました。今からパッケージの完成がとても楽しみです」

　そう言って互いに頭を下げ合う。

「都築さんはまた東京に帰っているんですか？」

「そうなんです。一週間ほどあちらに行っている予定です」

「一週間も。それは寂しいですね」

　そう言われ、私は苦笑しながら首を横に振る。

「結婚してもそうやって、離れて暮らすんですか？」

「そうですね。この家を守ると祖父と約束したので……」

　でもそれじゃあ、貴士さんにばかり負担をかけてしまう。それでいいのだろうかという迷いが生まれつつあった。

「綾花さんが遠くに行ってしまうと思って、今まで黙っていたんですが」

　そう言われ、なんだろうと顔を上げる。目が合うと、中村さんは小さく息を吐いて笑った。

「おじい様は、この家を綾花さんに守ってもらいたいなんて、思っていませんよ」

「え……？」

「生前おじい様は、僕を通してこの家や残した書作を町に寄贈できないかと相談されていました。とても立派な日本家屋だから、観光案内所や町の人が集える寄り合い所のようなものにできないかと」

「でも、おじいちゃんは亡くなる前に私にこの家を任せるって……」

　とまどいながら祖父との最後のやり取りを思い返す。

　祖父はベッドの上でせき込みながら、『あの家はすべて、任せる』と言っていた。

　あれは私にではなく、中村さんに任せて町に寄贈するから、私は気にしなくていいという意味だったのだろうか。

　急にそんなことを言われてもとても信じられなくて、私は「でも」と呟く。

「この家には綾花さんの書が飾ってありますよね」

　そう言われ、振り返る。

「おじい様はこの書のように、綾花さんにもっと自由に生きてほしいと言っていました。そんなおじい様が、綾花さんをこの家にしばりつけるようなことをするわけがないと思うんです」

　視線の先には『行雲流水』と書かれた掛け軸。祖父は私のこの字が一番好きだといつも褒めてくれていた。

　空行く雲や流れる水のように、ものごとにこだわらず自然に身を任せて、もっと自由に生きなさい。そんな祖父の言葉が聞こえたような気がした。

　言葉にならない感情が胸に押し寄せてきて、目頭が熱くなる。

「本当なら綾花さんがここへ越してきて、おじい様の代わりにこの家と書道教室を守ると知った時にこの話をしなければいけなかったのに、二年間も黙っていてすみませんでした」

「そんな、謝らないでください」

「書道教室に通っていた頃からずっとかわいいと思ってきた女の子が、綺麗な大人の女性になってまたこの町に戻ってきてくれて、うれしかったんです。もしおじい様の本当の気持ちを知ったら、綾花さんはまた手の届かないところに行ってしまうと思って言えなかった」

　中村さんは一度大きく息を吐き出すと、姿勢を正してこちらを見る。

「今更遅いってわかっていますが、それでも言わせてください。僕は、綾花さんをずっと……」

　中村さんがそう言いかけた時、広い家に大きな音が響いた。ジリリリリーン！という黒電話のベルの音だ。

　大きな音に驚いて私が一瞬動きを止めると、中村さんが「どうぞ、気にせず電話にでてください」と苦笑いしながら言った。

　居間に戻り受話器を取ると、聞こえてきたのは切羽詰まった姉の声だった。

『もしもし綾花？　貴士からなにか連絡は来た？』

「え？　貴士さんがどうかしたの？」

『私、電車の中でネットニュースを見て知ったんだけど、高速道路で大きな事故があったのよ。もしかしたら、貴士の車が巻き込まれているんじゃないかって心配になって』

　そう言われ、目の前が真っ暗になった。持っていた受話器が急に重くなったように感じる。

「た、貴士さんに電話を……」

『スマホにかけたけど、繋がらないの。電源が切れてる』

「そんな」

　貴士さんになにかあったんじゃ……。最悪の事態を思い浮かべて、恐怖で足が震え出す。

『連絡がないなら、とりあえず綾花は待ってて。こっちでもいろいろ調べてみるから』

　そう言われ、ぼうぜんとしながら受話器を下ろす。

　チン、と小さな音を聞いた途端、体から力が抜けた。そのままへなへなと崩れ落ちると、玄関にいた中村さんが心配して駆けてきた。

「綾花さん、どうしたんですか？」

「高速道路で事故があって、貴士さんが巻き込まれたかもしれないって。電話も繋がらないみたいで……」

　中村さんはスマホを取り出しネットニュースを見る。トンネル内での追突をきっかけに火災も発生している大規模な事故だった。

「都築さんの知り合いに連絡を取れないんですか？」

　そう言われ、米沢さんの顔が浮かぶ。彼とは貴士さんのパソコン越しに話したことがあったけれど、電話番号がわからない。

　パニックになりながら首を横に振ると、中村さんが「駅まで送ります」と私の腕を掴んだ。

「都築さんが無事かどうかわかりませんが、ここで不安になっているよりも、とりあえず東京に向かった方がいいです。万が一の時のためにも」

　そう言われ、私は涙をこらえながら頷いた。




　中村さんに送ってもらい駅に着いた私は、東京行きの電車に飛び乗る。

　座席につき視線を落とすと、膝の上に置いた自分の手が小さく震えていた。唇を嚙みしめ、冷たくなった両手をきつく握りしめる。

　窓の外に視線を向けると、住み慣れた町があっという間に遠ざかっていった。

　電車は森や川、いくつもの街を通り過ぎていく。

　めまぐるしく変わっていく景色に、貴士さんはこんなに遠くから、私に会いにきてくれたんだと実感する。

　こんな長い距離を運転するのが、負担にならないはずがない。それなのに貴士さんは、私を幸せにするためならなんでもすると言ってくれた。

　彼の優しさと愛情の深さを思い知って、涙が込み上げてきた。目をつむると、まぶたに貴士さんの姿が浮かんだ。

　綺麗な横顔も、ちょっと意地悪な笑い方も、熱を帯びた真剣な視線も。優しく触れる指先も、強引なキスも、『綾花』と呼びかける甘い声も。彼の体温も息遣いもすべて、愛おしくて仕方なかった。

　……貴士さんに会いたい。

　私は両手をきつく握りしめて祈った。

　貴士さんを失いたくない。お願いだから、無事でいて。

　東京に到着するまでの時間が、ものすごく長く感じた。

　ようやく電車を降りた私は、駅からタクシーに乗った。

　貴士さんの会社の前に到着し、動揺したままビルの中に入ると、「綾花さん？」と声をかけられた。

「綾花さんですよね？　どうされたんですか？」

　聞き覚えのある声に振り返る。そこにいたのはスーツ姿の真面目そうな男の人。貴士さんの秘書の米沢さんだ。

「突然すみません。貴士さんと連絡が取れなくて、それで……」

　途切れ途切れに話す私に、米沢さんは根気強く耳を傾けてくれた。

「なるほど、事故を心配してわざわざ来られたんですね」と頷く。

　米沢さんは私を連れてエレベーターに乗る。連れていかれたドアには『社長室』と書いてあった。

「社長、失礼します」

　そう言って米沢さんはドアを開ける。そこには、スーツ姿の貴士さんがいた。

　今朝別れた時と同じく元気そうな様子に、安堵と涙が込み上げる。

　言葉に詰まった私が口元を覆うと、貴士さんは持っていたタンブラーを落とした。ゴン、という音とともに、入っていたコーヒーがカーペットにこぼれる。

「ああもう。社長、なにやってるんですか」

　米沢さんの苦情に、貴士さんは自分の足元を見下ろし「悪い。手が滑った」と謝る。けれどすぐに顔を上げ、まじまじと私を見つめる。

「綾花。どうしてここに？」

　貴士さんの問いかけに、「無事でよかった……」と掠れた声で呟いた。

　もし貴士さんになにかあったらと思うと、怖くてしかたなかった。貴士さんを失うかと思うと、生きた心地がしなかった。本当に無事でよかった。

　勝手に涙があふれ出す。もうせき止めようがなくて、頬を伝って次から次へと落ちていく。

　二年間ずっとひとりで暮らしてきて、孤独には慣れているつもりだった。だけど本当はずっと寂しかった。

　貴士さんの温かさを知ってしまったら、あの生活には戻れない。貴士さんのいない未来なんて、もう想像もできない。

　こんなにも欲張りになっていた自分に気付き、涙を拭いながら駆け寄る。

「本当に、無事でよかったぁ……っ」

　貴士さんの肩にしがみついて泣き崩れると、彼は状況もわからぬままきつく抱きしめてくれた。




「そうか、事故のニュースを見て」

　私が落ち着いてから事情を話すと、聞き終えた貴士さんはスマホでニュースを確認し、納得したように呟いた。

　貴士さんは事故に巻き込まれることなく、会社で仕事をしていたそうだ。スマホの電源が入っていなかったのは、昨夜は慌ただしくて充電するのを忘れていたからだと聞いて、体から力が抜けた。

「スマホが繋がらないなら、会社の方に電話してくれればよかったのに」

　貴士さんの言葉に「会社に電話……」と呟く。動転しすぎて、そんなこと思いつきもしなかった。

「すみません。姉からの電話でパニックになってしまって」

　冷静になって考えると、あんなにも取り乱していた自分が恥ずかしくなる。そんな私を見て、貴士さんは優しく微笑んだ。

「いや、泣くほど俺を心配してくれてうれしかった」

「……でも、今回はたまたま無事だっただけで、数分ずれていたら貴士さんも巻き込まれていたかもしれないんですよね」

　ここに到着するまでの気の遠くなるような不安な時間を思い出し、背筋が冷たくなった。

「私が祖父の家に住み続けたら、貴士さんには何度もあの距離を往復させることになるんですよね」

「綾花。俺が心配だから結婚をやめるなんて言わないよな？」

　顔色を変えた貴士さんに「まさか」と首を横に振る。

「私……、貴士さんのそばで暮らしてもいいですか？」

「え？」

「今まで、自分はひとりでも平気だって思い込んでいたんです。だけど、今回のことで思い知りました。できるならずっと貴士さんのそばにいたいです」

「でも、おじい様との約束は……」

「祖父は、私にもっと自由に生きてほしいと思っていたみたいです。あの家は、町に寄贈してたくさんの人が集える場所にしてもらおうと思います」

　私が力強く言うと、貴士さんは手で口元を押さえた。

　そのまま黙り込んでしまった貴士さんに首を傾げていると、私たちの会話を聞いた米沢さんが、にやにやしながら口を開いた。

「よかったですね、社長。新居が無駄にならなくて」

「新居って、なんですか？」

「おっと、まだ綾花さんは知らないんですね。結婚の了承ももらっていないのに、社長が先走って買ったマンションを」

「米沢」

　貴士さんが威圧感のある低い声で米沢さんの名前を呼んだ。鋭い視線を向けられているのに、米沢さんはまったく気にした様子もなく話し続ける。

「社長は緑が多く環境のいい場所にある新築の低層マンションを買ったんですよ。近くには教育施設も多くあって子育てにもぴったりの場所だって。しかも、将来子供が生まれてもいいようにと、一番大きな４ＬＤＫを選んだんです」

「子育てって……」

　あまりに気の早い話をされ、目が回りそうになる。

「もう家具や家電もしっかり揃えてありますから、綾花さんは身ひとつで来ていただいて大丈夫です」

　驚きながら隣を見ると、貴士さんはソファのひじ掛けに頬杖をついてものすごい仏頂面をしていた。けれどその耳はわずかに赤くなっていて、動揺が伝わってくる。

「私のために、準備してくれていたんですか？」

　私の質問に、貴士さんは無言を貫く。

「二年も会ってなかったのにわざわざマンションを買って、私がいつ東京に来てもいいように手配してくれていたんですか？」

　質問を重ねても、貴士さんは黙り込んだままだ。その様子を見て、米沢さんは愉快そうに笑った。

「それだけじゃなく、社長は結婚式と披露宴の会場の下調べも済ませていて、綾花さんが喜びそうな式場をリストアップしているんですよ」

「式場まで……？」

　私は信じられなくて目をまたたかせる。貴士さんは辛抱しきれなくなったようで、地面が震えるような低い声を出した。

「米沢。余計なことを言うな」

「すみません。ようやくご両親から綾花さんとの結婚を許されて、浮かれていろいろ準備していたのに、『結婚できません』と拒絶されて絶望する社長がものすごくおもしろかったので」

　口ではすみませんと謝りながら、米沢さんはちっとも悪いと思っていないようだ。

　貴士さんは反論を諦めたのか、こめかみを押さえながら大きなため息をついた。そして、私を横目で睨む。

「ひとりで浮かれていて情けないと思っているんだろ」

　そう言われ、「まさか」と首を横に振った。

「すごくうれしいです。そこまで準備していたのに、祖父の家で暮らしたいという私の気持ちを優先してくれたんですね」

「綾花の願いなら、なんだってかなえるよ」

　その言葉に、彼の愛の大きさを感じて胸が苦しくなった。彼の行動ひとつひとつから、本当に私を大切にしてくれているのが伝わってくる。

「……私の願いは貴士さんのそばにいることです」

　そう言うと、貴士さんは優しい視線を私に向けた。

　じわじわと頬が熱くなっていくのを感じながら、「私の願い、かなえてくれますか？」とたずねる。

「当たり前だろ」

　貴士さんが柔らかく微笑み、私を抱き寄せようとした時。

「社長。そろそろ話がまとまったようなので、仕事に戻ってもらってもいいですか？」

　冷静な米沢さんの声が響いた。我に返った私は跳び上がる。対して貴士さんは「またいいところを米沢に邪魔された」と不満を漏らした。

「はいはい。いちゃいちゃは仕事が終わってからのお楽しみにしてください」

　その言葉にものすごい羞恥心が込み上げてきて、私は顔を覆ってうつむいた。




　心配してくれていた姉や中村さんに連絡をして、貴士さんの無事を知らせた。

　その後、仕事のある貴士さんに代わり、米沢さんがマンションに連れていってくれた。

　彼の言葉通り、広い敷地には緑が多くとても素敵な場所だった。

　エントランスや共用スペースの豪華さ、そしてなにより部屋の広さに驚く。

「部屋の中のものはすべて使っていただいて大丈夫なので、社長が帰るまで自由に寛いでくださいね」

「あ、ありがとうございます」

　米沢さんにお礼を言って玄関で見送り、ひとりになった私は部屋の中を見て歩く。

　広いバルコニーがついた明るいリビングに、料理をしながらダイニングにいる人と話せる対面キッチン。洗面所やバスルームなどの水回りはゆったりとしていてとても使いやすそうだ。

　一度廊下に出てすぐそこにあったドアを開くと、大きなベッドが目に入った。

　どうやらここがメインベッドルームらしい。部屋の中央に置かれたキングサイズのベッドには、まくらがふたつ。

　これは、貴士さんと私が寝るためのベッドなんだ。そう思うと、じわじわと頬が熱くなる。

　その他に、将来子供部屋になりそうな洋室がふたつ。そして、リビングの横にある引き戸を開くと、い草のいい香りがした。

「わぁ……」

　そこにあったのは、八畳の和室だった。

　黒い格子のモダンな障子がはめ込まれた窓と、間接照明がついた床の間。床には青色が美しい新品の畳が敷き詰められている。

　そして、部屋の中央には黒こく檀たんの和机が置いてあった。漆塗りの艶が美しい素敵な和机だ。それを見て、貴士さんが私のために用意してくれた部屋だとわかった。

　私の居場所はここだよと言ってもらえたような気がして、少し泣いてしまった。




　近くのスーパーで食材を買ってきてキッチンで料理をしていると、ドアが開く音が聞こえた。

　私が廊下に出て「おかえりなさい」と迎えると、貴士さんが一瞬動きを止める。

「この部屋に帰ってきて綾花が出迎えてくれるなんて、なんだか夢を見ているみたいだな」

　真顔で呟く貴士さんに、「なに言ってるんですか」と苦笑した。

「晩ご飯を作ったんです。食べますよね？」

「いや、いい」

　てっきり一緒に食べられると思っていたのに、外で済ませてきたんだろうか。しょんぼりと肩を落とすと、貴士さんは私を抱き上げた。

「食事よりも、綾花がいい」

　甘い言葉に頬が熱くなる。私は両手で顔を隠し悶絶する。

「どうした？」

「な、なんだか、ものすごく新婚さんみたいなセリフだなと思って」

　そう言うと、貴士さんは「確かに」と呟く。ふたりで顔を見合わせて小さく笑った。

「このままベッドルームに連れていってもいいか？」

　貴士さんの問いかけに、私はたくましい肩に顔をうずめて頷いた。

　広いベッドに寝かされ、私はドキドキとうるさい心臓を押さえる。

　着ていたジャケットを脱ぎながらこちらを見る貴士さん。白いシャツとしなやかな体にフィットするベストが色っぽくて、鼓動が速くなる。

　貴士さんは私の顔の横に片手をついて、もう片方の手でネクタイをゆるめた。

　しゅっと衣擦れの音を立てて抜き取ると、そのネクタイを床に落とす。そして私を見下ろしながら、ひとつふたつと自分のシャツのボタンをはずした。開いた襟元から男らしい首筋と鎖骨が見えた。

　ベスト姿の貴士さんがカッコよすぎて、心臓が止まる……っ。

　心の中で叫びながらじたばたしているうちに、貴士さんは私の服を脱がせていく。気付けば下着姿にされていた。

　私がシーツの中に隠れようとすると、「おいで」と腕を引かれた。

　ベッドに腰かけた貴士さんの膝の上で、向かい合うように座らされる。

　ベスト姿の彼のカッコよさと、自分だけが下着姿という恥ずかしさに、どうしていいのかわからなくて瞳が潤む。

　すると、貴士さんは私の目元に短いキスを落とした。私の髪を撫でながら、額やまぶたや頬に、何度も優しく口づけをする。

「愛してるよ、綾花」

　とろけるような甘い声で囁かれ、体の奥がきゅんと締めつけられた。

「私も、愛しています」

　その答えに貴士さんは幸せそうに微笑む。

　貴士さんの唇が、首筋から鎖骨、そして胸元まで降りてきた。長い指が私の胸を包んでいた下着をずらす。羞恥で頬を熱くする私を上目遣いで見つめながら、貴士さんは尖らせた舌で胸をなぞった。

　与えられる快感に、「あ……っ」と背筋がそる。その反応を楽しむように貴士さんは愛撫を続ける。胸の先端を吸い上げられ腰が跳ねた。

　気持ちよすぎて、甘い声が止まらなくなる。長い指が下に移動して、私をとろとろに溶かしていく。

「本当に綾花は敏感だな」

　貴士さんが私を見下ろし小さく笑った。

　そんなことないですと反論したかったけれど、もう言葉にならず、ただ乱れた呼吸を繰り返す。

　かちゃりと金属の触れ合う音がした。ベルトを外す音だと気付いて、体の中心が熱くなる。

「そろそろ、いいか？」

　貴士さんが熱い吐息をこぼしながらたずねた。私は快感に酔わされとろんとしながらも必死に「やだ……」と首を横に振る。

「貴士さんとちゃんと抱き合いたいです」

「ちゃんと？」

「私だけ裸なのはイヤ……」

　貴士さんはシャツやベストを着たままで、私だけが裸にされていた。洋服越しではなく直接彼に抱きしめてもらいたい。

　舌たらずな口調でそう訴えると、貴士さんは顔をゆがめて笑った。

「あー、もう本当にかわいすぎる」

　貴士さんは呟いて乱暴にシャツを脱ぎ、床に捨てる。目の前にさらされた貴士さんのたくましい体に、心臓が飛び跳ねた。

　そして私を胸の中に抱き込んだ。直接触れる肌から、貴士さんの体温が伝わってくる。

　人の肌がこんなに気持ちいいなんて知らなかった。さえぎるものがなにもない状態で、抱きしめ合い何度も深いキスをする。

　ふたりの体温がまじりあい、お互いの境界線が曖昧になっていく。すると大きな手が私の足を開いた。

　羞恥と恐怖で一瞬体が強張ったけれど、甘いキスをされ緊張が和らぐ。

　貴士さんは私の額にこつんと額を合わせ、「ようやく綾花を俺のものにできる」と呟いた。

　幸せを嚙みしめるようなその口調に、涙が込み上げる。

　目の前の肩にしがみつき、「貴士さん、大好きです」と掠れた涙声で伝えると、「愛してるよ、綾花」と貴士さんは微笑んでくれた。










エピローグ




　それから三カ月が経ち、季節はすっかり夏になっていた。私と貴士さんは眩しい日差しの中、ふたり並んで古い日本家屋を見上げる。

　以前は『葛西書道教室』の看板がかけてあった場所に、『観光案内所』という新しい看板が取りつけられている。この看板の文字は、私が書いたものだ。

　私は入籍を済ませ、都築綾花になった。今はこの町を離れ、貴士さんのマンションで暮らしている。ちなみに披露宴は秋にする予定だ。

　東京では結婚準備を進めながらカルチャーセンターで書道講座の講師をし、自分の作品にも取り組んでいる。

　今日は貴士さんとふたりで、生まれ変わった祖父の家を見にきたのだ。

　祖父との思い出が詰まったこの家は、町に寄贈し観光案内所と町の人たちが集える集会所になった。中には自由に飲めるお茶が用意され、祖父の書が家のあちこちに飾られている。

　観光案内所になっている居間や縁側、そして庭では、旅行でやってきた家族連れや、地元の人たちが寛いでいた。

　私がパッケージの文字を担当した特産品のブランド化は好評で、全国あちこちのお店で売られていた。そのおかげで町の知名度も上がり、観光客も増えているそうだ。

　私がひとりで住んでいた時よりも室内が明るく感じるのは、祖父の希望がかなって家が喜んでいるからかもしれない。

「綾花先生ー！」

　元気な声が聞こえ振り返ると、書道教室の生徒だった斗真くんがいた。お友達と観光案内所に遊びにきたのか、数人の小学生の集団の中から抜け出してこちらに駆けてきた。

「綾花先生、俺がプロポーズしたのに他の男と結婚して東京に行くなんてひどいよ！」

　そんな苦情に私が謝ろうとすると、隣にいた貴士さんが私の腰を抱き寄せ勝ち誇る。

「綾花はもう俺の妻だから諦めてくれ」

「俺の方が先にプロポーズしたのに！」

「残念だったな。俺は二年以上前から綾花と結婚の約束をしていた」

「ぐぅぅ……っ！　大人げねぇ！」

　そんなやり取りに思わず噴き出す。私はくすくすと笑ってから斗真くんと向かい合った。

「きっとすぐに私よりもずっとずっと大好きになれる人が現れますから、斗真くんは今のまま素直で優しい素敵な大人になってくださいね」

　微笑みかけた私に、斗真くんは頬を赤くしながら頷く。

「それから、できれば書道も続けてくださいね」

　ついでに付け加えると、斗真くんは今度は鼻にしわを寄せる。

　私が貴士さんと結婚しここを離れると決め、書道教室ができなくなることを生徒に謝ると、『よければ私が無料で教えますよ』と個人レッスンを受けていたおばあちゃんが申し出てくれた。

　彼女は祖父の代から四十年近く書道を続け、師範の免許は持っていないものの、子供たちに教えるには問題ないほどの腕と技術がある。

　月謝はもらわずあくまでボランティアとして、この日本家屋で書道の指導をしてくれることになったのだ。月一くらいで私もここに顔を出し、教室のお手伝いができたらいいなと思っている。

「あのおばあちゃん、綾花先生よりも厳しいんだよなぁ」と斗真くんが呟く。

「じゃあ辞めちゃうんですか？　これからも生徒さんたちの様子を見にここに来ようと思っていたのに……」

　私がしょんぼりと肩を落とすと、斗真くんは慌てたように首を振った。

「や、辞めないよ。綾花先生に褒めてもらえるように頑張る」

「よかった」

　力強く言った斗真くんに安心して顔をほころばせる。

　斗真くんは「綾花先生、じゃあね」と手を振ってお友達のところに帰っていく。

　すると、そのやり取りを見ていた貴士さんが、ぽんと私の頭に手を置いた。

「綾花。そうやって、他の男に笑顔をふりまいて俺を嫉妬させるな」

「他の男って、斗真くんは小学生ですよ？」

「それでも、自分の妻に他の男が見とれていたら、嫉妬するだろ」

「自分の妻……っ」

　貴士さんの『妻』という発言に動揺して頬に熱が集まる。言葉に詰まった私に貴士さんがくすりと笑った。そのちょっと意地悪な表情を見て、さらに頬が熱くなった。

　貴士さんと夫婦になったというのに、いまだに彼のカッコよさにドキドキしてしまう私。いつか慣れる日が来るんだろうか。

　そんなことを考えていると、玉砂利を踏む小さな音が聞こえた。

　庭の方から歩いてきたのは、野良猫のシマノさんだった。その姿を見て、私は口元を押さえる。

「シマノさん……！」

　シマノさんの後ろには、よちよち歩きの小さな子猫が二匹いた。シマノさんと同じ、縞模様のしっぽがかわいい。

「シマノさん、いつの間にママになったの？」

　私は興奮しながらしゃがみ、シマノさんに向かってたずねる。

　けれど、シマノさんは私の問いかけには答えず、ぷいと背中を向けて子猫と一緒に生け垣の向こうへ歩いていってしまった。

　久しぶりの再会だというのに、相変わらず冷たい。シマノさんに振られて肩を落としていると、貴士さんがくすくすと笑った。

「シマノさんも、幸せそうでよかったな」

　そう言われ、気を取り直して「本当ですね」と頷く。すると貴士さんが私の耳元に唇を近づけた。

「シマノさんに負けないように、俺たちも頑張らないとな」

「頑張るって……？」

　意味がわからず目をまたたかせると、貴士さんは色気たっぷりの流し目をこちらに向ける。

「俺たちもふたりがいい？　それとも三人？」

　そう問いかけられ、彼の言いたいことを理解して頬が熱くなった。

　こんなところでそんな話をしなくても、と苦情の気持ちを込めて貴士さんを睨む。けれど、いたずらっぽく微笑みかけられ、つられて私も笑顔になった。

　その時、ざぁっと音を立てて風が吹いた。

　緑の葉をしげらせる桜の木の枝がしなり、木漏れ日が揺れる。顔を上げると真っ青な空に浮かぶ白い雲が、夏の風に吹かれ流されていくのが見えた。

　空の上にいる祖父が微笑んでいるような気がして、胸に温かいものが込み上げる。

　そっと貴士さんの手を握ると、強く握り返してくれた。それだけで泣きたいくらい幸せになる。

　私は涙をこらえながら、思い出の詰まった日本家屋と、青い空を見上げて微笑んだ。
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ふたりの甘すぎる結婚生活




「うわぁ」

　キラキラと光るシャンデリアがあるゴージャスな部屋で、私はため息をついた。目の前にあるのは大きな鏡。そこには、ウエディングドレス姿の自分が映っていた。

「すごく綺麗……」

　肩ひもがなく、肩とデコルテを大胆に見せるビスチェタイプのドレスは、胸元からスカートまで繊細な刺繍がほどこされていた。ふわりと広がるスカートの腰の上には光沢のあるバックリボンがついていて、そこから続くロングトレーンがものすごく豪華だ。

「とてもお似合いです。都築様は色白なので純白のドレスが本当に映えますね」

　スタッフの女性の言葉に「ありがとうございます」とお礼を言う。

　私は今日、ひとりでウエディングドレスの試着をしていた。

　結婚式は神前式で、貴士さんと私はそれぞれ羽織袴と白無垢を着る予定だ。だから今日は披露宴用のドレスを選びにきている。

　ちなみに今試着しているドレスは三着目だった。

　上品なＡラインのドレスや、幾重にもレースが重なったかわいらしいドレスも着たけれど……。

　私は鏡の前で「うーん」とうなる。

「どうしよう。どのドレスも素敵で迷っちゃいます」

「ウエディングドレスは一生に一度のことなので迷いますよね。どうぞゆっくり時間をかけて、納得するまで選んでください」

　眉尻を下げる私に、スタッフの女性は優しく微笑み頷いてくれた。

「あ、このドレスも写真を撮っていいですか？」

「もちろん大丈夫ですよ。スマホをお預かりしますね」

　貴士さんに写真を見せて相談しようと思い、スタッフさんにスマホを渡す。

「今日は旦那様が来られなくて残念でしたね」

　その言葉に、私は「お仕事なので、仕方ないです」と首を横に振って微笑んだ。

　本当はふたりでドレスの試着にくる予定だったけれど、急遽仕事が入って貴士さんは来れなくなってしまったのだ。

　秘書の米沢さんからの電話を受け、『俺も一緒にドレスを選びたかったのに』と呟く悔しそうな貴士さんの顔を思い出す。

　私も貴士さんと一緒にドレスを選びたかったな……。というよりも、貴士さんのタキシード姿が見たかった。

　貴士さんは長身でスタイルがいいから、タキシードがものすごく似合うだろう。

　華やかな純白もいいし、黒や濃紺も凛々しくて素敵かも。いや、光沢のあるシルバーもセクシーだろうし……。なんて妄想が止まらなくなる。

「お写真をお撮りしていいですか？」

　そう声をかけられ、私は慌てて頷いた。

「はい。お願いします」

　正面だけではなく横向きや後ろ姿など、いろんな角度から写真を撮ってもらっていると、廊下から足音が聞こえてきた。

　なんだろうと振り向くと同時に、勢いよく扉が開いた。そこにいたのは、貴士さんだった。

　ドレス姿の私を見て、肩を上下させながら「間に合った」と呟く。

「貴士さん……？」

「綾花、すごく綺麗だ」

　貴士さんは真剣な表情で私を見つめながら、大きな歩幅でこちらに歩いてきた。そして私の腰を抱き寄せる。

「あ、あの……」

　近づいてくる端整な顔に驚いていると、貴士さんは私の顎をつまみあげ、問答無用で唇を塞いだ。

「ん……っ」

　貴士さんは顔を傾け、私の唇を味わうようにたっぷりとキスをする。貴士さんに優しく唇を食まれると、背筋がとろけそうになる。

　どうしよう、気持ちいい……。

　思わずうっとりしてからはっとする。ここはドレスの試着室で、スタッフさんもいる。キスなんてしている場合じゃない。

　私は理性を奮い立たせ、貴士さんの腕の中でもがく。放してくださいという気持ちをこめて背中を叩くと、ようやく腰を抱き寄せる腕がゆるんだ。

　キスをほどいた貴士さんは、不満顔でこちらを見る。もっとキスしたいのにと文句を言いたげな表情だ。

「いきなりなにするんですかっ」

「ドレス姿の綾花が綺麗すぎて、我慢できなかった」

　堂々とそう言われ、ぶわっと頬に熱が集まる。人前でそんな甘い発言をされたら、恥ずかしくて顔から火が出そうだ。

「もう、そうやってからかわないでください」

「からかってない、本心だよ」

　にっこりと微笑まれ、私は唇を噛んだ。

　お願いだから、そうやって人をドキドキさせないでほしい。

　そんな私の気も知らず、貴士さんはご機嫌な表情でドレス姿の私を眺めていた。

「貴士さん、お仕事は大丈夫なんですか？」

　気を取り直してたずねると、貴士さんは「むりやり終わらせてきた」と答える。

　私との衣装選びのために、急いで駆けつけてくれたんだ。そう知って、うれしくて笑顔になる。

「ありがとうございます」

　お礼を言った私に貴士さんは微笑み、額に短いキスを落とした。それだけでまた心臓が早鐘を打ち出す。

「都築様、ラブラブですね」

　スタッフの女性は手で口元を隠しながら「うふふ」と楽しげに笑う。その言葉で我に返った私は、両手で顔を覆った。

「お見苦しいところをお見せしてすみません……」

「いえ、幸せそうなおふたりを見て、私までドキドキしちゃいました」

　いたずらっぽく微笑まれ、ますます頬が熱くなる。動揺する私に対し、貴士さんは相変わらず涼しい顔だ。

「そのドレス。すごく綺麗だけど、胸元が開きすぎじゃないか？」と真剣な表情で私を見つめる。

「そうですか？」

　確かに、普段は露出の少ない服装をしているから、鎖骨や肩があらわになるビスチェタイプのドレスは少し落ち着かない。

「でしたら最初に着たドレスがよろしいかもしれませんね」

「そうですね」

　スタッフさんの言葉に頷く。

「最初に着たドレスって、どんなの？」

　貴士さんにたずねられ、私はスマホを取り出して画像を見せる。

　繊細なレースと透け感のあるオーガンジー生地で、首元から胸元までが覆われているＡラインのドレスだ。

　清楚で上品だけどあちこちに施されたビジューが華やかで、これもとても素敵だった。

「すごく綺麗だな。綾花の雰囲気にも合ってる」

　ため息を漏らし呟く貴士さんに、照れくささとうれしさで胸がくすぐったくなる。

「もしよかったら、もう一度試着されますか？」

「そうですね。今着ているドレスはやめておきます」

　スタッフの女性の提案に私が頷くと、貴士さんは「いや、でも……」と腕を組み表情を険しくする。なにか悩んでいるようだ。

「どうしたんですか？」

「披露宴の主役は花嫁なんだから、綾花の希望が大事だろ。俺の意見は気にせず、綾花が好きなドレスを選んだ方がいい」

　そう言いながらも、形のいい眉の間にはものすごく深いしわができていた。きっとなにか言いたいことがあるんだろう。

　そう思い貴士さんを見上げていると、その視線が私の胸元に向けられる。

「……と、思っているのに、こんな綺麗な綾花の肌を他の男に見られるのかと想像するだけで、嫉妬で狂いそうだ」

　葛藤するように顔をしかめる貴士さんを見て、思わず噴き出した。本当に、真顔でなにを言っているんだろう。

　一見俺様で強引なのに、なによりも私を大切にしてくれる旦那様に愛情が込み上げてきて、勝手に笑みがこぼれた。

「私は誰よりも、貴士さんに綺麗だと思ってもらいたいんですよ。だから、変な遠慮はしないで、もっと意見を言ってくれた方がうれしいです」

「本当に？」

「はい。だってふたりの披露宴なんですから、貴士さんにも満足してほしいです。それに……」

　私が言いかけて口ごもると、貴士さんがこちらを見た。

「それに？」と問われ、私はうつむきながら、貴士さんにだけ聞こえるように小声で続ける。

「それに、露出の多いドレスを着て貴士さんを嫉妬させたら、披露宴が終わった後で意地悪されそうな気がします」

　私の言葉を聞いた貴士さんは、ぷはっと噴き出した。頬にしわを寄せ、声をあげて笑う。

「さすが俺の花嫁は、夫のことをよくわかってるな」

　上機嫌に言いながら私の腰を抱き寄せる。顔を傾け私の頬にキスをしようとする貴士さんから、慌てて逃げ出した。

「そうだ。私のドレスもですけど、貴士さんの衣装も選ばないと」

　気を取り直してそう言うと、貴士さんは首を横に振る。

「俺は綾花のドレスに合わせてもらえれば、なんでもいい」

　自分に関しては無頓着な貴士さんに、私は眉をひそめ語気を強めた。

「なんでもよくないです。貴士さんのタキシード姿を見たいです」

「俺がタキシードを着ても、普段のスーツと大差ないだろ」

「大差あります！」

　そう言い切った私の勢いに、貴士さんは驚いたように目を丸くした。

「ということで、新婦様がドレスを着替えている間に、新郎様もぜひタキシードを試着してみてください」

　すかさずスタッフの女性が貴士さんを案内する。私も試着室に移動して、最初に試着したドレスに着替える。

　うっすらと肌が透ける生地でデコルテが覆われたドレスは、首の後ろから背中にかけて白いくるみボタンが並んでいて、後ろ姿もとてもかわいい。

　貴士さんも私の雰囲気に似合うと言ってくれたし、やっぱりこのドレスにしようかな。そう思いながらカーテンを開き、試着室を出る。

　そこには、一足先に着替えを終えた貴士さんがいた。その姿を見て、私の心臓は止まりそうになった。

　黒のタキシードにウイングカラーの白いシャツ。そして黒の蝶ネクタイを締めた貴士さんは、足を組んでソファに座っていた。

　カーテンの中から出てきた私を見て、貴士さんは立ち上がる。

「……綾花、すごく綺麗だ」

　感極まったようにため息を漏らして呟く貴士さん。けれど私はそれどころじゃなかった。

　どうしよう、タキシード姿の貴士さんがカッコよすぎるんですけど！　ものすごく凛々しくて素敵で、直視できない……っ！

　普通の日本人男性にタキシードと蝶ネクタイは難易度が高そうなのに、長身の貴士さんはそれをなんなく着こなしている。胸板が厚く腰の位置が高いから、まるで海外のモデルさんのようだ。

　しかも艶のある黒髪を軽くセットしていて、セクシーさが駄々洩れだった。

　言葉を発せず立ち尽くす私に、貴士さんは近づき「ん？」と不思議そうに首を傾げる。その視線が色っぽくて、膝から崩れ落ちそうになる。

　私はなんとか膝に力を入れ、口を手で押さえながら、スタッフの女性に視線を向けた。

「あ、あの、私のスマホを……」

「おふたりで並んで写真を撮りますか？」

「いえ。私なんかどうでもいいので、貴士さんの写真だけ欲しいです」

　真顔でそう言うと、聞いていた貴士さんが「なんでだよ」と噴き出した。




　衣装選びを終え自宅に戻った私は、リビングのソファに体をうずめ、大きく息を吐き出す。そんな私を見て、貴士さんは柔らかく微笑んだ。

「無事に衣装が決まってよかったな」

「はい。ひとりじゃ決められなかったので、貴士さんが来てくれて助かりました。ありがとうございます」

「いや、俺が綾花のドレス姿を見たかっただけなんだけどな」

　あの後いろいろ試着したけれど、やっぱり最初に着たＡラインのドレスに決めた。

　クラシカルなデザインなので、黒のタキシードを着る貴士さんとのバランスもばっちりだ。

「披露宴が待ち遠しいですね」

　私はそう言いながら、衣装合わせのときにスマホで撮った写真を眺める。

　挙式と披露宴は三カ月後の十月にする予定だ。

　無事ドレス選びは終わったものの、決めないといけないこと、やらないといけないことは、まだまだ山のようにある。

　実は今まで両家の親族をはじめ、たくさんの人を招待して盛大に開かれる披露宴に、少しプレッシャーを感じていた。

　だけど、今日衣装合わせをして披露宴が俄然楽しみになってしまった。

　だって、貴士さんの素敵なタキシード姿や羽織袴姿を一日堪能できるんだから……！

　なんて期待に胸を躍らせながら、今日撮った貴士さんの写真を見つめる。

　貴士さんは写真に写ってもカッコいい。

　披露宴当日はカメラマンに撮影をお願いする予定だから、貴士さんの写真をたくさん撮ってくださいと頼んでおかないと。

　そう思っていると、後ろから伸びてきた腕に抱きしめられた。

「さっきからスマホの写真ばかり見てるけど、実物の俺には興味ないのか？」

　耳元で響いた少しすねた口調に、心臓がきゅんっと跳ねる。

「そんなこと……、んん」

　慌てて振り向いて言い訳しようとしたけれど、唇を塞がれ言葉に詰まった。貴士さんはキスをしながら、私のスマホを取り上げテーブルの上に伏せて置く。

　あ、せっかく見ていたのに……。そう思っている隙に、舌が唇を割って入ってきた。

　私の口内を味わうように動く舌に、ぞくぞくと甘い痺れが走り、背筋から力が抜けていく。

　気持ちよくてとろんとしていると、着ていたワンピースのファスナーが下ろされた。

「やっ」

　慌てて胸元を押さえたけれど、背中から大きな手が服の中に入ってくる。長い指が迷わず私の弱いところをなぞった。

　私の体を知り尽くしている貴士さんに触れられると、あっという間に気持ちよくなってしまう。

「ま、待ってくださ……、んっ」

　そう言いながらも、貴士さんの指に反応して甘い声が漏れる。貴士さんは私をソファに押し倒した。

「待たない。写真ばかり見て、俺を嫉妬させた綾花が悪い」

　自分の写真にまで嫉妬するなんて、と言おうとしたけれど、熱をはらんだ視線を向けられて言葉が出なくなる。

　私を組み敷く貴士さんの色っぽさに、体の中心がとろりととろけた。

「貴士さん……」

　制止するために名前を呼んだはずが、私の声には欲情が滲んでいた。

　それに気づいた貴士さんはにやりと笑い、私の胸元に顔をうずめる。黒い髪が頬に触れ、くすぐったさに身をよじる。

　貴士さんの唇が、私の胸のふくらみをなぞるようにすべる。すでに固くなった頂に唇が触れ、腰がぴくんと跳ねた。

　貴士さんの形のいい唇が私の胸を食む。こうやって貴士さんに愛撫されるのはいつものことなのに、その光景はたまらなくいやらしくて、見るたびに羞恥で頬が熱くなる。

「あっ」

　のどをのけぞらせた私を見て、貴士さんは唇を離し小さく笑った。

　敏感になった胸に熱い吐息がかかる。その甘いもどかしさに、私はたまらず膝をこすりあわせた。

「もっとここをなめてほしいのか？」

　顔を上げた貴士さんは、私に意地悪な問いかけをしながら唇の端を引き上げた。

「やだ……っ」

　そんなの恥ずかしくて答えられるわけがない。私が瞳を潤ませながら首を横に振ると、長い指が焦らすように胸を撫でる。

「んんっ」

　全身に甘い痺れが走り、背筋が震えた。

　想いが通じ合ってから三カ月。何度も貴士さんに快感を教え込まれてきた私は、ものすごく欲張りになっていた。

　もっともっと、貴士さんに触れてほしくてたまらなくなる。

「貴士さん、意地悪しないで……っ」

　涙声で私がねだると、貴士さんはぐっと言葉に詰まる。そして熱い息を吐きながら、着ていた服を乱暴に脱ぎ捨てた。

　邪魔くさそうに髪をかきあげる上半身裸の貴士さんは、ものすごく扇情的だ。見ているだけで、ごくりとのどが上下する。

　そして貴士さんは身をかがめ、私の首筋にかみついた。

　かすかな痛みとそれを上回る甘い痺れに、汗ばんだ肌が革のソファの上で跳ねて、ぎしりと音がなった。

「綾花、足を開いて」

　頬を熱くしながら言う通りにすると、貴士さんは「おりこうだな」と甘く微笑んでくれた。

　そして入ってきた熱い感覚に、唇から言葉にならない声が漏れて止まらなくなる。

　欲情に濡れた声、乱れた吐息、そしてソファの上で肌がぶつかる音。部屋の中に響く音に、興奮を煽られ視界が潤んだ。

　激しく揺さぶられ、必死に胸を上下させてあえぐように呼吸をする。すると貴士さんはそんな私を見下ろし、ため息を漏らしながら低く呟いた。

「……ウエディングドレスを着た綾花はものすごく清楚で上品だったのに、俺の腕の中では、こんなにいやらしく乱れるんだな」

　その言葉に、とがめられているような気がして、かっと頬が熱くなった。

「ご、ごめんなさい……」

　私は両腕で顔を隠し謝る。すると貴士さんは小さく笑った。

　手首を掴み腕を開くと、泣きそうな私の顔を覗き込む。そして体をかがめ、耳元で囁いた。

「バカ。俺の前でだけ乱れるなんて、最高だって言ってるんだよ」

　熱を帯びた視線と掠れた声で、彼が興奮しきっているのがわかった。

「貴士さん……」

　いつもは余裕たっぷりに微笑む貴士さんが、私を組み敷き欲情をあらわにしている。その表情に、愛おしさが込み上げてきた。

　私は腕を伸ばし、貴士さんの頭を胸に抱き込む。

「貴士さん、愛しています」

　柔らかい黒髪に頬ずりしながら呟くと、貴士さんは一瞬動きを止めた。

　どうしたんだろうと思っていると、はぁーっと大きくため息をついてから、彼の体が動き出す。

「あ……っ、待って……」

　再び激しく揺さぶられ、私はたまらず悲鳴を上げた。

「待たない。俺を煽った綾花が悪い」

　眉をひそめた貴士さんに、なぜかそう責められた。混乱しているうちに、激しい快感に襲われなにも考えられなくなる。

　視界が定まらないほど激しく抱かれ、私は快楽におぼれた。




　翌日。目を覚ますと、体のあちこちがだるかった。

　原因はわかっている。昨日、窮屈なソファの上で貴士さんに激しく抱かれたからだ。

　ベッドから起き上がろうとした私は、思わず「う……」と声を漏らした。体がいつもより重く感じる。

　すると、背後でなにかが動く気配がした。

　長い腕が伸びてきて、私の腰を抱き寄せる。背中にたくましい体が密着して、心臓が跳ねた。

「おはよう、綾花」

　その甘い声の主を、私は振り返って睨む。

「もう、貴士さんのバカ」

　私の言葉を聞いた貴士さんは、目をまたたかせた。

「もしかして、どこか具合が悪いのか？」

「はい。体があちこちだるいです」

　問いかけに頷くと、貴士さんは顔色を変えた。慌てて起き上がるとベッドの上の布団をはぎ取り、私の体を見下ろす。

「どこが痛い？　足か？　腕か？」

　焦った表情で問いかけながら、私の体に触れ確認していく。

「いえ、あの」

　そんなに心配されるほど痛いわけじゃないんだけど……。でも貴士さんに反省してもらうために、少し大袈裟に言ってもいいかも。

　なんてずるいことを考えていると、貴士さんの指が私の腰に触れた。

「それとも腰か？」

　貴士さんは真顔で言いながら、そっと腰を撫でる。

　あ、待って。そんな風に優しく触れられたら……。

「んん……っ」

　甘い痺れが背筋を走り、体がぴくんと跳ねた。

「ここが痛いんだな？　こういう時は温めた方がいいのか。それとも湿布とか……」

　貴士さんは大まじめな表情で、私の腰をいたわるようにさする。

　彼は純粋に心配して私に触れているのに、昨日さんざん愛された体にはまだ快感の余韻が残っていて、体の中心がきゅんと音を立て熱くなる。

「顔が赤いな。風邪をひいたのかもしれない」

「そ、そうじゃなくて……」

「そうじゃなかったら、なんだ？」

　貴士さんはもっと深刻な問題だと思ったのか、眉を寄せ私を見下ろした。体温を確かめるように首筋に触れる。

「やっぱり、熱があるな」

「んんっ」

　長い指でそっと肌をなぞられ、背筋が跳ねた。

「ほら、具合が悪いんだろ」

「いえ、ちが……」

「無理するな。熱のせいで目も潤んでる。今かかりつけ医に連絡するから……」

　真顔でそう言う貴士さんに、私はたまらず白旗を上げた。

「ちょっと体がだるいだけで、あちこち痛いわけじゃないし、熱もないので大丈夫です！」

　私が顔を真っ赤にしてそう言うと、貴士さんはきょとんと目をまたたかせる。

「大丈夫なのか？」

「少し大袈裟に言って、貴士さんを反省させようと思っただけです」

「反省？」

　首を傾げた貴士さんに、私は頬をふくらませながら続ける。

「……だって、昨日の貴士さんは本当に激しかったから、あんなのが続いたらこっちの身が持ちません」

　私の言葉を聞いた貴士さんは、申し訳なさそうな表情でこちらを見る。

「悪い。昨日は気持ちよさそうに乱れる綾花がかわいすぎて、手加減を忘れた」

「乱れるって……」

「覚えてないか？　俺の肩にしがみつきながら、もっとしてっておねだりしたのを」

　その言葉を聞いて、一気に頭に血が上った。

　昨夜は貴士さんに激しく抱かれ、後半は理性を手放してしまった。意識がもうろうとしていたせいで記憶が曖昧だけど、そんなおねだりをしたような気もする……。だけど。

「そんな恥ずかしいことは忘れてください！」

　私が顔を真っ赤にして怒ると、貴士さんは不思議そうに首を傾げる。

「どうして？　涙目でおねだりする綾花はものすごくかわいかったのに」

「だから、そういうことを冷静に言わないでください……っ！」

　恥ずかしすぎて、頭から湯気が出そうだ。

　私が両手で顔を覆うと、貴士さんは上機嫌で私を腕の中に抱きしめ、こめかみにキスを落とす。

「じゃあ、昨日無理をさせたお詫びに、今日は綾花をとことん甘やかすことにする」

「今日はって、貴士さんはいつも私に甘いじゃないですか」

「じゃあ、いつもの何倍も甘やかさないとな」

　そう言って貴士さんは微笑む。私は怒っていたはずなのに、そのカッコよさに心臓がきゅんと跳ねてしまった。




　そして宣言通り、貴士さんは朝から私を甘やかし続けた。朝食の準備はもちろん、食べさせてくれたのも彼だ。

　あーん、なんて恥ずかしくてできないと断ろうとしたのに、『甘やかすと約束しただろ』と言い張って貴士さんは私からフォークを奪い取る。

　こちらは遠慮してるのに問答無用で甘やかしてくるなんて、本末転倒な気がする。

　なんて文句を言いながら、彼の愛情を感じてきゅんきゅんしてしまう。

『家事は全部やる』という貴士さんに朝食の後片付けをまかせ、私はリビングの横にある和室へ入った。

　そこは私の仕事場だ。

　以前書いた町の特産品のパッケージをきっかけに、商品ラベルや社名の看板、掛け軸にして飾る作品などを依頼されることが多くなってきた。その他に、書道講座の生徒たちの作品の添削もここでやっている。

　私が和机の上に筆や硯などの書道の道具を出していると、手元に影が落ちた。見上げると、後片付けを終えた貴士さんがこちらを見下ろしていた。

「仕事をするのか？」

「いえ、これです」

　そう言って取り出したのは、披露宴の招待状を入れる封筒だ。

「ひとつひとつ、宛名を手書きするのか？」

「はい」

　頷いた私を見た貴士さんは、「こんなにたくさん書くなんて、大変だろ」と眉を寄せる。

「招待するのは今までもこれからもお世話になる人たちですから、心を込めて書きたいんです。これは私の得意分野なので、やらせてください」

「じゃあ、なにか俺に手伝えることはないか？」

　貴士さんの言葉に甘えて、宛名を書き終えた封筒を、乾きやすいように並べてもらうことにした。

　畳の上に並んで座り、それぞれに手を動かす。私が宛名を書いた封筒を貴士さんが受け取り、重ならないように綺麗に並べてくれた。

　ふたりで一緒に披露宴に向けて準備をしているんだという実感が湧いてきて、なんだかうれしくなる。

　新居の和室には、祖父の家から持ってきた『平常心是道』という書が飾ってあった。それから、居間の茶箪笥の上に置いていた祖父の写真も。

　おじいちゃん、私は今幸せだよ。

　そう心の中で語りかけると、写真の中の祖父が微笑んだような気がした。すると、貴士さんが手を止めて私を見つめる。

「どうした？　なんだかうれしそうだな」

「いえ。ただ、幸せだなと思っていたんです」

　貴士さんの問いかけに私が答えると、貴士さんも表情を和らげた。

「綾花は本当に書道が好きだよな」

　しみじみとそう言われ、私は首を傾げる。

「小学生の頃から、綾花はすごく楽しそうに書道をしていたのを覚えてる」

「貴士さんは姉に勉強を教えるために、いつも我が家に来ていましたもんね」

　小学生だった私は、貴士さんの姿を見るだけで緊張してうまく話せなくなったっけ。そんな幼い頃の自分を思い出す。

「そういえばあの頃、綾花は書道の練習で俺の名前を書いていたよな」

　懐かしさに浸っていると、貴士さんが予想外の言葉を口にした。私は思わず手を止めた。

「え……？」

　今、貴士さんはなんて言ったの？

　動揺のあまり動きがぎこちなくなる。冷や汗をかきながら視線を彼に向けると、貴士さんはにっこりと微笑んでいた。

「半紙に俺の名前を書いていただろ。その横に綾花の名前も」

　そう言われ、ぶわっと頭に血が上る。

「ど、どうして……？」

「綾花の部屋に落ちていた練習用の半紙を見た」

　貴士さんは、なんでもないことのようにそう言う。

　小学生の頃、貴士さんに憧れていた私は、部屋にこもり繰り返し彼の名前を書いていた。貴士さんと結婚した自分を思い浮かべて、彼の名字の下に自分の名前を書いたりもした。

　ノートのすみにこっそり、好きな人との相合傘を書くような感覚だった。完全にひとりよがりで痛々しい若気の至りだ。

　それを貴士さんに見られていたなんて……！

　ものすごい羞恥心が込み上げてきて、私は耐え切れず悲鳴を上げた。

「お願いですからそんなことは忘れてください……っ！」

「どうして？」

「好きな人の名前の横に自分の名前を書いてドキドキしていたなんて、バカみたいじゃないですか！」

「それだけ俺を好きだったんだろ？」

　貴士さんに上機嫌に微笑まれ、私はぐっと言葉に詰まる。

　確かにその通りだけど、恥ずかしすぎる……！

　両手で顔を覆い悶えていると、貴士さんは笑って私を抱き寄せた。

「俺もその頃から、綾花のことが好きだったよ」

　そう囁かれ顔を上げる。

「本当ですか……？」

「あぁ。大きな瞳に涙を浮かべる綾花を見るたびに、俺以外の奴にこの表情を見せたくないと思ってた。腕の中に閉じ込めて、甘やかしてかわいがりたいと思ってた。その頃は綾花が妹のようにかわいいからそんな気持ちを抱くんだと自分に言い聞かせていたけど、本当はもうずっと前から綾花に惚れていた」

　貴士さんはそう言うと、涙が滲んだ私の目元に優しくキスをしてくれた。

「そんな綾花と結婚できて、本当に幸せだよ」

　私の髪を撫でながら甘い声で囁く。私はうれしくて、貴士さんの首に腕を回して抱きついた。

「貴士さん、私も幸せです」

　そう言って微笑み合う。込み上げる愛おしさに目を潤ませながら、何度も甘いキスをした。




END










あとがき




　吹く風もさわやかな秋晴れの日。都内にある由緒正しい神社で、俺と綾花の結婚式は執り行われた。雲ひとつない高い青空に映える荘厳な朱塗りの社殿。そこへ向かって神主を先頭にした花嫁行列がゆっくりと進んでいく。

　緑豊かな境内を歩きながら隣に視線を向ける。俺の横には花嫁衣裳に身を包んだ綾花がいた。光沢のある正しょう絹けん織おりに、軽やかな流水と桜や鶴の羽などの吉祥文様が銀糸で刺繍された白無垢は、綾花の美しさを引き立たせていた。

　偶然神社に居合わせた人々が、綾花の横顔に見とれているのがわかった。道を譲るように左右に別れた参拝客から拍手やお祝いの言葉をかけられ、綾花がこちらを見上げる。幸せそうな表情の彼女は頬を赤く染め、はにかむように微笑んだ。その可憐さに、抱き寄せてキスをしたい衝動が込み上げ、俺はぐっと唇を嚙む。

　白無垢姿の綾花はとても魅力的だけど、神前式ではなくチャペルでの挙式にすればよかったかな、と少しだけ後悔する。そうしたら、彼女は俺のものだと見せつけるように、みんなの前で誓いのキスができたのに。

　そんなことを考えていると、隣を歩く綾花の瞳が涙でうっすらと潤んでいるのに気が付いた。彼女は無事に挙式の日を迎えられたことに感動しているようだった。純粋な綾花を見て、邪よこしまなことを考えてしまった自分を心の中で戒める。

　俺は少し身をかがめ、綾花だけに聞こえるように「愛してるよ」と囁いた。彼女は恥ずかしそうに目元を赤く染め「はい」と小さく答える。「ふたりで幸せになりましょうね」という綾花の言葉にうなずいて、微笑み合ってから一緒に前を向いた。

　目の前の美しい景色は、これからの未来を暗示するように、光に溢れ輝いていた。




　最初から最後までいちゃいちゃしっぱなしのふたりでしたが、楽しんでいただけたでしょうか。ほっこり幸せな気持ちで読み終えてもらえたらいいな。そんなことを考えながら、あとがきを書いています。

　美しくしさと色気あふれる表紙を描いてくださった浅島ヨシユキ先生、スターツ出版の皆様、このお話に携わってくださった全ての方に心から感謝しています。

　そして、たくさんの本の中から本作を手に取ってくださり、ありがとうございました。またいつか違うお話でお会いできるように、これからも頑張ります。

きたみ まゆ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。








[image: ]










俺様社長と〈期間限定〉婚前同居


～極上御曹司から溺愛を頂戴しました～







発　行　２０２０年７月10日　初版第１刷発行

著　者　きたみ まゆ

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Mayu Kitami 2020




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		俺様社長と〈期間限定〉婚前同居～極上御曹司から溺愛を頂戴しました～



		プロローグ



		婚前同居の始まり



		甘すぎる同居生活



		臆病な猫の手懐け方――貴士 side



		彼に抱かれるためのレッスン



		無防備な彼女と苦悩する俺――貴士 side



		嫉妬深い彼



		同居のリミット



		ふたりで過ごす最後の夜



		甘く幸せな新しい日々



		エピローグ



		特別書き下ろし番外編



		ふたりの甘すぎる結婚生活



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





item/image/voicejisyakou.jpg
B b — iy
A 2 oA E D

\
5

i
B
=}
=

2
ol
=
S

i 74’-5@5#?5 HWEZERDITAJ4 (BRI BZHESR
by HHAE EHOTEET! oy eaps by BEF 77
2018528 LD LHIBRYY — 2! B 515 8 13

Google Play

)

RY—28F
| (2BBAKR)
HRIRAREFZ

RY=ZH7 T THHIBETALT7 79— 1)~






